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條 虫 の 「 群集 効果 」 に 関す る 


守 屋 ニ 
大 阪 市 立 医 科大 学 
(昭和 29 年 2 月 12 日 受領 ) 


緒 言 

あぁ る 種 の 条 躍 感染 に 於 て , 1 宿主 に 寄生 する 寄生 虫 の 
数 と , 個々 の 虫 体 の 大 き さ と の 間 に は , 大 体 逆 比 例 的 な 
関係 が 存在 し , 寄 生 虫 体 数 が 増加 する に 従 つ て , 虫 体 の 
大 き さ は 次 第 に 小さ く な る 傾向 が ちる 。 こ の 現象 を 群集 
効果 (Crowding effect) と 云い Hymenolepis nana 
(Woodland, .1924, Shorb, 1933, Hunninen, 1935), 
Hymenolepis diminuta (Chandler, 1939, Hager, 1941 
Read, 1951) 及び Raillietina cesticillus (Reid, 1942) 
感 染 の 場合 に 認め られ て いる 。 

条 虫 に 於 て , 体 表 面 は 物質 交 換 の 唯一 の 門戸 と し て 重 
要 な 意義 を 持つ て いる 。Read (1951) は , この 点 に 着 目 
し て , 虫 体 の 大 き さ を , 単位 体重 ち た り の 体 表 面積 を 以 
つて 比較 し た 。 こ の 場合 , 寄生 虫 体 数 の 増加 と 共に 体 表 
面積 比 は 規則 的 た 大 きく な る 事 を 認め , 群集 効果 は , 寄 
生 虫 の 成長 に 必須 の 物質 が 生活 環境 か ら 不 足す する 事 に 
つて 起り , 該当 する 物質 と し て を 想定 し た 。 

刀 ymenolepis nana の 代 放 に 於 て , 好 気 的 代謝 が 必須 
の も の で ある 事 は , 既に 報告 し た が (守屋 1953 a) 更に 
本 条 虫 の 群集 効果 に つい て , 興味 深い 成績 を 得 た の で , 
ここ に 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

Hymenolepis nana 

1951 年 , 大 阪 市 内 の 1 小学 校 児童 の 葵 便 内 に 見 出し た 
刀 nana 卵 か ら , 実験 室内 で , ラッ テ に 
染 し て いる も の で , 実験 に は 総 て ラッ テ (体重 110 gm 
前 後 ) に 感染 後 3 週間 目 の 虫 体 を 用 いた 。 

新鮮 重量 の : 

ラッ テ の 小腸 か ら , 損傷 を 与え を な い 様 に , 注意 深く 取 
り 出 し た 体 を 37°C の 生理 的 食塩 水 で 充分 洗 , 
体 た に 附 着 し て いる 水 は , 濃 紙 で 出来 る 限り 吸 取 つて か ら 
称 し た 。 

燥 重量 の : 


Shoji Moriya: Studies on the ‘'‘ crowding effect ” 
in Hymenolepis nana. (Osaka City Medical School.) 


上 記 新 鮮 体 を , 108110°C の 器 内 で 2 時 間 
後 衝 し た 。 
虫 体 表 面積 の 算出 : 
虫 体 の 表面 積 は , 虫 体 の 新鮮 重量 か ら , 泊 の Meeh 
氏 の 式 に 従 つ て 寛 出し た 。 
S : 表面 積 (平方 
W: 体 重 ( ) 
k: 数 種 と ょ つて 。 条 の 場合 k 値 は , 
凡そ 1 と 考え て よい (Read 1951)] 
状 : 
0.154 M NaCl (アド - 糖 0.05 M) 100 部 
0.154 M KCI 4 部 
0.11M CaCls 3 部 
0.154 M MgSO; 1 部 
0.1 M Phosphate buffer (pH7.6)12 部 
全 体 の 酸素 消 : 
ソワール プル グ 氏 検 圧計 を 用 いて 測定 し た 。 (Umbreit 
等 1951) 。 容 積 17.5 cc 前 後 の フ ラス = の , 体 
(10~15 mg) を 3.0 cc の 液 た 。 人 千 小 
条 虫 の 酸素 消費 率 は 虫 体 の 大 き さ に よ ょ つて , 相当 動揺 す 
る の で , 特定 の 場合 以外 は 比較 的 大 き な も の (1~ 2 mg) 
の み を , 宿主 か ら 取 り 出 し て か ら 30 分 以内 た 使用 する 
様 た し た 。 
副 室 に は 20 2 祈 KOH 0.2cc を 添加 し , 2cm 平方 の . 
濾紙 を 挿入 し た 。 
度 は 37.0°C ( 0.05°C) に 保つ た 。 
麻 由 の 酸素 消費 測定 : 
水浴 中 で 冷却 し な が ら , 貝 体 (50 mg 前 後 ) を ガラ え 
製 組織 グラ イン ダー で 充分 に 座 砕 し , 10 倍 量 の 培養 液 
に 浮 海 させ て , 上 記 同 様 ワ ウール プル ダグ 氏 検 圧計 を 用 いて 
測定 し た 。 但し , 培養 液 に は , プ ド - 糖 の 代り に , 0.05 
M の 割合 に ュ コハク 酸 ソ ー ダ を 加え , pH は 7.4 と し た 。 
カタ ラー ぞ の 定量 
フラ スコ = 主 液 3.0 cc, 側 に 0.31 
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02 0.1cc, 副 に 20 KOH 0.2cc を 入れ , 
38°C の 恒温 槽 中 で 振 間 し , 平衡 状態 に 達し て か ら , 内 
容 を 混和 し (Hsz02 濃度 は 0.01M と な る ), 30 分 間 に 発 
生 し た 酸素 量 を 測定 し た (藤田 1931)】。 ヵ タラ ー セ 量 は 
次 の 様 に し て 妻 現し た 。 

Qkxat=38°C 30 分 間 に 発生 し た 酸素 量 (zl) 


カタ ラー 含 有 の 燥 量 (mg) 
実験 成績 


群集 効果 : 

横 軸 た 1 頭 の 宿主 (ラッ テ ) に 寄生 する 矯 小 条 虫 の 数 
(1~1109 ) を と り , 終 軸 単位 あたり の 体 表面 
積 を と つて , 個々 の 場合 に つい て アプ ロット し て ゆく と , 
所 調和 小 条 虫 の 群集 効果 は , 第 1 図 の 様 な 美しい 曲線 で 
現 わ す 事 が 出来 る 。 審 生 する 貝 体 数 が 増加 する に 従 つ 

第 1 図 矯 小 条 虫 の 群集 効果 
対数 値 


1.30 


1.00 


1 50 100 200 500 1100 


1 頭 の 宿主 た 寄生 する 貝 体 数 

て , 表面 積 比 は 急激 に 増加 する が , 貝 体 数 が 凡そ 50 旋 
以上 た に なると, この 増加 率 は 次 第 に 減少 し 120~150 克 
以上 少く と る も 1109 砲 海 , この 値 は 殆 ん ど 増 減 せ ず ー 定 
値 を と る 。 

種々 の 酸素 圧下 に 於 ける 酸素 消費 率 : 

環境 の 酸素 圧 が , 7.6 mmHg (窒素 圧 752.4 mmHg) 
38 mmHg (窒素 圧 722 mmHg), 76 mmHg (窒素 圧 684 
mmHg), 152 mmHg ( 圧 608 mmHg), 380mmHg 
圧 380 mmHg) 及び 760 mmHg の 場合 の 和 条 
虫 の 消費 率 を , 酸素 圧 152 mmHg ( 大 気 中 
素 圧 に 等 し い ) の と き の そ れ を 100 祈 と し て , 比較 し た 
結果 を 第 2 図 に 示す 。 

酸素 圧 760 mmHg 一 

30 分 値 は 約 180. ある が , の 経過 と 共に 低下 
し , 2 時 間 で な り , 6 時間 で は 約 60 
30 分 値 の 1/ と な る 。 
30 分 値 は 約 155 攻 で ある が , この 場合 も 次 第 に 減少 
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第 2 図 種々 の 酸素 圧下 に 於 ける 虫 の 酸素 消費 率 


150 


2 3 4 5 
経 過 時 間 


し て , 3 時 間 で 略 * 100 祈 と な り , 6 上 時間 値 は 30 分 値 
の 凡そ la で , 約 75 2 で ある 。 

酸素 圧 76 mmHg 

30 分 値 は 約 55 で ある が , 以後 6 時 間 包 殆ど 増減 
な く こ の 値 を 維持 する 。 

酸素 圧 38 mmHg 一 

30 分 値 は 約 18 芝 で ある が , 1 時 間 値 約 25 2, 2 時 間 
値 約 45 用 と 比較 的 急激 に 増加 する 。 2 時 聞 以 後 も , 極 

め て 僅か で ある が , や は り 増 加 の 傾向 が 認め られ , 6 時 
間 値 は * 50 2 達する 。 

酸素 圧 7.6 mmHg 一 一 

重量 1 ユー2mg 程度 の 比較 的 大 き な 矯 小 条 貝 を 用 いた 
場合 , この 程度 の 低 酸素 圧 環 境 で は , 酸素 消費 を 測定 す 
る 事 は 出来 な か つた 。 ; 

体 の 酸素 消費 量 : 

環境 の 酸素 圧 が 7.6 mmHg (窒素 圧 752.4 mmHg), 
38 mmHeg ( 圧 722 mmHg), 76 mmHg ( 圧 684 
mmHsg), 152 mmHg ( 圧 608 mmHg) 及び 380 
mmHg ( 素 圧 380 mmHg) の 場合 の 1/2 時間 , 1 時 間 
及び 3 時 間 に 於 ける 摩 砕 虫 体 の 酸素 消費 量 を 第 3 図 に 示 
す 。 

7 時 間 に 於 ける 酸素 消費 量 は , 酸素 圧 が , 7.6mmHg 
か ら 380 mmHg 迄 変化 し て も , 殆 ん ど 変 ら ず , 1.8 
allmg で ある 。 

1 時 間 値 は , 酸素 圧 7.6 mmHg で は 2.6 gZ/mg で あ 
る が , 酸素 圧 の 上 昇 と 共に 直線 的 に 減少 し , 38 mmHg 
で 約 2.3 gl/mg, 152 mmHg で 1.7 p/mg. 380 mmHg 
で 1.4 lmg で あぁ る 。 3 時 間 値 で は この 減少 の 傾向 は 


時 
1.20 
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第 3 図 種々 の 酸素 圧下 に ける 小 条 の 


虫 体 の 酸素 消費 量 

2.0 
| 
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環 境 の 酸 素 圧 


更に 顕著 と な り , 38 mmHg で 3.0 gl/mg 152 mmHg 
で 2.4 pl/mg, 380 mmHg で は , 0.8 gl/mg で ある 。 

正体 の 大 さと 酸素 消費 量 と の 関係 : 

環境 酸素 圧 が 38 mmHg ( 和 素 圧 722 mmHg) の 場合 
の , 比較 的 大 き な 貝 体 (体重 1ー2 mg ; log ( 体 表 面積 
体重 ) 1.00~0.9) と 比較 的 小さ な 貝 体 ( 体 重 0.2mg ; 
Jog ( 体 面積 / 体 重 ) =1.25) 及び 麻 の 酸素 消費 量 
と , 酸 圧 152 mmHg ( 鶴 素 圧 60.8 mmHg) に 於 ける 。 
比較 的 大 き な 貝 体 (体重 1 ユー 2 mg) の 酸素 消費 量 を 比 
較 し た 結果 を 第 4 図 に 示す 。 


第 4 図 低 酸 素 (38mmHg) 下 に 於 ける 条 
の 大 き と 酸 素 消費 量 と の 関係 
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152mmHeg ) 
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酸素 圧 38 mmHg に 於 て , 比較 的 小さ い 貝 体 は 比較 的 
大 き な 貝 体 の 2 倍 以 上 の 酸素 消費 率 を 示し , 酸素 圧 152 
mmHg に 於 ける 比較 的 大 き な 虫 体 の それ に 略 * 匹 適 す 
る 。 体 の 酸素 消費 率 は 乃至 1 時間 は 値 , 比較 
的 小さ な 貝 体 の 数 倍 で あぁ る が , 3 時間 値 は 1.5 倍 程度 に 
な る 。 

体 の カタ ラー ゼ 量 

条 の 体 の カタ ラー セ 数 Qkat は 22 で 
ぁ つ た 。 これ に 対し て 廊 砕 肝 臓 (マッ z) の Qkat は 
127 で ぁ つ た 。 従 つ て 娠 小 条 虫 は マッ ス え 肝 臓 の 約 1/s 量 
の カ ヵ カタ ラー ぞ ゼ を 含有 し て いる 。 

考 

ラッ テ (体重 110 gm 前 後 ) に 寄生 する 矯 小 条 虫 の 単 
位 体 た り の 体 表 面積 の 大 さ は , する 体 数 の 
加 と 共に 急激 に 大 きく な る が , 貝 体 数 が 120~150 砲 に 
達する と 最大 値 を と り 少く と も 1109 克 迄 は 虫 体 数 が 増 
加 し て も この 値 は 殆 ん ど 増 減 し な い 。 こ の 事実 か ら 所 調 
群集 効果 が 表面 積 と 重要 な 関 隊 性 を 持つ て いる 事 が 想像 
出来 る 。 

一 般 に 和 小 条 虫 の 如く , 特定 の 消化 器 及 び 呼 吸 器 を も 
た な いも の は , 外界 と の 物質 交換 を 専ら 体 表 を 通じ て 行 
つて いる 。 和 数 小 条 虫 の 生存 に 必須 の 物質 で , し か も その 
物質 が , 短小 条 虫 の 生活 環境 に 極め て 限定 し た 量 し か 存 
在 し な い 場 合 に は , 寄生 する 矯 小 条 貝 数 の 増加 と 共に , 
当然 該 物 質 の 不足 を 来 す 。 従 つて 娠 小 条 虫 が 該 物質 を 出 
来る だ け 能 率 的 に 摂取 利用 する 為 に は , 単位 体重 あたり 


の 表面 積 の 大 さ を 増 加 し な けれ ば な ら な い 。 即ち 宏 生 虫 ・ 


体 数 の 増加 と 共に , 虫 体 の 大 さ が 減 少 す る 群集 効果 は こ 
こと に 原因 する も の と 思わ れる 。 

寄生 する 条 虫 数 が 120~150 を 越え る と , 単位 
体 和 量 あ た り の 表面 積 の 大 さ は それ 以上 増加 し な く な る 。 
即ち 箇 小 条 虫 の 大 さ は , それ 以下 に は 小さ く な ら な い 。 
そし て この 程度 の 大 さ が 箇 小 条 虫 が 生存 し 得る 為 に は 最 
小 の も の で , 1 宿主 に 寄生 する 条 小 条 虫 数 は , この 外 的 
条件 と 亡 的 条件 の 平衡 を 破壊 し て 物 増 加 す る 事 は 出来 な 
いと 考え られ る 。 こ の ク と 様 な 事 は あぁ あらゆる 寄生 虫 の 場合 に 
適用 され る の で は な い だ ろ うか 。 

矯 小 条 虫 は 宿主 の 小腸 の 最後 の 1/8 の 部 分 に 限定 し て 
寄生 し て いる が (守屋 1953 b), この 部 分 に は 炭 水 化物 
(Reid, 1442), 蛋白 質 (Chandler, 1943), 脂肪 (Smyth, 
1947), その 他 ビ タ ミ ン 等 の 既知 養 素 (Hager, 1941) 
は 審 生 虫 の 需要 を 充分 満足 さす だ け 存 在 し て いる 。 従 つ 
て , これ ら の 物質 は , 群集 効果 の 原因 と は な ら な い 様 で 
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あぁ ある 。 

好 気 的 代謝 は 短小 条 虫 の エネ ルギー 代 許 に 於 て 必須 の 
も の で ある (守屋 , 1953 a)。 且 つ 本 条 虫 の 生活 環境 に は 
酸素 は 微量 し か 存在 し な い 。 従 つて 群集 効果 の 原因 の 1 
つと し て , 環境 の 酸素 の 不足 を 予想 する 事 は 頒 当 と 考え 
られ る 。 

環境 の 酸素 圧 が , 38 mmHg, 76 mmHg と 増加 する に 
従 つ て , 矯 小 条 虫 の 酸 索 消費 は 増加 し , 152 mmHg 即 
もち 大 気 中 の 酸素 圧 と 略 * 等 し く な つて も を も , 酸素 消費 は 人 千 
最高 に 洋 し な いで , 一 定時 間 内 で は , 更に 酸素 圧 が , 380 
mmHg, 760 mmHg と 増加 する に 従 つ て 酸素 消費 は 上 
上 昇 す る 。 又 比較 的 大 き な (1~2mg) 貝 体 は 7.6mmHg 
程度 の 低 酸 素 圧 で は 酸素 消費 は 明か で な い 。 他 方 麻 砕 虫 
体 で は , 最初 の 30 分 間 の 酸素 消費 は 7.6 mmHg 程度 
の 低 酸素 圧下 で も , 380 mmHg 程度 の 高 酸素 圧下 で も , 
殆 ん ど 同 程度 で あつ て , 完全 虫 体 の 場合 の 如き 酸素 圧 の 
影響 は 認め られ な い 。 こ と これら の 事実 は 短小 条 虫 の 酸素 雪 
要 が , 体 表 を 通し て 深部 組織 へ の 酸素 の 拡散 に ょ つて 満 
足 さ れる 事 を 示す 。 

同一 酸素 圧下 で は , 最初 の 1/2~1 時間 の 体 
の 酸素 消費 は 完全 虫 体 の を それ の 数 倍 で ある が , これ は 医 
砕 後 は 虫 体 組 織 の 酸素 負 偵 を 返済 する 機会 , 或 は 少く と 


も , それ ら 組 繊細 胞 の 最大 能力 に 於 て 酸化 する 機会 を 持 
つ 事 を する 。 


38 mmHg 程度 の 低 酸 素 圧 下 で は , 比較 的 小さ い 短 小 
人 条 躍 (体重 0.2 mg ; log 〔 体 表面 積 / 体 重 ]=1,25) は 比 
較 的 大 き な も の (体重 ユー2mg ; log 〔 体 素 面 積 / 体 重 〕 
=1~0.9) の 2 倍 以 上 の 酸素 消費 率 を し めし , 酸素 圧 
152 mmHg に 於 ける 後者 の を それ に 略 * 匹 適する 。 即ち 
虫 体 の 大 さ が 減 少 す る に 従 つ て , 体内 組織 へ の 酸素 の 拡 
散 が いよ い ょ よ 容 易 に た なり, 低 酸 素 圧 下 で も , 充分 量 の 酸 
' 素 消費 量 を 維持 する 事 が 可能 た に な る 。 
こと これら の 事実 か ら , 節 小 条 虫 の 所 調 群 集 効 果 を 限定 す 
る 物質 の 1 つ は , 環境 の 酸素 で ある 事 は 確 順 で ある 。 
環境 酸素 圧 が 152 mmHg の と き の 各 時 間 に 於 ける 逢 
小 条 虫 の 酸素 消費 を 基準 (100 2) と する と , 760 mmHg 
380 mmHg 程度 の 高 酸 素 圧 下 で は 時 間 の 経過 と 共に 酸 
素 消費 率 は 減少 し , 且つ この 傾向 は 酸素 圧 が 高い 程 顕 閉 
で ある 。 (760 mmHg で は , 30 分 値 180 祈 , 6 時 間 値 
60 2 ; 380 mmHg で は , 30 分 値 , 155 2, 6 時 間 値 75 
26)。 一 方 , 矯 小 条 虫 の カタ ラー で ゼ 活 性 度 は , マッ ス 肝 
臓 の それ の 約 ソ s で 比較 的 高度 で ある 。 従 つ て 其 様 な 高 
酸素 圧下 に 認め られ る 疲労 現象 の 原因 と し て , 体内 に 於 


(4) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 2 号 


ける 過 酸 化 水 素 の 蓄積 より も , 高 酸 素 圧 に ょ る 酵素 蛋白 
の 変性 を 考え る 方 が 変 当 で ある 。 

環境 が 38 程度 の 低 で は 最初 は 
索 消費 率 も 低い が (30 分 値 18 2), 虫 が 環境 に 馴れ る と 
共に 急激 に 上 昇 し (2 時 間 値 45 2), その 後 こ の 傾向 は 
緩 除 で は ぁ る が 殆 ん ど 恒常 た 維持 され る (6 時 間 値 50 
2)。 即ち この 程度 の 酸素 圧下 で は 疲労 現象 は 全く 認め 
られ な い 。 短小 条 虫 の 寄生 局所 で ある 小腸 の 親 膜 に 接 
し た 腸 腕 の 最高 酸素 圧 は 30 mmHg 前 後 で ある か ら 
(Rogers, 1949), この 事実 は 極め て 興味 深い も の で あ 
る 。 

環境 酸素 圧 が 38 mmHg の 場合 の 酸素 消費 率 は , 152 
mmHg ( 略 * 大気 中 酸素 圧 ) の 場合 の 約 50 祈 で ある 。 
この 酸素 消費 率 の 差 は , 妹 小 条 虫 は , その 自然 環境 下 で 
楼 和 島 し て いる 場合 に は , 殆 ん ど 自 働 的 な 運動 は 行わ す , 
腸 粘 膜 に 出来 る だ け 密 に 接する 様 に し て , 腸 内 容 の 流れ 
の ま ぇ に な つて いる の に 対し て , 大 気 中 に 取り 出す と , 
相当 活 滞 に 運動 し て いる の が 認め られ る と ころ か ら , 航 
運動 の 上 昇 と よる 追加 的 エネ ルギー 寺 要 に 原因 する も の 
と 考え られ る 。 

総 括 

1. 1 宿主 (ラッテ ) に する 人 の 数 が 増加 
する に 従 つ て , 単位 体 和 量 あ た り の 貝 体 表 面積 は 大 きく な 
り , 貝 体 数 120~150 で 最大 値 に 達し , 以後 1109 
虫 体 数 が 増加 し て も , この 値 は 殆 ん ど 変 化し な い 。 

2. 条 虫 の 酸素 は , 体 ら 深 部 組織 へ の 酸 
素 分 子 の 拡散 ょ つて れ て いる 。 

3. 環境 酸素 圧 の 不足 が , 短小 条 虫 の 所 調 群 集 効 果 の 
軍 要 な 原因 を な し て いる 。 

4. 条 が 生存 する 為 の 至 適 環境 素 圧 は 30mm 
Hg 前 後 と 老 え られ る 。 

御 教示 を いた さい な 田中 英雄 教授 , 吉田 教授 , 
置 二郎 氏 , 御 協 力 を えた 佐野 洲 蔵 氏 , 犬伏 典子 氏 に 謝意 
を 表し ます 。 
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言 

私 は さき に 赤痢 アメ ー バ の そ モル モッ ト 感 染 実 験 た に 於 て 
特に CZ. welch を 赤痢 アメ ー バ に せしめ , 腸 内 
並 に 直腸 内 に 接種 を 行い 感染 に 及ぼ す 影 響 を 報告 し た の 
で ある が , 今回 は Hyaluronidase (拡散 因子 剤 ) が 感 
染 に 如何 な る 影響 が ある か を 見 る た め に , 赤痢 アメ ー バ 
の 培養 虫 体液 に 一 定 濃度 を 混 じ て モルモット の 育 腸 内 に 
接種 し , 感 染 の 状況 を 観察 し た 。 1921 Dobell & 0/c 
onnor は アメ ー ベ は 先ず 本 素 の 作用 に ょ つて , 上 友 細 
胞 を 洲 か し , その 溶け た 組織 の 中 に 位置 を 占め ある も の で 
あぁ つて , 細胞 を 器械 的 に 動か し た り , 又は 健康 な 組織 に 
する 様 な 事 は な な いと つ て いる 。 赤痢 ー が 何 
等 か の 物質 を 分 泌 し て , それ に ょ つて 組織 に 損傷 を 与え 
る こと は , 病変 の 組織 より も 認め られ る こと で , 今日 で 
は 全て の 学者 の 認め て いる 所 で ある 。 そ の 物質 が 酵素 で 
あぁ る か , 或 は 毒素 と 称す べき も の で ある か は , 谷 議 論 の 
ある 所 で ある 。 併 し Westphal (1938) は 細菌 の 混合 感 
染 の な い ア メー ぶ 性 濱 瘍 の 組織 像 か ら , アメ ー バ の 分 泌 
する 物質 は あく まで 本 素 と 見 る 可 き で ある こと を 主張 し 

Hyaluronidase は 繊維 聞こ に 存在 する 多糖 類 の 一 つ で 
ある ヒア ル ョ ン 酸 を 分 解 し て , その 粘 筒 度 を 減少 せしめ 
る 酵素 で ある 。 従 つて 結合 組織 内 に 注入 され た 物質 の 拡 
散 を 容易 な らし め る 作用 が ある 。 赤痢 アメ ー バ が Hyal- 
uronidase を 分 泌 す る か 否 ふ は 別 と し て , 動物 へ の 実験 
感染 に 除 し , この 酵素 を 同時 に 注入 する こと に よっ つて, 
感染 が 如何 な る 影響 を 受け る か と 云う 事 は 興味 ある こと 
と 考え られ る の で , 本 実験 を 試み た 光 第 で ある 。 


Hayami Yamakawa : Experimental infection of 
guinea pigs with Entamoeba histolytica with spe- 
Cial reference to the effect of Hyaluronidase. 
(Department of Parasitology, School of Medi- 
cine, Keio University, Tokyo, Japan.) 
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赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 感 染 実 験 
特に 拡散 因子 剤 の 感染 に 及ぼ ば す 影 綺 


速 水 


実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 と し て , モル モッ ト は 200~250g の も の を 
使用 し た 。 出来 る だ け 幼 弱 の も の を 用 いた か つた が 材料 
取得 の 関係 上 止む を 得 な か つた 。 ア メー ババ 株 は 人 体 の 赤 
痢 アメ ー バ 症 の 粘 血 便 か ら 得 た 広瀬 株 で , この 株 は 約 1 
カ年 半 継 代 し た 株 で ある 。 拡 散 因 子 剤 は 持田 胃 薬 の Sp- 
rase 2000V.R.U. を Ringer 液 1.0cc に し て 
その 0.5cc 即ち 100 V.R.U. を アメーバ 浮 液 に 混 じ 
て 内 に 注入 し た 。 物 の 食餌 は フス マ , 人 み を 
終始 与え た 。 排 便 の 状況 に 注意 し , 新鮮 便 の 検査 に 於 て 
は 自然 排出 の アメ ー バ は 見 当ら な か つた 。 材料 取得 ょ より 
2~3 日 育 後 , 動物 の 健康 状態 の 良好 で ある も の に 
メー バ の 接種 を 行 つ た 。 実験 に は 最も 暑い 7, 8, 9 月 を 
選ん で 行 つ た 。 赤痢 アメ ー バ 培養 基 は , 人 血 消 7, Rin- 
ger 氏 液 3 の 割合 に し , 加 温 凝固 し て と な し た 
も の で , 液体 部 は Ringer 氏 液 の み と し て , それ に 1 拍 
金 耳 の 減 菌 米 粉 を 加 % た 。 そ し て 前 逃 の Sprase 0.5 cc 
即ち 1000 単位 を アメ ー ぶ 移植 後 48 時 間 の 増殖 分 裂 の 訪 
ん な 栄養 型 深海 液 (米粉 を 含ん だ ) 0.5cc に 混 じ , 総量 
を 1.0cc- と し た 。 条件 を 一 定 に する た め , アメ ー バ ぷ 学 
湊 液 0.5cc に 含ま れ て いる 栄枯 型 は 10 万 程度 と し て 分 
活 も の を 用 いた 。 

接種 方 法 : モル モッ ト に 軽い エー テル 麻酔 を ほど こし 
て 腹 忌 を 正中 に て 約 2.0 cm に 開腹 し て 謀 腸 部 を 求め , 
1/s 程度 の 注射 針 を 以 て , 前 記 の 混合 アメ ー ぶ 浮 海 液 1.0 
cc を 直接 盲腸 内 に 注入 し た 。 刺 入 部 より 注入 液 の 逆流 
する 事 は 認め られ な か つた 。 腹壁 は 腹膜 , 筋 層 並 に 皮膚 
と 2 連続 終 を 行 つ て 腹 閉鎖 し た 。 注入 液 で 手 
術 部 の 汚染 され る 事 を 極力 層 け た 。 手術 部 位 に 対し て は 
特に な る 消 実施 せ ず , 腹壁 縫合 の 箇所 に マー キ 
ロク ロム を 塗布 する 程度 と し た 。 , 腹 合 の 化 
離 義 し た も の は 1 例 も な か つた 。 腹 膜 炎 を 起 し て 死亡 し 
た と 思わ れる も の が 2 例 認 め ら れ た 。 稚 後 24 時間 , 循 
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に 運動 活 食 思 不振 を る も の 4 頭 認 ら られ た が 
死亡 する も の は な か つた 。 接種 後 50 頭 中 , 運動 不 活 濃 
と な つた を も の 14 頭 , 食 歓 の 低下 し た も の 10 頭 , 接種 後 
4~5 日 で し いと 思わ れる も の 数 頭 が 認 られ 
た 。 又 下痢 を し て 肛門 部 が 可 成 り 汚染 され て いる を も の 10 
頭 を 認め た 。 勿 論 等 の も の に つい て アメ ぇ メー ぶ は 検便 に 
て で あつ た 。 

人 和仁 この 実験 に 於 て は , アメ ー バ と Hyaluronidase と 
を 混合 し て 接種 する の で すか ら , Hyaluronidase が アメ 
ー べ 自身 の 生活 力 又 は 増殖 に 何等 か の 影響 を 与え そる か 谷 
か を 知 つ て お く 必 要 が ある 。 こ の 点 を 予め 予 護 実験 で 確 
め る こと に し た 。 それ に は 前 逃し た 培地 の 妊 面 部 を 1.5 
cc, 液体 部 を 2.0cc と し , 之 れ を 管 径 の 一 定 し て いる 
小 試験 稿 に 用 意 し た 。 

方 法 と し て : 1) Sprase 2000 VR.U. を 1.0cc Ringer 
液 た に 解 し, 培養 基 の 液体 部 に 夫々 250, 500, 1000, 
1500, 2000 V.R.U. を 添加 し て , その 直後 只 * 一 定数 の 
栄 を 含有 する アメ ぇ メー 0.1cc を 移植 し た 。 

2) 数 本 の メー 培養 基 に 48 時 間 ア メー を 
し て 分 裂 増殖 の 最も 盛ん な 時 に 上 と 同じ 各 漠 度 に Spra* 
se を 添加 し て , 添加 後 の ア メー 増殖 の 変化 を 観察 し 
た 。 

実験 の 成績 

1. 予備 実験 

広瀬 株 を 用 いて 実験 し た 場合 。 

堪 地 の 液 体 部 に Hyaluronidase を 用 いた 場合 と , 用 
いな い 対 照 と を 比較 する 時 , Hyaluronidase を 加え た も 
の は 対照 より 生 * 増殖 率 が 低下 し て いる 様 で ある 。 特に 
移植 後 48 時 間 迄 た 於 いて その 差異 が 認め られ る 。 72 時 

第 1 表 Sprase 使用 アメ ー べ 増殖 (広瀬 株 ) 


28 72 96 120 144 168 
2000。 
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間 に 至 つた 場合 は 殆 ん ど 対 照 と 増殖 率 の 差異 は 認め られ 
な い (第 1 表 )。 

アテ 増 48 時 間 後 に 2000 V.R.U. を 培地 に 加え 
た 場合 は , その 対照 と 比較 し て 見 る 時 72 時間, 96 時 間 
と アテ アメーバ の 増殖 率 に は 殆 ん ど 影 響 が な い 様 で あぁ る (第 
2 表 )。 


第 2 表 48 時間 後 Sprase 使用 アメ ー べ 増殖 (広瀬 株 ) 


、 時間 9 


キ + |++ キ 


次 に 高 単位 を 入れ た 時 の 影響 を 更に 反復 し て 実験 し で 
見 た 。 そ れ に よる と アメ ー ぶ 移植 前 か ら 塔 地 液 体 部 に 
2000 V.R.U. を 加え た 場合 に 於 て も , 48 時 間 迄 に 僅か に .-. 
対称 に 比 し て 増殖 の 低下 を 見 る が , 72 時 間 以 上 に な る 
と 全く 対称 と 差異 が 認め られ な い (第 3 表 )。 


第 3 表 Sprase 使用 アメ ー ペ 増殖 (広瀬 株 ) 
、 時 間 


濃度 24 48 72 96 192 

鈴木 株 を 用 いた 場合 。 


Hyarulonidase を 培地 に 加え た 場合 , その 対照 に 比較 - 
し て アテ アメーバ の 増殖 に 僅か に 悪影響 を 示し て いる 。 そ の 
程度 は 広瀬 株 に 於 て 示さ れる より 更に 著 明 で ある (第 4 
5 表 )。 

大 体 Sprase は 水落 液 に する と 不安 定 と な り 克 い と 芸 
われ , 37°C 24 時 間 で は 15 2 の 効力 の 低下 が あり , 
60°C 5 分間 で , 40 2, 100°C で は 5 分間 で 沈 全 に その 
作用 を 消失 する と 云わ れ て いる 。 Sprase を 培地 に 入れ 
て , 37°C 解 卵 器 に 入れ て お いた 場合 , 48 時 間 以 上 に 至 
れ ば 確か に その 作用 は 大 い に 消 失 し て し まう を も の と 思わ - 
れる 。 実験 の 結果 は Hyaluronidase の 漂 加 に ょ っ て, 


6 


| 
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第 4 表 Sprase 使用 アメ ー べ 増殖 (鈴木 株 ) 


時 間 
24 48 72 96 120 


・ 第 5 表 Sprase 使用 アメ ー バ 増殖 (鈴木 株 ) 


500 キ + + 
1500 キ + + 
2000 キ + まま 
対照 + + まま 

2 キ + 


赤痢 アメ ー バ の 増殖 に 特に 著しい 悪影響 が ある と 思わ れ 


な か つた 。 又 僅か な 影 絡 が 見 られ る 場合 で も 培養 時 間 が 
返 過 する と 共に その 作用 は 全く 消失 する も の ・ ょ 様 で あぁ つ 


2. 本 実験 

アテ メ ー バ 接種 後 , 手術 並 に 気温 の 影響 と 思わ れる も 
の , その 他 原 因 の 判然 と し な い 死 亡 例 は 除外 し た 。 アメ 
ー 液 Sprase を 混 じ た も の 接種 例 に て は 。, 


日 た 死亡 し た も の が 1 頭 あ り , に と た よ つて, 


部 の 病変 も , 腸 内 容 か ら ア メーx バ の 検出 も 共に 認め られ 
な か つた 。 死亡 原因 は 不明 で ある 。 4 日 朋 に 死亡 し た 例 
は, 盲腸 内 に 軽度 の 病変 を 認め , 且つ 腸 内 容 に アメ ーx 
の 増殖 を 認め た 。 5 日 , 6 日 月 に, 夫々 1 頭 死亡 し て い 
た が , 共に 盲腸 内 に 病変 が 認め られ , 腸 内 容 に は アメ ぇ メー 
べべ の 中 等 度 の 増殖 が 見 られ た 。 又 5 日 目 に 下痢 が 烈 し く 
運動 不 活 な 1 殖 誠 する に , 内 に 高度 の 病変 
潰瘍 が 認め られ , 腸 内 容 に は 多数 の アメ ー バ が 見 られ 
た 。 第 6 日 に 食欲 運動 状態 が え て いる も の 
に つい て 4 頭 麟 検 を 行 つ た 。 そ の 中 3 頭 に 病変 を 認め , 
その 中 の 1 頭 に は 潰 場 ら し きも の が 見 られ た 。 腸 内 容 を 
検 す る と , 病変 の ある 3 頭 に は , 共に アメ ー メ ベ の 増殖 が 
室 め られ た 。 し か し 就 れ も 下痢 に と ょ る 肛門 部 の 汚染 は 認 
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め ら れ な か つた 。 第 7 日 目 た 5 頭 を 誠 検 し た 。 4 頭 に 於 
いて 謀 腸 内 の 病変 を 証明 し , それ 等 の 腸 内 容 に は 共に 活 
潤 な る アメ ー メ の 増殖 が 認め られ た 。 第 8 日 目 に 元気 の 
も の 15 頭 と つい て 誠 検 を 行 つ た 。 その 中 6 頭 た 病変 が 
認め られ , 特に 閉 し い 濱 瘍 を 生じ て いる も の が 3 頭 見 ら 
れ た 。 こ の 3 頭 に 於 て は 中 等 度 の 下痢 を 証明 し て いる 。 
病変 の 認め られ る 腸 内 容 に は 全 例 た に 責 つて アテ アメーバ ベ の 著 
し い 増 殖 を 認め た 。 

対照 群 に つい て は : 3 日 目 た 死亡 し た も の に つい て 視 
検 を 行 つ た 。 1 頭 た に は 何等 の 病変 を も 認め らち ら れず, 腸 内 
容 に アメ ー バ も 検出 され な か つた 。 即 ち 死 亡 原 因 が 不明 
で あつ た 。 他 の 1 頭 に は 軽度 の 病変 が 認め られ 腸 内 容 に 
は アメ ー ベ は 極 く 僅少 に 証明 され た 。 第 4 日 目 た 死亡 せ 


ん と する 直前 に し た も の に つい て は , 内 に 軽度 


の 病変 と 少数 の アメ ー ベ を 検出 し た に 過ぎ ず , 決定 的 な 
死因 は 判然 と し な か つた 。 5 日 目 た に 1 頭 の 死亡 を 見 た 。 
之 れ も 病変 並 に アメ ー バ の 検出 が 判然 と し な か つた 。 別 
の 2 に 於 て は , 下痢 が 証明 され , 食 思 不振 と 運動 が 不 
活 普 で あつ た の で 直 に 記 検 し た 。 こ の 2 頭 に つい て は , 
育 腸 内 に 病変 は 共に 認め られ , 腸 内 容 た に は 可 成 り 烈 し い 
アテ アメーバ の 増殖 も 見 られ た 。 6 日 目 た 死亡 1 頭 あ り , 病 
変 は 相当 に 高度 で 潰瘍 が あり , 腸 内 容 に アメ ー メ の 増殖 
は 極め て 烈 し く , 下痢 も 証明 され た 。 他 の 1 頭 は 下痢 が 
あり 死亡 せん と する 直前 の も の を 誠 検 し た 。 れ た に は 病 
変 も ちり アメ ー メ バ の 増殖 も 認め られ た 。 第 7 日 目 残り の 
12 頭 を 誠 検 し た 。 そ の 中 5 頭 に 於 て 病変 が あり , 特に 
2 頭 に は 可 成 高度 の 病変 を 認め た 。 5 頭 共 腸 内 容 に アメ ぇ 
ー バ は よく 増殖 し て いた 。 5 有 特に た に その 中 の 1 頭 に は アメ ぇ 
ー バ の 増殖 が 極め て 烈 し く 下 痢 も 又 閉 明 で あつ た 。 
以上 の 実験 成績 は 第 6 及び 7 表 に まとめ た 。 俗 第 7 表 
の 育 腸 内 の 病変 の 程度 を 次 の 如く 定め た 。 (一 ) 全く 病 
変 が 認め られ な いる もの, ( 土 ) 病変 の 判定 困難 で ある が 
アメ ー メ の 増殖 し て いる も の , (+) 軽度 の 病変 が 存 す 
る も の , ( 症 ) 中 等 度 の 病変 が 存 し , その 中 の 一 部 に 滞 
韻 思わ れる 個所 の ある もの, ( 病変 が 高度 で あり 
上 明 に 潰 場 が 存在 し て いる を も の 。 

この 成績 に と ょ る と , Sprase 使用 の も の の 30 頭 中 17 
頭 に 感染 し , 感染 は 56.6 2 あり, アメ ー の み の 
注入 の 場合 は , 20 頭 中 11 頭 に 感染 し , 感 朱 率 は 55.522 
で あつ た 。 又 病 変 の 程度 か ら 観 察する と , Sprase を 使 
用 し た も の の 中 , 3 頭 に 高度 の 潰 場 を 認め た 。 中 等 度 以 
上 の 病変 を 呈し た も の に つい て は , Sprase を 用 いた を も 
の に 5 頭 , アメ ー バ の み 接 種 し た も の に 3 頭 夫々 認め ら 


濃度 
| | 


29 年 9 月 (1954)) 


第 6 表 アメ ー ペ 接種 より 死亡 迄 の 日 数 


接 頭 
種 料 6 7 


8 日 


A: ア メー , 拡 因 子 剤 , ( ) 殺 栓 
第 7 表 赤 メー の モル モッ ト 実 
A 20 


A アメ ー H 拡散 因子 剤 


れ た 。Sprase を 用 いた 方 が 病変 の 程度 が 稽 * 高い 様 に 
皿 わ れ た 。 
考 接 

予備 実験 と し て , 試験 管内 に て Hyaluronidase の 種 
々 の 濃度 の 一 定量 を アメ ー ぶ 移植 前 に 予め 用 面 培養 基 の 
液体 部 に 混入 し て , アメ ー の 増殖 状態 を 観 し , 一 
方 アテ メー ぶ 移植 後 虫 体 が 一 程度 増殖 し た 後に Hyaluro- 
nidase を 培地 に 涯 加 し て , 増殖 アメ ー ベ に 対す る 影響 
を 観察 し た 。 ア メー メ バ の 株 に ょ つて は 増殖 た 閉 し く 悪 影 
押 を 示し た も の も あつ た が , 本 実験 た 使用 し た 広瀬 株 に 
対し て は 殆 ん ど 認 むべ き 悪 影響 も 及ぼ さなか つた 。 併 し 
対照 試験 た 比較 する と 増殖 率 は 少し 悪い 様 に 思 を た 。 
これ まで そ ル そ モッ ト , 家 猫 等 を 使用 し て , ア 
メー ぶ バ 栄 養 型 を 感染 せしめ た 実験 が 多く 報告 され て 来 た 
が , その 成績 と は 可 成 り の 差異 が 見 られ て いる 。 即ち 
Carrera 及び Faust (1949) は そ モル モッ ト の 回 鹿部 に ア 
メー バ の 栄養 型 を 接種 し て , 34 例 中 31 例 た 感染 せしめ 
た 。 又 George-W. Luttesmoser (1952) は 人 間 の 急性 
アメーバ ょ り 分 離さ れ た 栄養 型 を 家 束 の 回 に 移植 
し て , 217 例 中 87.5 2 に 発症 させ る 事 が 出来 た と の 報 
告 が あぁ る 。 又 近 年 猪木 , 高田 , 中 林 等 (1951) は 赤痢 ア 
メー バ 養 虫 体液 と Hyaluronidase を 混 じ て 
腸 内 に 注入 感染 実験 を 行 つ て いる 。 即ち Hyaluroni- 
dase を 使用 し た も の は , 23 頭 中 12 頭 52.2 に, 又 Hya- 
luronidase を 用 いな い 対照 群 9 頭 に 於 て は , 5 頭 , 
55.6 2 に , 夫々 感染 し , 両者 に 殆 ん ど 差 異 が な い 。 

本 実験 た に 於 いて 使用 し た アメ ぇ メー ぶ x 広瀬 株 は , 長期 に 豆 
つて 継 代 培 養 さ れ た も の で あり , 又 モ ル モ ッ ト は 200 一 
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250g の 比較 的 大 きい も の を 用 いた 為 に , 感染 率 を 考慮 
し て , 特に 盛夏 を 選ん で 実験 を 行 つ た 。 従 つて 飼 育 に あ 
た つて は 飼料 , 通風 に は 特に 意 を 用 い 暑 さ の 為 の 自然 死 
も 出来 る だ け 防 い だ 。 飼料 は 水分 の 多い も の は 下痢 に 傾 
き 多 為 水 分 の 少 い フス マ , 人 を 以 て し た が 
に つい て は 悪影響 が 無 か つ た 様 で ある 。 1 日 の 飼料 の 量 
は 略 ぇ 一定 に し た 。 謀 腸 内 に 接種 後 の 動 物 は , 稚 後 は 概 
ね 元気 で , 特に 大 な る ショ ッ ク が ある と は 思 を な か つた . 
原因 が 全く 不明 で 接種 後 3 日 以内 た 死亡 し た も の も ある 
が , 大 体 そ の 他 は 1 週間 後 の 時 気 で , 動物 の 食 
欲 , 運動 等 の 状態 を よく 観察 する 事 が 出来 た 。 形 腸 部 に 
可 成 り の 病変 が 存在 し て いる に も 不 拘 , 極め て 元気 で 食 
歓 も 全く 低下 し な い の も 認め られ , 或 は 又 接 種 後 食欲 の 
低下 し , 運動 不 活 毅 に な りな が ら も よく 生存 し て いる の 
も あつ た 。 感 染 頭 数 の 中 で 肛門 部 が 洗 染 され て いる 程度 
の 下痢 症状 を 示し た も の は 一 部 の も の で あつ た 。 相 当 感 
が あつ て 下痢 判然 と し な いも の も あつ た 。 時 
腹 忌 と 腸管 と の 立 着 は 可 成 り の 頻度 に 見 られ , 時 に 腹壁 
縫合 部 と アメ ー ぶ 接種 部 位 と の 間 の 邊 落 を 見 て , その 部 
分 に 肝 苔 が 存 し て 病変 を 呈す る も の も あつ た が , これ 等 
は 器械 的 に 誘発 され た 病変 で , Serosa より 信行 し た 様 
に 観察 され た の で , 腸管 内 た 注入 し た アメ ー ぶ 増殖 か ら 
の 病変 と 区 別 す る た め , 器械 的 に 起 つ た と 思わ れる 症例 
は 除外 し た 。 手術 創 ょ り 出 来る だ け 遠 ざか つて , 立 落 し 
て いな い 謀 腸 部 の 病変 を 主 と し て 観察 の 対象 と し た 。 盲 
腸 以 外 の 臓器 も 一 応 観察 し た が , 肝臓 等 の 病変 は 認め ら 
れ な か つた 。 病変 が 上 行 結 腸 と に 向 つて 可 成 り に 強く 墓 邊 
し た 1 例 を 認め た が , 他 は 総 て 病変 が 盲腸 部 に 限ら れ て 
いた 。 を も つと 長期 に 豆 つて 生存 せしめ て お け ば , 更に 病 
変 は 墓 症 し た で あろ 5 。 病変 の 程度 は 種々 で あぁ つた 。 感 
て 病変 の ある 腸 内 容 に は 100 2 於 て アメ ー が 検 


・ 出さ れ , 多く の 例 た に 於 て アメ ぇ ー バ の 分 裂 増殖 は 活 潤 で あ 


つた 。 感 染 し て いな く , アメ ー バ の 検出 が 出来 な いも の 
こつ いて は 工 便 の 培養 試験 は 行わ な か つた 。 私 は さき に 
アテ アメーバ に ッ ウェル シ 菌 を せ し め て , モル モ そ 
ッ ト の 育 腸 内 接種 実験 を 行 つ た が , 幼 弱 モル モッ ト を 用 
いた 為 か 4 日 目 位 で 多く 死亡 し , 死亡 後 の 剤 検 た 於 い 
て は , 病変 の 高度 の 例 に 於 て も 腸 内 容 に アメ ぇ メー ベ バ の 活 毅 
な る 増殖 状態 を 観察 し うぅ る 例 が 少な か つた 。 今回 の 実験 
に 於 て も 死亡 例 の 庵 検 た に 於 て は , 病変 の ある 腸管 内 容 か 
ら ア メー ぶ バ 栄 養 型 を 検出 する の は 困難 で ある 様 に 思わ れ 
た 。 死後 の 庵 検 例 で は , 腸 内 容 に 於 て アメ ー バ の 数 は 極 
め て 少な く , 速 に 虫 体 は 山 壊 し て いく 像 を 屋 * 認め た 。 


w = 
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右 に 行 つ た だ け の 実験 で は Hyaluronidase が アメ ー 
べ 性 潰瘍 の 形成 に 直接 関係 が ある と 云う 証 拠 は 何等 つか 
む 事 が 出来 な か つた 。 赤痢 アメ ー バ が 分 泌 す る 物質 の 中 
に Hyaluronidase が 存する か 交 か は 興味 の ある 所 で あ 
る が , 本 実験 を 行 つ て いる 時 に , 米国 に 於 て Bradin, J. 
L. Jr. (1953) は , 赤痢 アメ ー バ は 培地 に て 長期 に 豆 つ 
て 培養 を 維持 され て いる 上 時 に Hyaluronidase を 産生 し 
な いと 云い , 又 彼 の 実験 た に 於 て , 実験 的 に 起 し た hums- 
ter の 肝 肛 臓 瘍 か ら 得 た それ は , Hyaluronidase を 産生 
し た と も 報告 し て いる 。 た と * ぇ 赤痢 アメ ー バ 自身 が それ 
を 分 泌 し な い に し て も を も , 共存 する 細菌 が 分 泌 す る 場合 に 
その 細菌 の 同時 感染 が 起 つ た と すれ ば , アメ ー ぶ 性 潰瘍 
の 発展 も その Hyaluronidase に 影響 され る こと は 考え 
られ る 。 赤痢 アメ ー バ の 病原 性 に 対す る 共存 細菌 の 影響 
と 云う こと も この 様 な 点 に 関係 が ある か も 知れ な い 。 今 
研究 と まつ べき 問題 で る 。 

結 

1) 拡散 因子 剤 (Hyaluronidase) を 混 じ た ア メー 
(広瀬 株 ) 浮 株 浮 を モル モッ ト の 腸 内 に 注入 感 
験 を 行 つ た 。 

2) 拡散 因子 剤 を も 用 いた も の に 於 て , 30 頭 中 56.7 2 
アメーバ ベ バ の み 注 入 し た も の に は 20 頭 中 55.6 卵 夫々 感染 
率 を 示し た 。 

3) 拡散 因子 剤 を 赤痢 アメ ー ベ と 同時 に 腸 腕 に 接種 し 
て も , アメ ー バ の 感染 に 大 な る 影響 を 及ぼ す と 思わ れ な 
い 。 

稿 を 終る た 臨み, 御 指導 御 校 開 下さ つた 恩師 松林 教授 
に 深謝 する 。 
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虫 に 関 


粗 生物 理化 学 性 基 に 純化 と 
その 生物 理化 学 前 性 欺 に 就 て 


中 島 


三 夫 


日 本 化 薬 株 式 会 社 


(東京 大 学 伝染 病 研究 所 第 1 研究 部 長 細谷 省吾 教授 指導 ) 
(昭和 29 年 3 月 6 日 受領 ) 


言 

ょ る 病害 作用 に つい て Leroy, Simoni- 
Schimmel Pfening, Flury, F.? 島村 , 
北山 の , 平野 の , 田中 5, 野村 の , 和信 木 1 の , 大 轟 根 やつ , 青 
木 D, 池内 2,. 松岡, 山田 1 や 等 極め て 多種 多様 な 報 
告 が ある 。 こ の 病害 作 を 攻 起 する 毒物 の 本 態 は 脂肪 系 物 
質 32 或 は アル デ ヒ ー ド で あろ うと いう 説 更に マ プ ト ン 
様 物 1 の) ポリ ベ フ チー ド ヒ スタ ミン は ヒス ミ 
ン 様 物質 I? で あろ うと 推論 され て いる が , 結論 を 得る に 
いた ら な い 。 

そこ で は の 本 態 を 究 する 目的 で 
分 割 精製 し 電気 激動 的 に 単 一 な 在 物 を 得 た の で 報告 す 
る 。 

I. 粗 生物 , 理化 学 抑 性 

芝浦 司 殺 場 で 採取 し た 上 銅 虫 を 2~3 回 生理 的 食塩 水 で 
洗 し ダー ぞ で 体 水分 を 去り 内 臓 に あれ な い 
に で 尾 端 に 切開 後 滴下 する 褐色 透明 の 体 液 を 捕 
集 す る 。 体 腕 液 は 1 房 か ら 平 均 0.8 cc 前 後 採取 出来 る 。 
上 を 一 20°C で 凍結 で 低 する と 神 
色 末 が 得 ら れる 。 こ の 粉末 を 豚 の 場合 は 粗 豚 
仮称 する 。 1cc の 体 は 重量 と し て 63~64 mg 
得 ら れる 。 は , 水 , 生理 的 食塩 水 ロック 
液 , タイ ロー ト 液 等 に 透明 に 溶解 し , 10mg/cc 
溶解 し た 時 の pH は 6.2~7.4 を 示 し た 。 


Mitsuo Nakajima: Nippon Kayaku Co. Ltd. 
Biochemical studies on the nature of ascaristo- 
xin. (Under the Guidance of Prof. S. Hosoya 
of the Institute for Infectious Diseases, Tokyo 
University.) 


の モルモット (200~300g) 注 に ょ る 致死 
量 は 30 mg/kg で 粗 注射 後 ー2 分 よ り 換 毛 次 


. で 排尿 排 鼻 口 を 義 き 呼吸 困難 を 


で の 周 団 を な ぜ ま わし , に 行い 2~3 
回 飛 て 横 , 四肢 を も が き , シャ イネ スト ー ク 呼 
吸 を 行う 。 そ の 頃 か ら 心 音 は 微弱 と な り 呼 吸 停止 後 1 ユ ー 
2 分 は 心 動 を 感ずる 。 は 分 以内 で 死す 
る 。 

皮下 注射 の 場合 は 相当 感受 性 に 差異 が あぁ る 為 か 向 死 が 
注射 重量 と 平行 せ すず 鑑 死 及び 中 毒 症状 は 静 注 と 同様 で あ 
つた 。 

2) 粗 に 対す る 安定 性 。 

粗 液 を 60~65°C, 80~85°C, 90~95°C の 重 
湯煎 中 で 30 分 間 加 圭 す る と 60~65°C は inactivate で 
80~85°C は を 生じ inactivate で 90~95°C 
で は 上 清 液 と 沈 物 が 明 に 分 か れ て 多少 減 た 。 

3) 粗 の 性 

粗 を 牛 腸 膜 で 流水 析 及 び 加 圧 場 
合 48 時 間 ま で 所 析 認め られ ず 72 時 間 目 15.6 22 透析 し 
た だ た 。 

加 圧 矢 析 の 場合 に は 24 時 間 で 外 液 中 に 毒性 が 認め ら 
。 

粗 pH 7.6 に 於 て 0.5 マリ ン 加 
理 後 37°C に 置 すれ ば 3 時間 目 !/z, 24 時 間 目 は 前 者 
同様 で 48 時 間 目 1/s に 減 故 し 72 時 間 目 は 前 者 同様 で 粗 
は 0.5 ホル マリ ン で 減 こと が 認め ら 
れ た 。 

5) 粗 に 対す る 0.1 リプ デシ ン に よる 減 

に 0.1 リプ シン を 加 pH 8.5 た に 於 
て 37°C に 放置 する と 24 時 間 目 inactivate で 48 時 間 


( 
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目 1/2 に た 。 

6) 上 各種 動物 に 対す る 性 

食塩 水深 を 用 い , モル モット , , 家 に 対す る 
血性 を 試験 し た その 結果 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 

新鮮 体 の を ル モッ ト , , 山羊 5 球 に 
対し 深 性 が 認め られ , 性 も 前 者 と まつ 
た く 同 程度 の で あり 一 20°C で 凍結 し 一 15°C 
燥 で は 溶血 性 に 変化 は な いも の と 思考 され た 。 用 析 性 に 
つい て 実施 し た 結果 , する し な い 
の 存在 が 観 80°C 30 分 の で 血性 を 失い , 
0.5 ホル マリ ン の 処理 で 溶血 性 は 減弱 する 。 

粗 液 10 mg/cc を 調製 その 0.5cc に つい て 
色 反 応 を 実施 し た Biuret 反応 , Abderhalden Schmidt 
反応 , Millon 反応 , Xanthoprotein 反応 , Ehrlich 氏 
diazo 反応 , 坂 日 反応 , Molisch 反応 , Hopkins-Coles 


反応 , Disch Cystein 硫酸 反応 , Diphenyl Amine 反 


応 ,Benedikt 反応 陽性 で Bial Orcine 反応 陰性 で あつ 
た 。 
II. 虫 精製 

1. 粗 対す る 各種 薬剤 の 性 

粗 府 液 に 10 22-k-alum, 50 22-ZnClz, 
CClsCOOH, 飽和 , 
れ ぞ れ 加 処 理 し の 沈 に つい て 実験 し 毒性 は 
200~300g モル モッ ト 静 注 に こよ ょ る 致死 量 に ょ つて 和 判定 
た 


50 


実験 
表 に 対す る 各種 薬物 の 対 度 


A K-Alum 30.0 25.0 89.0 

B ZnClz 24.5 65.0 

CClsiCOOH ヶ 12.6 45.0 

E 


982%Ethyl-alcohol 150.0 2.5 


10 22 k-alum で は 上 清 に が 存在 し 
に 多少 姓 性 が 認め られ る 程度 で , 50 22 ZnClzs で は 毒性 
が 上 清 に 存在 し 沈 中 に を 認め , 5022 
CClsCOOH の 場合 も 上 消 に ほとん ど 毒 性 が 存在 し 10 22 


98 22 Ethyl-alcohol を そ 


第 1 図 の 精製 方 法 


中 


} 
80°C 30 分 重 湯煎 中 加熱 


遠心 分 離 
2 回 
末 低温 濃縮 390cc 
13425.085mg 
350cc ( 重量 ) 
冷却 一 3°C 
—3°C982%%Ethyl-alcohol 
| "175 cc 
白色 状 沈 
分 離 
} { 
溜 水 20cc に 冷却 一 3°C 
| + C982%Ethyl-alcohol 
24 時 間 析 | "175cc 
白色 状 沈 
低温 容 燥 
心 分 離 
924..425mg } 
{ 
清 s 
溜 水 10cc 解 冷却 一 3°C 
} | 
24 時 間 析 | 「350cc 加 
分 離 
205.2mg 
} 
水 50cc に 冷却 一 3°C 
+ 3° C98%2Ethyl-alcohol 
24 時 間 析 350cc 添 加 
分 離 
7168.4mg } 
溜 水 50cc た に 溶解 
3610.5mg 
13020.mg 
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k-alum, 50 2% ZnCle, 50 CClsCOOH 飽和 硫酸 
で は 沈 な い 。 それ に 反し ーー3°C に 於 て 98 2 
Ethyl alcohol の 添加 処理 で は と な つて 
る 。 

2. の 精製 

遇 虫 毒 の 精製 方 法 は 第 1 図 に 示す 如く で ある が 毒物 の 
性 は Ethyl-alcohol の cc と 関係 が 試料 液 
量 (cc) に 対し 1/2 量 (cc) 98 22 Ethyl-alcohol 添加 の 場合 
重量 4.4 で 毒性 最も 強く そ モルモット 注 0.5mg/ 
kg が 致死 量 で 同 cc 98 Ethyl-alcohol 添加 で 
最も 少く 0.9 2 久 毒性 は 2 位 で 9.58 mg/kg, 2 倍 量 添加 
で 33.5 11.2mg/kg, 3 倍 量 で 61.32, 12.5 mg/kg 
で あつ た . 即ち に 対し 98 22 Ethyl-alcohol 量 
添加 の 場合 毒 力 最 も 強い 上 虫 が 沈 する こと が さ 
た 。 

実験 方 
精製 分 深 (10 mg/cc) を 0.5 cc ずつ し て 
時 色 反 応 を 実施 し た 。 

第 3 表 精製 の 色 反 


Disch-Cystein 硫 酸 反 十 
Paulisch 反 + 
Ehrlich-diazo 反 + 
Bial-Orcin 反 — 
坂口 反 + 十 
Molisch 反 + + 
Xantho protein + 
Hopkins Coles 反 + 
Ninhydrin 反 + 


. 5 22uranyl acetate 生 ず 生 ず 沈 ぜ ず 


の 反応 は 前 の 通り で Ethyl-alcohol 
灘 は Biuret 反応 , Disch Cystein 硫酸 反応 , Molisch 
Xantho-Protein 反応 , Hopkino-Coles 反応 
Ninhydrin 反応 , 陽性 で Benedikt 反応 , Bial Orcin 
反応 陰性 で あつ た 。Ethyl-alcohol 上 分 は Biuret 
Benedikt 反応 Paulisch 反応 , Ehrlich-diazo 


(4 ) 
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反応 , Molisch 反応 , HopkinsColes 反応 , Ninhydrin 
反応 陽性 で Disch-Cystein 応 , Bial-Orcin 反応 
坂 日 反応 , Xanthoprotein 反応 陰性 で あぁ つた 。 
3. Ethyl-alcohoi 均一 性 及び 定量 分 析 
実験 方 法 
精 3cc の (NasHPO; 22.9 g/l, NaHs 
1.1 g/7) pH 7.7 に 溶解 し 同 酸 液 で 一 書 夜 
析 後 Tiselius 電気 水 動 装置 * や 3 で 試料 の 均一 性 を 試験 し 
な 5 
実験 成績 
第 図 Ethylalcohol の 電気 泳動 図 (1.022 
(pH7.7, イオ ン 0.2 緩 液 , 
温度 15°C, 5 mA.) 


Ascending Descending 


Ethyl-alcohol 演 潤 は 均一 性 で ある こと が 認め られ た 
定量 分 析 の 結果 N 12.0 2, P 1.7 で あぁ つた 。 
4) Ethyl-alcohol の 紫外 線 吸 え マタ トル 
Ethyl-alcohol を 電気 透析 後 1 mg/cc の 水 
溶液 に つい て Beckman§Model Du photelectric quar 
tz spectro photometer?2 で 線 吸 え マタ トル の 測 
定 を 実施 
第 3 図 Ethylalcohol 沈 の 紫外 線 吸 え ペタ トル 
(0.1 水溶 液 ) 
1.6+ 
1.4F 
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此 外 線 吸 履 は 276 mz が 最大 吸 履 で あつ た 。 

6. Ethyl-alcohol 1 分 の paper Chromatogr- 
aphy25 

実験 方 法 

Ethyl-alcohol を 15 mg 称 し 20 HCI 20 
倍 量 (0.3cc) を 時 煮 し 完全 アミ ノ 酸 まで 
つ た 時 真空 に て HCI を 去 後 , 東洋 紙 No. 
50 (40x40cm) を 用 い ブタ ノー ( プ ブタノール 4 
ル 4, ブタノール 1, 水 2) を 媒 と し て 上 昇 に ょ 
23°C に て 24 時 間 及 び 20 時 間 展 Ninhydrin 
を 吹き つけ て 発色 させ Rb を 測定 し た 。 


実験 
第 4 図 Alcohol の 塩酸 加水 分 解 物 の 
Paperchromatography 
| 
| 4 
9 
酸 
© 
フェ フー ルプ タフ ノール (フェ ノー ル 4, 


プ タ ノ フー ル 1 水 2) 
1. Cystin, 2.。 Cystin 
4. Asparagin, 5.Threonin, 
6. Histidin, 7. Taurin, 
9,. Alanin, 10. Methionin, 


3. Arginin, 


8. A-alanin 
11. phenylalanin 


第 4 図 に 示す 通り 11 種 の アミ ノ 酸 Cystin, Cystin 
酸 , Arginin, Asparagin, Threonin, Histidin, Tau- 
rin, A-Alanin, Alanin, Methionin, Phenylalanin. 
を 分 離し た 。 

7. Ethyl-aicohol の Tryptar に よる 減 験 

有する 如く 20cc 作 各 し , これ に Tryptar (25000 Ar. 
mor units) 0.1 2 の 割合 に 添加 し トル オォ オール を 電 層 し 
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て 37°C に 放置 し 24 時 間 , 48 叶 間 , 72 時 間 目 を それ ぞ れ 
試料 を 採取 し て そ ル モッ ト へ 夢 注 し て 処理 前 の Ethyl-a 
jicohol と の 比較 を 行 つ た 。 溶液 の pH は Tr- 
yptar が pH 7.0 に 於 て 最も 作用 が 強い 為 に 7.0 と し た 


第 4 表 Ethylalcohol 沈 + の Tryptar に ょ る 
(37°C, pH 7.0) 


ーー 、 区 分 モル モッ ト 致 死 量 mg/kg 

観 対 Tryptur 処 理 
24 時 間 0.5 mg 0.5 mg 
48 時 間 ” 2.0 mg 
72 時 間 4 10.0 mg 


以上 の 実験 に 示す 通り 24 時 間 で は inactivate で 48 
時 間 目 に 減 72 時 間 目 に 減 た 。 

8. 精 分 の Schwartzman 型 皮 応 

上 体腔 液 が Schwartzman を 示す こと に つい て 
佐藤 が 報告 し , 池田 は 出 の 内 で 含水 
素 副 分 に Schwartzman 反応 を 惹起 する 因子 の 存在 を 報 
じ て い る 。 

実験 方 法 

体重 2.5kg 前 後 の に 粗 , alcohol 
hol 上 清 5 を それ ぞ れ 生理 的 食塩 水 1 mg/cc 含有 する 始 
く 試 料 を 調製 , 更に 生理 的 食塩 水 で 0.1 mg/cc,: 0.01 
mg/cc に 稀釈 し て 各 試 料 を 家 束 腹部 皮 内 へ 0.05cc づつ 
注射 し 20 時 間 後に 同一 皮 内 へ 更に 0.05 cc 注射 を 行い 
20 時 間 後 , 家 更 静脈 へ kg 当り 1 mg/cc 惑 起 注射 を 行 
つた 。 注射 後 30 分 , 1, 2, 3, 4, 5, 12, 24 時 間 目 に そ を 
れ ぞ れ 観 侍 し た 。 対称 に は 準備 注射 に 0.05 cc の 生理 的 
食塩 水 を 注射 し た 。 

Ethyl-alcohol + が 最も 強力 に 反応 を 示 し 準備 
1.0 mg/cc, 0.05cc 注射 2 回 後 起 注射 1.0 mg/cc 


を kg 当り 1mg の 割合 で 家 更 耳 静脈 より 注射 を 行い 若 
起 注 射 後 30 分 より 発赤 , 充血 し 3 時 間 目 か ら 局 期 た 洋 


し て 中 心 部 は 緑 赤色 Nekrose 様 に 変化 す 。 こ の 症状 は 
5 時間 目 頃 より 次 第 に 充血 は 消 退 の 形 を 取る が 24 時 間 
こい た る も 更に その 義 状 は 存在 する 。 準 備 注 射 0.1mg/cc 
の 場合 は 2~3 時 間 目 が 局 期 で 準備 注射 0.01 mg/cc の 
場合 は 1~2 時 間 目 が 局 期 で あつ た 。 
alcohol 上 s は alcohol 洗 より 発赤 , 腫 は は 
る か に 弱く 30 分 ~1 時 間 が 最も 症状 の 出現 が 強く 5 時 


1 

実験 績 
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第 5 表 精製 分 の Schwartzman 型 皮膚 反 


試 料 粗 Alcohol Alcohol Alcohol Alcohol Alcohol 

家 番号 28 39 49 59 7 $8 
家 兎 体重 2.5kg 2.3kg 3.0kg 3.0kg 3.4kg 2.8kg 3.0kg 
準備 注 幣 I 7 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 0.5 50.0 5.0 0.5 生理 的 食塩 水 
惹起 注射 1mg/kg 1 mg/kg 1 mg/kg mg/kg 1 mg/kg 1 mg/kg 1mg/kg 
1 時 問 せ せ + せ + せ + + せ + せ + 


中 心 部 壊死 , 発赤 , 充血 , 腫 
十 : 発赤 , 


間 目 に は 症状 が 消 退 し た 。 
alcohol 波 は 備 注 射 1 mg/cc が alcohol 上 s 
と 同 程度 の 出現 で あつ た 。 
は 準備 注射 1.0 mg/cc, 0.05 cc 注射 の 場合 
1 時 間 目 局 期 で 発赤 , 腫 服 が 見 られ 5 時 間 目 以後 症状 消 


い 発赤 , 腫 服 
ー: 対称 と 同様 , 反 應 陰性 


hol を 生理 的 食塩 水 稀 それ ぞ れ 507 ィ , 57 
部 皮 内 第 1 回 準備 注射 後 20 時 間 目 第 2 回 , 同 重 量 準備 
注射 後 20 時 間 目 に 廿 日 肖 尾 静脈 より 惹起 注射 100 + ずつ 
行い 3 時間 上 月 に 腹部 の 観察 及び , 解 し て 皮下 , 内 
臓 の 肉 妥 的 , 顕微 鏡 的 観察 を 行 つ た 。 


人 退 し た 。 実験 成績 
alcohol s, alcohol 』 は 反応 出現 が alcohol 
に よく 近 示 する が 状 の 消 退 が 早く あつ た 。 
即ち Schwartzman 型 皮 反応 に 於 て 粗 , alco- 
hol 沈 分 , alcohol 上 s 分 に 於 て 反応 陽性 で あ 、 皮膚 
る こと と が 判明 し た 。 Schwartzman 反応 の 強力 の 順に 列 備 注 上 
記す れ ば 次 の 通り で あつ た 
9. Ethyl-alcohol の 廿 日 た 起 し た Schwartz 3 50.0 50.0 100.0 状 出血 
man 型 皮 反応 4 5.0 5.0 100.0 一 + 状 出 血 
本 間 ?62228) が 初め て 体内 毒素 を 用 い て 日 5 5.0 5.0 100.0 状 出血 
使用 し Schwartzman 型 皮 膚 反応 を 起す こと に 成功 6 5.0 5.0 100.0 一 状 出 血 


し , その 後宮 崎 , , に より 更に 緒方 , 村上 3 の に 
より 組織 学 的 に 再 検討 され て 確認 され た 。 

実験 方 法 

健康 な る 体重 1518g の 日 削 腹部 に Ethyl-alco- 


準備 注射 を 皮 内 へ 2 回 行い 更に 其 起 注射 後 3~4 時 間 
頃 反応 局 期 で 発赤 , 腫 が 認め られ し て 皮下 より 
察する と 粒 大 の 散在 し , 液 の 強力 な も 


146 | 
、 
7 
量 


29 年 9 月 (1954)] 


の も あつ た 。 内臓 は 肺 臓 の 出血 極め て で あり 
和 臓 に 小 出 血 斑 の 認め られ る 場合 も ある 。 

肺 臓 は 気管 枝 の 周囲 と 強力 な る 細胞 浸 章 が あり 肺 胞 内 
は で 充満 し 出血 が 明 で ある 。 ち 日 に 対す る 
Alcohol + の Schwartzman 皮膚 反応 は 陽性 で あ 
つた 

の 降 性 

実験 方 法 

虫 及び . alcohol 沈 それ ぞ れ 重層 に る 。 

実験 成績 

Alcohol 沈 沈降 反 


名 へ Imglec 十 百 千 万 
1 時 間 3 
2 3 
3 
ァ 30 分 3 
5 3 
3: 厚い 円 板 状 2: 移 厚い 円 板 状 
1: 円 板 状 0: 対 同 後 


Ethyl-alcohol + は と 同様 沈降 性 を 有する 。 
案 ・ 総 括 

1) 粗 豚 の モルモット 内 注射 に ける 致死 
量 を 実験 し た 結果 30 mg/kg が 致死 量 で 皮下 注射 の 場合 
致死 量 は が まち まで 確実 な 結果 が 得 ら れ な か つ 
た 。 する 場合 は 前 の 如く 注射 1 分 前 後 よ り 中 
状 を 示し 5 分 前 後 で 鑑 死 する 。 ヒ スタ ミン を 氏 死 量 モ ル 
モッ ト に 欧 注 し た 場合 は 30 秒 以内 に 中 毒 時 状 が 出現 し 
場合 は ヒス スタ ミ ン より 中 症状 の 出現 が 遅れ て 
出現 する 又 し た モル モッ ト 臓 の 解剖 で ヒス タ 


147 


ミン の 場合 に 比較 し て 気 腫 が 強力 で あり 肺 出血 も 顕 閉 で 
ある 。 

2) 対す る 安定 性 は 80~85°C の 加熱 
で inactivate で あり .90-95°C 30 分 の 加熱 で 生 
認め あら れる 。 

3) 粗 は 流水 透析 で , 24 時 間 で は 性 が 認め 
られ ず 72 時 で 15.6 22 の 減 認め られ た 。 圧 析 
に 於 て 24 時 間 で 性 を 有する 上 透析 性 の な い 
上 の 在 在 が 認め られ た 。 

4) 粗 は pH 7.5 に 於 て 0.5 ル マ リ ン 
37°C で 3 時間 1!/z, 24 時 間 1/z, 48 時 間 +!/s に 減 し 。 
加熱 , し た 場合 に は は ホル マリ ン に よ つて 減 
強力 と な り , 24 時 間 48 時 間 に 減 る こ 
P が 認め ら れ た 。 

5) 粗 pH 8.5 に て 0.1 2 トリ プシ ン を 
する と 37°C に 於 て 24 時間 inactivate で 48 時 間 !/z に 
減 た 。 

6) モル モッ ト , 山羊 , 家 血球 を する 
を 有 し , 一 20°C の 凍結 で 一 15°C の で は 
血性 た に 変化 が 認め られ ず の ある 溶血 性 の 
な い 存在 が 認め られ , 80°C 30 分 の で 
性 を 失い 0.5 2 ホル マリ ン で 深 血 力 の 減弱 が 認め あら れ た 

7) 時 色 反 応 に 於 て Biuret 反応 , Abderhalden sch- 
mit 反応 , Millon 反応 , Xanthoprotein 反応 , Ehrlich- 
diazo 反応 , 坂口 反応 , Molisch 反応 , Hopkins 
Coleo 反応 , Disch Cystein- 硫 酸 反 応 , Disch diphenyl- 
amine 反応 , Benedikt 反応 陽性 で Orein 反応 陽性 で 
ある 。 

8) 剤 と し k-alum, ZnClz, CClsCOOH 
硫 , Ethyl-alcohol それ ぞ れ 用 いて 実施 し た 
結果 10 k-alum, 50 ZnClsz, 50 2¢ CClsCOOH, 
和 は を せしめ な い が 一 3°C に 於 て 98 
22 Ethyl-alcohol で 白色 に 析出 する こと 
が 判明 し た 。 

9) の 精製 方 法 と し て の 如き 順序 で の 強 
力 な 単 一 物質 を 得る こと が 出来 た 即ち 水 
溶解 し 80°C 30 分 重 湯煎 で 加熱 し 遠心 分 離 器 で と 
と に 分 け 上 清 を 和牛 腸 膜 で 24 時 間 流 水 後 原液 
cc まで 漠 縮 し て 一 3°C に 冷却 し ー3°C 98 22 Ethyl-alco- 
得 ら れ 沈 物 は 牛 膜 で 後 低 真空 する 同様 に 
し て 沈 沈 沈 上 を 得 た 。 は 沈 
最も 強く あぁ つた こと は 前 逃し た 通り で ある 。 


] 
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10) 精 反応 は に 於 て Biuret 反応 
Disch-Cystein 反応 , Paulisch 反応 , Ehrlich-diazo 反 
応 , 坂口 反 応 , Molisch 反応 , Xanthoprotein 反応 、, 
Hopking Coles 反応 , 陽性 で Benedikt 反応 , Bial 

Orcin 反応 陰性 で あり , Ethyi-alcohol 上 清 s は Biuret 
反応 , Paulisch 反応 , Ehrlich 反応 , diazo 反応 、, 
Molisch 反応 , Hopkins Coles 反応 陽性 ,・Disch-Cyst- 
ein 硫酸 反応 , Bial Orcin 反応 , 坂 日 反応 , Xantho- 
protein 反応 , 陰性 で あつ た 

11) Ethyl-alcohol を 電気 透析 後 Tiselius 電 
宏 泳 動 装置 を 用 いて 試験 し た 結果 均一 で , Beckman Mo- 
dei Du photelectric quartz spectrophotometer に よ 
つて 紫外 線 吸 履 え ペク トル の 測定 に よ ょ り 276 mg が 最大 
の し た 。Ethyl-alcohol の 定量 の 結果 N 
12.2 22, P 1.7 22 で Ethyl-alcohol + の HCI 加水 
に よる paper Chromatogrephy に よる ア アミノ酸 の 
測定 で Cystin, Cystin 酸 , Arginin, Asparagin, Th- 
reonin, Histidin, Taurin, A-alanin, Alanin, Methio- 
nin, phenyl alanin, の 11 分 た 。 

12) 分 の いずれ の 分 が Schwartzm- 
an 反応 を 強力 に 起す か に つい て 行 つ た 結果 いずれ の 視 
分 も 陽性 で あぁ つ た が , 次 に 反応 の 強力 で あつ た 順に 列 
記す れ ば Ethyl-alcoho! 」>Ethyl-alcohol. 沈 s> 
Ethyl-alcohol の で あつ た 。 更に 日 対す 
る Ethyl-alcohol Schwartzman 皮 反応 の 
実験 の 結果 15g の 廿 日 削 に 507 2 回 の 準備 注射 で 完全 
に さ れ 1007 の 起 注射 で 反応 陽性 に 出現 する こ 
が 観 され た 。 

免疫 家 と の に 沈降 性 を 有する 

結 論 

1) 豚 の を ル モ モッ ト 注 に よる 致死 量 は 30 
mg/kg で あり 更に 。 80~85°C 30 分 の 加 苗 で inacti- 
vate で 性 を 有する 毒物 と し な い 毒物 と が 認 


られ た 。 
2) 粗 は 0.5 ル マ リ ン 及 び 0.1 22Z ト リプ シ 
ン で 減 る 。 


3) 粗 モル モッ ト , , 家 を 溶血 し 
80°C 30 分 の 加 面 性 を 失い の あ る 深 
と 性 の な 存在 する 


( 18 ) 
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4) は 10 22k-alum, 50 ZnClsz, 50 CCL:- 
COOH, 1/2 和 硫 で 沈 ず 98 Ethyl-alcohol 
で する 。 

5) の 精製 方 法 と し て 液 を 80°C 
Ethyl-alcohol に よ ょ つて 均一 性 の 毒物 を 得 た 。 この 均一 
性 物質 は 旦 色 反応 , 紫外 線 吸 履 え マタ トル , 等 の 測定 の 
結果 質 と 思考 され る 。 こ の 均一 性 物質 は 家 び 廿 
用 いた 。Schwartzman 型 皮 反応 陽性 で , 粗 

免疫 家 の 間 に 沈降 性 を 有する 

本 研究 実施 に 際 し 終 如 御 指 導 , 御 校 闘 を 賜 つ た を 東京 大 
学 伝染 病 研究 所 , 第 1 研究 部 長 細 谷 省 理 教 授 に 深謝 する 
と 共に 御 指 賜 つた 伝染 研究 所 1 研究 部 本 間 に 
感謝 の 意 を 表す 。 
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の 抗原 性 アシ レル ゲン に て 


量 本 化 薬 株 式 会 社 
( 京 大 学 伝染 研究 所 細谷 省吾 数 授 指 導 ) 
(昭和 29 年 3 月 6 日 受領 ) 


言 第 1 表 虫 家 血 注 の 
thus, Goldschmit,) Jadassohn,? Snell,? Baumeler,% 
Dorff,5 毛 受 の , 岡部 つう , 周 5, 高久 の , 篠崎 , 橋本 1 の 松 Jan. 7th 0.64 Feb. 1 th 
本 等 の 報告 が ぁ り 近 時 池田 や は 抽出 液 を 精製 分 
て 含水 炭素 分 た Arthus 並 に Schultz-Dale 現 1.28 3 
を する 因子 の 存在 を 報告 し て いる 。 4% 192.00 
そこ で は 家 束 用 いて 強力 な る 抗 素 10% 6.40 5 
清 が 造り 得る か , 更に 豚 と 人 の 免疫 学 的 12.80 
関連 人 即ち 反応 Prausnitz Kustner 氏 反 応 つ 12% 12.80 x1C00 
モル モット 腸 に 対す る 影響 , 並 に 感 作 モル 14% 64.00 
モッ ト 腸管 に 対す る 粗 その 分 分 影響 15% 128.00 10% 
及び 各種 の 作用 及び 感 作 そ ル モッ ト 子宮 に 対す 128.00 11% 
る 蛋白 割 分 の 作用 及び 薬物 の 作用 に つい て Schultz-Dale 17% 192... 12% 
術 式 に と に ょ つて 実験 し , 知見 を 得 た の で 報告 する 。 18% 192.00 13% 
I. 虫 抗 性 19% 192.00 14 
粗 豚 生理 的 食 深 を 健康 な 2.5 kg 前 後 の 
家 静 0.64 mg/kg より 注射 を 始め 第 1 表 に 示す 22 17 
如く 次 第 に 注射 量 を 増加 せしめ て 免疫 を 行 つ た 。 各 定時 本 18% 
に 採血 し て 沈降 価 の 測定 す 。 0 es 
方 法 26% 192.00 21% 
粗 豚 M.L.D. 30 mg/kg を 0.85 2 生理 的 食 22 
水 溶解 し , その 0.1cc 中 に 200~300g モル モッ ト 23 
2M.L.D. の 毒素 が する 如く 調 , 粗 豚 29% 24% 
毒素 は 第 1 表 最 終 免 後 1 週間 目 採血 た 25% 
26 x10000 


Mitsuo Nakajima : Study on Ascaristoxin. II. 
On the antigencity and allergencity of ascarist- 
oxin. (Under the guidance of Prof. S. Hosoya 浦 を 用 いた 。 測定 の 方 法 は 第 2 表 に 示す 通り で ある 。 

of the Institute for Infectious Diseases, Tokyo 実験 成績 

University) 中 和 出 来 な か つた 場合 は , そ モルモット は 5 分 以内 た 閥 . 
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Observe 
Tested method 24hrs 48hrs 


No. 


Immune Serum5cc 混 和 


| 
Ascaristexin 0.5cc \ 


Saltwater 0.5cc 放 
以上 1.2cc ずっ つっ 


Immune Serum 5cc 
Ascaristoxin 0.5cc 


Physiological 
Saltwater 0.5cc 


0.3 cc ずつ 静 注 


Normal Serum 5 cc 
Ascaristoxin 0.5cc 


Physiological 
Saltwater 0.5cc 


1.2cc ずつ 静 注 


e096 


O: life. 
@ : death. 
, 呼吸 困 , 2~3 回 飛躍 , シャ イネ ス 
トー 呼 吸 し つつ 死 する 。 以 上 の 方 法 で 抗 素 
陣 は , を 2MLL.D. 中 和 し た 。 
虫 と 粗 豚 虫 と の 沈降 反応 
実験 方 法 
軍 層 法 に より 実施 し た 。 
実験 成績 


Observe 
Pig ascaristoxin Hu 
Human ascaristoxin A 3 0 


A. B. C. D. E. F. G.: A 氏 , B 氏 の 
Hu: 人 よう 控 し た 粗 人 
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一 致し , 交叉 沈降 性 を 有する こと が 観察 され た 。 

4) 粗 豚 と 粗 人 と の Prausnitz-Ktistner 
反応 

実験 方 法 

体重 500g の そ モルモット 背部 の 脱毛 後 第 4 素 の A と C 
に 粗 豚 0.1cc づつ っ B と D は 対称 と 
し て 生理 的 食塩 水 0.1cc ずつ 注射 後 20 時 間 目 た に A と B 
に は 豚 (10 mg/cc) を C と D は 粗 人 
(10 mg/cc) を それ ぞ れ 0.1cc を 注射 し た 後 そ の 部 の 紅 
状態 を し た 。 

実験 成績 

第 4 表 疫 家 血清 粗 人 


と の Prausnitz-Ktustner 反 


生理 的 食塩 水 と 豚 の 反 

生理 的 食塩 水 と 粗 人 の 反 


A と し 共に 陽性 で 幅 虫 毒 注射 後 30 分 より 発赤 , . 腫 有 
が 次 第 た 強く な り 1 時間 目 前 後 で 最も 閉 明 で 3~4 時 間 
頃 た に は 反応 消失 する の で ある 即 粗 豚 虫 粗 人 
は 相関 的 Reagin を 有する 。 

II. アレ ル ゲ ン 性 

アレ ルギー に 就 て 従来 粗 それ 自 アレ ル 
ギー 様 作用 (抗原 , 抗体 反応 に た ょ ら な い 作 用 ) の 害 作 用 
と つい て 抄 な る 報告 が な い . アレ ルギー の 2 
大 別して 考 究 すべ き で ある と 思考 する の で アレ 
ルギー 様 作用 及び アレ ルギー 作用 に 分 け て 報告 する 。 
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1) 粗 豚 と その 分 の 健常 モッ ト 
腸管 に 対す る 作用 
実験 方 法 


250~300g 前 後 の 健常 モル モッ ト 腸管 に 対 し 


nedkt 陽性 秋分 (Ss 又は Be) 脂肪 害 分 (F) それ ぞ れ 
Schultz-Dale 術 式 と に よ ょ つて 作用 を 実験 し Histamine 
(Hi) , AcethyI-Cholline (Ac) を 対称 と し た 。 
実験 成績 
I 
CA が 健常 独 出 腸管 に 対 し 如何 に 作用 する か 行 つ た 実 
験 で CA17 の 作用 で 腸管 は 凶 緩 的 に 作用 し 100y で は 
腸管 は する 。 
図 II 
CA 10007 作用 後 水洗 更に 1000r 2 回 作用 し て る を も 再 
度 腸 せ ず 更 に Histamin 17 作用 し て 腸管 は 
履 繕 し な か つた 。 腸管 交換 後 再 度 CA を 作用 し Acety1 
Cholline 1.07 作用 する と Histamine と 腸管 は 


し た 。 
図 III 
1 
回 I 
AH 
CA 
1009% 10008 


CA 10007 腸管 に 作用 し た 場合 Benadryl で 腸管 の 引 
緩 が 起 る か 行 つ た 実験 で , 10007 CA に よ ょ る 腸管 は 17 
の Benadryl の 作用 で し た 。 

図 V 

CA 精 列 Pr, Be, Li が 腸管 を 縮 する 
か に つい て 実施 し た 実験 で Pr, Be. Li それ ぞ れ 100 7 
の 作用 で 腸管 は 履 繕 し な か つた 。 
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その 精製 分 視 分 居 の 作用 及び 薬剤 の 影響 。 

感 作 方 法 

感 作 方 法 は 健康 な 体重 250g 前 後 の そ モル モッ ト に M. 
L.D. 30 mg/kg の 粗 5007 静 注 後 3 週 間 目 に 放 
死な し め て 得 た 腸管 及び 蛋白 分 は M.L.D. 
0.5 mg/kg を 同様 250g 前 後 の そ モルモット に 507 注 

VI 

粗 作 そ ル モ ッ ト 腸 管 に 対し CA. Be. Pr. 
分 が 除 感 作 し 得る か に つい て 行 つ と 実験 で C. A/, Be, 
Pr, 共に 除 感 作 し 得 た 。 


図 VII 
gv W 
CA100 CA1007 pri00? 
, 
At 
At 
Hi A 
100! 


Hi 
CA_ CA 
1000% 
005% 
AH W 
CA 1 
10003 
At 
wl| WW 
Be Ac 
1005 
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粗 感 作 を モル モッ ト 腸管 に 対す る C. A. Pr. 
Be. Hi. Ac 作用 後に 於 ける Atropin 処理 の 影 絡 に つい 
て 行 つ た 実験 で CA. Pr. Be. Ac に よる 腸管 の 政 縮 は 
Atropin で し た が Hi は し な か つた 。 
図 VIII 
粗 作 モルモット 腸管 に 対す る CA. Pr. 
Be. Hi Ac た に 於 ける Atropin 前 処置 の 影響 に つい て 行 
つた 実験 で CA. Pr. Hi は 腸管 し AC は し な 
か つた 。 
図 IX 
分 感 作 ル モ ッ ト 腸管 に 対す る Pr の 作用 
白 分 Benadryl 陽性 分 に つい て 行 つ た で Pr 


507 で し た 腸管 を 17 の Benadryl で ぜ し め 
図 x 
蛋白 凛 分 が 除 感 作 し 得る か に つい て 行 つ た 。 実験 で 除 
Pro AC tCA 
oi7 
AH10% 
Ww 
Pr 
503 
Pr 
50 
考案 並 に 総括 


1) 畑 抗 の に 於 て 2M.L.D. の 
貝 奏 を 中 和 し た こと は 第 2 表 に 示す 通り で ある が , 強力 
な る 抗 毒 素 血 消 の 製造 は 至難 と 思わ れる が , 抗 毒 素 原 性 
を 有する こと が 和 観察 さ れ た 。 
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2) と 豚 と は 沈降 性 及び 
Prausnitz-Ktustver 反応 陽性 で あぁ つて, この 素 の 間 
に 相関 的 Reagin を 有する 。 

3) 粗 遇 虫 毒 は アレ ルギー 様 作 用 を 有 し 又 除 感 作用 を 
有する 。 の 侵 と Histamin と は 同一 侵 
点 を 有する が Acethyl1 Cholline と は を に する 
も の と 思 老 され る 。 

4) 粗 アレ ルギー 様 作 用 は Benadry1 で 
され る 。 

5) 粗 割 精製 分 アレ ルギー 様 作用 を 有 し な 
い 。 

ゲン 性 を 有する 。 

白 , Benedikt 陽 作用 後 Atropin 0.01 
lce 添加 で Acethyi-Cholline と 同様 腸管 し た が , 
Histamin は 凶 緩 し な か つた 。 又 Atropin 前 処置 後 は 
粗 白 分 , Benedikt 陽性 分 は Histamin と 
同様 腸管 の 縮 を 行い 。 AcethyI-Cholline は 起 
さなか つた 。 

8) 白 感 作 そ ル モッ ト 腸管 に 対し 
分 の 作用 で 腸管 政 縮 し 除 感 作 し 得る の で 再度 アレ ル ゲ ン 
性 を 有する こと を 確認 し た 。 

本 研究 実施 に 際 し 終始 御 指導 衛 校 関 を 賜 つ た 東京 大 学 
伝染 研究 所 細谷 省 教授 に 感謝 する と 共に 同 研究 
間 博 士 並び に 予防 衛生 研究 所 血清 学部 石坂 公 成 先生 に 湊 
謝 す る 。 
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各種 駆虫 剤 に よ ょ る 多 虫 集 


虫 後 の 虫 体 


及び 卵 の 排出 ( 
2. 卵 排出 


小宮 義孝 佐藤 久 津 見 晴彦 


小島 邦子 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


横川 宗雄 佐野 基 美智 江 
国立 公 生 院 寄生 密 
永 井 隆 吉 
横浜 医科 大 学 皮膚 科 教 
( 否 和 29 年 3 月 10 日 受領 ) 


本 研究 の 第 一 報 に お いて , 現在 用 いら れ て いる 各種 鍋 
に より 集団 を 行 つ た 場合 の 々 体 排 
出 状況 は , 何れ の 薬剤 を 用 いた 場合 に も 服薬 後 5 日 間 排 
虫 総計 の 90 後 を 服薬 1 日後 ま で に 排 , の 
殆 ん ど を 2 日 後 ま で に 排 由 し 終 を , 3 日 後 4 日 後 ま で 排 
貝 の 有 選 延 する 例 も ある が その 例 数 は 僅か で 且つ 排 虫 数 も 
少く , 服薬 5 日 後 の 検査 に と だ お いて は 排 典 が 全く 見 られ な 
か つた と こ を 報告 し た 。 本 報 に お いて は 第 一 報 に お ける 
試験 に ひき 続き , か く 虫 体 排 出 が 概ね 終了 する と 思わ れ 
る 用 薬 5 日後 と , 1 週 後 , 2 週 後 , 3 週 後 , 一 部 4 週 後 
に お ける 排便 に つき , の 多 排出 状況 を 検査 し 
た 結果 を 報告 する 。 

現在 まで の 研究 と よる と アメ リカ ヅ ビ = 
の 毎日 の は * 一 定 内 に ある と れ て いる 
が , 妥 後に お いて , 関し て 永井 (1950, 


* 本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 及び 厚生 科学 研 
究 費 の 補助 に ょ つて 行わ れ た 。 


The general aspect of discharging hookworms 
and their ova after the administration of various 
anthelmintics. 2. The output of hookworrn ova. 
Yoskitaka Komiya, Sumiko Sato, Haruhiko Kutsu- 
mi, Kuniko Kojima : (Parasitology Division, 
National Institute of Health,Tokyo, Japan.) 
Maneo Yokogawa, Motohito Sano, Michie Kiha- 
ta: (Department of Parasitology, Institute of 
Public Health, Tokyo, Japan.) Ryukichi Nagai : 
(Department of Dermatology, Yokohama Univer- 
sity School of Medicin, Yokohama, Japan.) 


1951) が 報告 し て いる よう に , 多 虫 に お いて も, 使用 叉 
出 剤 が 残存 貝 体 の 産 由 能 に 影響 し て 一 時 的 な 産卵 量 の 変 
化 が 起 る 場合 , に 排 が 更に 延 し て 5 日 以後 に 行 
われ る 場合 等 の こと が あれ ば , 原虫 剤 服用 後 の 排 久 状 況 
が 時 間 的 に 変化 する こと が 考え られ る 。 Sweet (1924) 
は 四 塩 化 テ チレ ン の 種々 の 量 を 投与 し て 投与 の 翌日 か ら 
10 日 後 ま で の 排卵 状況 を Stoll 並び と Willis 渉 で 調べ 
て , 四 塩 化 チ レン の ビー= 産卵 能 に 及ぼす 影 響 は 
軽微 な も の で 且つ それ は 1 週間 以内 に 消え る と 云 つ て い 
が , その 資料 は な お 統計 的 な 検討 を 要する も の と 思わ 
れる 。 そ の 他 こ の 問題 に対する 検討 を 各 廊 虫 剤 に つい て 
素 統 的 に 行 つ た 研究 報告 を 未だ 見 な い 。 そこ で 私 た ちら 
は , 剤 効果 判定 方 式 関す る 研究 の 一 と し て , 
要 な 効果 判定 方 法 で ある 検便 を 行う の に 適当 
な 時 期 を 決め る 指針 を 得る た め 本 試験 を 行 つ た 。 

試験 対象 と 試験 方 法 

a) _ 試験 対象 前 息 に 報じ た 排 貝 状況 調査 を 行 つ た 対 
祭 に つい て , 排 由 検査 終了 後 ひ き 続 き 検 査 を 施行 し た 。 
な お 全 検 査 期間 中 継続 し て 便 提 出 を 行わ な か つた 者 並び 
に 検査 全 回 を 通じ て の 貝 卵 陰 性 者 は 成績 か ら 除 いた の で 
人 数 は 更に 減少 し て いる 。 被 検査 者 の 保有 躍 種 は , 廊 貝 
後 の 排出 種別 を 示し た に 見 られ る よう に , その 
大 部 分 は アメ リカ ヵ み 鍋 虫 ・ ゲ ビニ = 多 虫 の 混合 感染 例 と 思わ 
れる 。 

b) 原虫 剤 と 原虫 方 法 使用 薬剤 は 四 塩 化 テ チレ ン 
(テト レン ), アス カリ ドー ル ( 新 ネ マト ー ル , アス キ 
ス ), チモール , へ キシ ジ シール ・ レ ゾル シン (ホモ トニ = ニン ) 
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第 1 表 各種 駆虫 剤 に よる 駆虫 後 5 日 間 の 種類 別 排 虫 総計 (百分比 ) 


人 アメ リカ 


ビ 釣 ・ 不 計 


テ 15 471 (52.422) 424 (47.22%) 4 (0.4%) 899 
テ 6 116 (76.82¢) 35 (23.2%) 151 
19 145 (46.32%) 156 (49.822) 12 (3.9%) 313 
新 ネ マト ル 11 565 (99.822) 1 ( 0.2%) 566 
四 塩 化 テ チレ ン ・ テト レン ・ ア スキ ス 13 121 (57.32%) 90 (42.726) 人 3 211 


チ モ 一 ル 13 


333 (98.822) 


210 (99.522 


3 (0.92%) i (0.32) 337 
1(0.5% 211 


ヘ へ キシ ー ル ・ レ ジル シン ホモ トニ = ニン 12 


105 (96.32) 


4 (3.72%) 109 


で , 使用 量 並 びに 方 法 , 集団 由 方式 に つい て は 第 1 報 
に 詳 輝 し た 如く で ある 。 . 

c) 検査 方 法 直接 法 と 食塩 水 浮 法 を 用 い 
た 。 直接 抹 法 は 厚生 省 虫 検査 指針 の 直接 抹 の 
項 た 準拠 し て 行 つ た が 検査 枚数 だ け 増加 し て 毎回 18 x 
18mm ヵ カバ ー ダ ラス 6 枚 に つき 検査 し 一 枚 平均 虫 卵 数 
1~9 10~99 ( ) と し た 。 塩水 
は , を 約 2g 称 し て 水道 水 を 加 % て 乳状 に 
一 枚 の ガー ゼ で 後 1 回 遠心 沈 し (3000 回 転 2 分) 
上 捨て て 湾 に 飽和 食塩 水 を 加え 30 分 以上 静 置 し 
た 後 そ の を 24x18 mm ヵ カバ ー グ ラス 3 枚 に 取 つ 
て 標本 を 作り , 全 数 を 数 えて 1~9 ( 十 ), 10~99 
( 100499 ( ), 500 ( 掛 ) と し た 。 な お 本 法 に 
お いて は 貝 卵 数 が 多い 時 に は 特に 標本 の 第 1 枚 目 た におい 
て 厳密 な 計数 に 困難 を 来 し 概算 に 終っ た 例 も ある 。 

試験 成績 と その 考察 

各個 別 例 毎 の 検査 成績 を 使用 薬剤 別に 秦 2 に 示 し た 。 
表 各 例 各 期 の 左側 の 数 字 (D. S. は 直接 抹 に 
よる 6 枚 検査 の 虫 政 総 数 を 示し , 右側 の 数 字 (F. 欄 ) は 
飽和 食塩 水 に る 3 枚 検 査 の 虫 卵 総数 示す 。 

先ず 直接 に ょ る 検出 虫 卵 各 例 各 の 排卵 状 
況 を みて ゆく と , 何れ も 各 期 それ ぞ れ の 変動 を 示し て い 
る 。 先 に 閉 者 の 一 人 佐藤 (1953) は, 通常 の 検査 に 供 さ れ 
る 普通 便 の 1 回 排 内 の 多 卵 は * 無 作為 的 な 分 
布 を な し , その 一 定量 中 の 貝 卵 分 布 は ポア ッ ン 型 分 布 で 
近似 され る こと を 報告 じ た が , 今 各 期 検出 虫 卵 数 に つい 
て , それ ぞ れ ポア マッ ン 人 分布 を な す 同 一 母 集 団 か ら 抽 出さ 
れ た と 見 候 る か どう か 検定 し て みる と , 表 中 


数 平均 値 (D. S. 拉 ) た 池 印 を 附 し て 示し た ょ うぅ に 母 集団 
の 均一 性 が 可 定 され た 例 は 本 試験 の 全 37 例 中 7 例 あ つ 
た 。 い まる もし 各 期 の 多 虫 産卵 量 が 厳密 に 一 定 し て いる と 
し て を も, 毎日 の 排便 量 に 変動 が あれ ば 各 期 の 避 単 位 量 内 


出現 その 各々 の 母 平均 に お いて も 当然 変動 を 


すべ く , 即ち 各 期 の 床 単 位 量 内 出現 虫 卵 数 は それ ぞ れ そ 
の 母 集 団 を 異 に する 箸 で ある 。 従 つて 各 期 の 出現 貝 卵 数 
の 分 散 は 過大 と な る が , さら に 今回 の 試験 に お ける よう 
に 疹 抹 の 際 の 採 便 量 を 厳密 に 規定 せ ず 検査 者 の 目 分 量 で 
採 便 を 行 つ た ょ うな 場合 に は , 検査 者 が 熟練 し て いる 場 
合 で も 採 便 量 に 相当 の ふれ が 予想 され る か ら , 各 期 の 検 
は か な り 大 きい 変動 を 示す ある 。 い ま 本 試 
験 で 母 集団 の 均一 性 が 向 定 され た 7 例 の 各々 に つい て み 
る と , 各 期 に お ける 検出 虫 卵 数 各々 の 間 の 変動 は , それ ぞ 
れ の 貝 牙 数 に つい て その 母 平均 を 老 え た 場合 , 排便 量 , 採 
便 量 の ふれ か ら 当 然 予 想 さ れる 変動 の 範囲 内 に 入る と 考 
えら れる も の で 各 期 の 産卵 量 が 異 る こと に 基く 変動 と は 
云い 得 な い 。 既 ち 変 動 の 閉 し く 見 える 例 10 に つい て みて 
も , 各 期 を 通じ て の 最低 値 で ある 1 週 後 と お ける 検出 弄 
卵 数 1 か ら 推 定 さ れる 母 集 団 平 均 値 の 最大 値 は m=6.4 
で あり 各 期 を 通じ て の 最高 値 5 日 後に おけ る 検出 虫 卵 
数 20 か ら 推 定 さ れる 母 集団 平均 値 の 最小 値 は m=12.1 
(危険 は それ ぞ れ 1 で * 1:2 の 関係 で あり , 
一 人 で の 毎日 の 排便 量 の ふれ の 中 に すでに 入る 変動 で あ 
る 。 従 つ て 5 日 後 と 1 週 後 と 産卵 量 が ちがう と は 又 い 得 
な い 。 な お 母 集団 の 均一 性 を 向 定 で き な か つた その 他 の 
30 例 に つい て は , 産卵 量 及び 排便 量 , 採 便 量 の 各 期 に お 
ける ふれ が 実際 に な か つた と も 考え られ る が , 表 に み ら 
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名 5 後 1 後 2 3 後 4 週 後 
26 4 31 6.2 58.8* 
21 0 55 4 26 0 0 1.8 20.6* 
チ 11 0 0 6 0 
6 45 >500 56 448 14 282 7 333 46.5** 
7 34 >1000 33 7%04 22 >1200 15 >1000 46 >1100 30.0** 
7 0 160 26 >500 9 468 8.2** 
10 20 565 2 10 16 7.2** 70.4 
え ーー 4 440 6 >600 5 >500 9 468 5.2 
ええ 12 5 >500 2 4 3 2 50 3.2 
60 0 1 2 5 0.4 19.8** 
2 1 55 3 84 1.8 55.2%% 
8 0 50 31 1.3 23.5** 
91 0 52. i 35 1.8 46.0** 
0 0 1 0 0.3 
ァ 7 四 マルレ 28 1 1 0 it 0 0 13 0.3 
ス 塩 
v 25 57 5 97 3.5 143.5** 
ドレ 2 82 0 50 2 59 1.5 52.0%% 
0 3 0 9 1.5 
0 5 37 0 48 0 104 0 22 0.3 52.8** 
29 44 0 5 0 9 0.3 36.0*« 
を 0 0 6 0.3 
32 0 14 1 3 0.3 
33 0 0 1 0 10 0.3 2.8** 
70 0 3 18 0.8 45.0** 
3 0 3 0.5 1.8 
1 873 0.3 
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れる ょ よう に 検出 虫 流 数 平均 が 比較 的 少 い 例 が 多い の で , 
これ ら は を も と を も と の 多 虫 感染 量 が 比較 的 少く て た め に 
内 貝 卵 出現 確率 が 非常 に 小さ く , 従 つ て 変動 を も た ら 3 
種々 の 要因 の 動き が 比較 的 軽度 で あれ ば , 各 期 の 出現 由 
卵 数 変動 が 現象 的 に 顕著 で な く か く 母 集団 の 均一 覆 を 否 
定 で き な い 結果 に な つた と 考え る 方 が むし ろ 刻 当 と も 思 
われ る 。 

次 食塩 水 法 に ょ る 成績 は , 今回 と つた 方法 
で は , 表 3 に 示し た 如く , 直接 塗 抹 法 で 検出 で き な か つ 
た 例 が , 今回 の 方 法 で は 何れ か の 方 法 で 釣 虫 卵 が 証明 さ 
れ た 394 例 中 23 例 (5.8 22) に お いて あり , 操作 の 途 


第 3 表 と 法 の 陽 比較 


浮 法 + せ 計 
22 23(5.822) 
+ 55 41 0 96 
44 100 0 144 
6 71 3 80 
0 49 51 


中 に お ける 貝 九 損失 量 及 びそ の 変動 が か な り 大 きい こと 
が 考え られ る の で , 表 中 凌 印 を 附 し て 示し た よう に 直 
に ょ る 成績 で 集団 の 均一 性 を 定 で き な か つ 
た 例 で も 均一 と 見 任せ な い 場 合 が 多 か つ た が , その 変動 
は , 排便 量 ・ 採 便 量 の 変動 に 加 うぅ うる に 本 法 の 控 作 上 に お 
ける 量 の 変動 に よる 検出 れ の 中 に 入 
る も の で は な いか と 考え られ , 本 法 に よ ょ つて も 各 期 虫 卵 
数 の 変動 を 直ちに 各 期 産 米 量 の 変動 に 基く も の と な し 得 
な い 。 
論 議 

以上 の 成績 に と より , 直接 抹 法 びに 飽和 食塩 
法 に ょ る 今回 の 検査 で は , 何れ の 薬剤 を 使用 し た 場合 に 
も 慰 貝 剤 妥 用 5 日後 , 1 週 後 , 2 週 後 , 3 週 後 , 一 部 4 
週 後 まで 検査 し た 例 に お いそ も 各 期 の 検出 卵 各 
産 徹 量 の 変化 を 思わ せる 有意 な 差 を 見 出し 得 な いこ と が 
わか つた 。 

この こと は 勿論 各 期 の 産卵 量 が 一 定 し て いる と いう こ 
と と 同 義 で は な い が , 各 期 検出 虫 卵 数 の 変動 の 範囲 が 今 
同 の 産 路 量 検査 上 た に お ける 実際 の 種々 の 制約 に も 関 ら ず 
か な り せ まい こと か ら , 各 期 産卵 量 の 変化 は た と え を それ 
が 存在 する と し て も それ 程 顕 閉 な も の で な く て , 現在 ま 
で の 研究 成績 で 厩 虫 薬 等 の 影響 の な い 日 常 で も 産 彼 量 の 
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日々 変動 が 示さ れ て いる の で , その 範囲 内 た 入る 程 諾 の 
変化 で は な いか と る も 考え られ る 。 但 し この 問題 は , さら 
に より 厳 密 な 貝 卵 定量 法 に ょ つて 将来 確か め あら れる べき 
こと で は ある 。 今回 の 成績 か ら は , 今回 用 いた よう な 検 
査 方 法 に ょ る 場合 に は , 貝 卵 検出 度 の 上 か ら は , 後 検便 
を 原虫 5 日 後 , 1 週 後 , 2 週 後 , 3 週 後 , 4 週 後 の 各 期 
の 中 特定 の 時 期 に 行う 意義 を 見 出し 得 な いと 蓋 える の みみ 
で ある 。 
括 
アメ リカ 及び ヅダ ビ = を 保有 する 対象 に つい 
て , 各種 銘 虫 除 剤 投与 5 日 後 , 1 週 後 , 2 週 後 , 3 週 
後 , 一 部 4 週 後 と お ける 排出 状況 を 直接 抹 並 
びに 食 浮 用 いて 調べ た と ころ , 各 検出 
虫 卵 猿 に 各 期 産卵 ® 量 の 変化 に 基く と な し 得る 有意 な 差 を 
見 出し 得 な か つた 。 
即ち 今回 の よう な 検査 法 に ょ る 場合 に は , 治療 効果 を 
みる た め の 叉 虫 後 採 便 は , 上 記 の 各 期 の 中 任意 の 時 期 に 
行 つ て 差 支 えな いも の の よう ぅ で ある 。 
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る 吸虫 類 の 研究 (第 2 報 ) 


医学 画 岡本 病院 
(昭和 29 年 3 月 12 日 受領) 


第 2 編 「 モ ノア ラガ イ 」 に 寄生 する 
B 竹 「 セ ルカ リア 」 に 就 て 


第 ! 章 「 モ ノア ラガ イ 」 及 びそ の 探 集 地 

昭和 13 年 7 月 上 旬 , 咽 館 近郊 茂 辺 地 に 於 て , 茂 辺 地 
沿う 一 小 多数 の 「 モ ノア ラガ イ 」 の 

を 見 付け , 検索 に 依り A, B2 種 の 「 セ ルカ リア 」' の 

「 モ ノア ラガ イ 」 は 分 類 上 Lymna- 
ea (Radix) japonica Jay で あぁ つて 東京 理大 依 
り 同 定 を 受け た 。 

集 は 茂 辺 地 川 に ぅ 池沼 で , 辺 地 を 距 る 約 

る 湿地 で , 他 は 路側 の 小潮 連結 す 形 の 小沼 で 
あぁ る 。 水深 60 cm で 踏め ば 30 cm 内 外 
埋没 する 。 の 他 の 雑草 が 平常 水 は 
むる も る, に 際 し て は する 。 

第 2 章 「 モ ノア ラガ イ 」 に 寄生 する 「 セ ルカ リア 」 

の 種別 と 其 の 寄生 舌 況 

私 は 上 記 の 「『「 そ ノア ラガ イ 」 を 検索 し て , 沈 に A, B 

は せ ず , 尾 は 比較 的 長く , 休部 を 
方 に 進み , 尾 は に 振る 様 に 左右 に 振り 動か 
し つっ ew B 種 は 頭 来 を 有 し 剣 状 に し て 前 進 す る 毎 
に 頭 を 前 後に し つ ゝ 。 大 さ は A より 少し く 小 
形 で つて, 尾 は 比較 的 短く つく , 前 を 曳き 
づる 傾向 を 認 む 。 腹 吸 相似 た る 大 さ を 
し , 後方 に や 逆 三 角形 の 腕 を 有 し , 排 
光 性 球状 体 の 包 有 を 認め ず 。A 種 の 如 か ら ず 。 A, B 二 
種 の 「 セ ルカ リア 」 の 「 そ ノア ラガ イ 」 に 於 ける 寄生 状 
況 は その 頻度 は , 私 の 検索 で は A B 種 15 
無 寄生 は 20 2 内外 で あつ た が , 上 記 の 容 生 率 と , 同時 

< と A, B 二 種 を 同一 採集 地 に 発見 し た 事 に 就 て の 考察 に 
後日 の 研究 に つ 処 な り 。 


Fuhimi Okamoto: Experimental Studies for 
Trematodes in the South of Hokkaido, No. 2. 
(Okamoto Hospital, Hakodate, Japan.) 
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第 3 意 B 種 「 セ ルカ リア 」 及 び 「 レ ヂ ア 」 に 就 て 

『「 そ ノア ラガ イ 」 の 肝臓 内 に 発育 する BB 種 の レデ ア ( え 
ポロ テスト), は 生 褐色 を 帯び , 細長 き 体 に し 
て 大 小 が ある 。 殊 に その 幅 径 は 一 様 で な い 。 長径 1.100 
ー~1.567 幅 径 0.249~0.367 ある 。 た に は 成 
部 「 セ ルカ リア 」 に 発育 する 迄 の 種々 な る 階 程 の 多数 の 
若 び 成 「 セ ルカ リア 」 し て 居る 。 「 セ 
ルカ リア 」 の 1 レデ ア 内 に 見 出さ れる は 常 数 あ 
る が 成就 に 至ら な いで も 運動 活 普 な る も の を 合 す る と 数 
拾 箇 の 多数 を 算 う る も の も ある 

B 種 「 セ ルカ リア 」 の 構造 

成熟 「 セ ルカ リア 」 は 似 て , 体 は * な 
る 長 で , その 端 に は , 体 に 深く 陥 入 する 
尾部 が ある 。 そ の 色 代 に 淡 灰 白色 で , 活発 な る 運動 性 を 
有 す 。 大 さ は 全長 (平均 ) 0.376 魏 , 体 部 は 前 敵 狭 小 で 
後 豊 で ある 。 大 さ ( 平 均 ) 長径 0.227 幅 0.114 
ある 。 体長 に は 鱗片 状 の 微細 な る あつ て , 体 

の 前 端 部 に 密生 する 。 尾 部 は 体 部 後 端 に 深く 陥 入 接続 し 
(平均 ) 0.150 0.035 ある 。 

頭 吸盤 の 背面 下 中 央 部 に の 光 ある 一 本 
の 失 鋭 な る 頭 隷 が 存在 し , 「 セ ルカ リア 」 の 前 進 運 動 時 
の 体 伸展 , 縮 運動 に 伴い , 並 に 後退 する 。 大 
き 長 径 0.028 最高 幅 径 0.005 す 。 

吸盤 種 「 セ ルカ リア 」 に は 及び 腹 吸盤 を 
に 認 む 。 吸 腹 吸 より も 大 きく , 体 の 前 
腹面 に 開口 す 。 大 さ ( 平 均 ) 終 0.055 幅 0.057 
で , 発 た 構造 より 成り 球形 を な す 。 腹 
は 体 の 略 * 中 央 に 位 し 球形 で あぁ る 。 大 さ (平均 ) 終 径 
0.049 幅 径 0.043 ある 。 

腺 細 胞 腹 吸 の 前 部 で 左右 数 箇 刺 
の 集合 が あり , 此 等 細胞 より 導管 を 発し 両側 共に 蛇行 し 
て の 両側 を 上 行 し , 両 に 配 
。 

消化 。 消化 に は 日 , 前 , , 及び 
食道 , 腸 脚 か ら 成 る 。 腸 は 腹 吸 下 借 越え て 


) 
に 
\ 
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幅 径 幅 径 長径 幅 


球 均 0.376 0.227 0.114 0.150 0.035 


0.042 0.056 0.042 0.042 0.032 0.005 
0.042 0.056 0.039 0.042 0.032 0.005 
0.042 0.056 0.042 0.039 0.022 0.005 
0.042 0.057 0.041 0.042 0.029 0.005 


端 に 終る 。 
排 腹 吸 の 後 と 尾根 部 と の 間 に 介 在 し , V 
形 乃至 Y 字 形 を な し , 内 容 は 空 上 蝶 で ある 。 
第 4 B 種 「 セ ルカ リア 」 の 発育 に て 
B 種 「 セ ルカ リア 」 は 第 二 中 間 宿 主として 如何 な る 動 
物 に 侵 生 し て , 被 (Encystierte Larve(Me._ 
tacercaria) に 発育 する も の な る や を 確定 する 為 め に , 
実験 を 繰り 返 え し , 第 二 中 間 宿 主 を 確認 する こと が 出来 
た 。 
第 1 項 種 「 セ ルカ リア 」 水棲 小動物 共 
昭和 13 年 10 月 25 日 , 喚 館 市 外 湯 2 川村 滝 7 沢 在 の 
= ジ 養殖 池 ょ より 採集 せる 次 記 水 小動物 に 就き 10 
月 26 日 共 験 施行 す 。 
1) Cyclops leuckartii Sars,. キク ロッ プス 。 
2) Asellus aquaticus (Linnaeus) ミ ヅ ジ の 。 
3) Ephemera。 カゲ の 幼虫 。 
等 の 小動物 を 小 「『 ビ ー ヵ ー」 内 に B 種 「 セ ルカ リア 」 
と 共 実験 を な し , 水棲 小動物 に 被 如何 を 検索 し 
た る に , 8 時 間 経 過 に 於 て , 「 ヵ ゲロ ッ 」 幼 虫 で は 包 禁 
形成 初期 の 状態 た 発育 する の を 認め 得 た 。 即ち カゲ ロッ ウツ 
の 幼虫 の 体 表 に 集落 し , 蘭 次 体内 に 侵入 する の を 鏡 下 に 
認め , 尾 は 侵入 時 に 脱落 し , 頭 来 は 侵入 門 を 容 つ 武器 に 
想定 する 。 く て ヵ ゲ の の 体内 た 侵入 し た 後 , 
適 求め て 被 成 を 営む 。 成 の 初期 た に て は 
内 の 「 セ ルカ リア 」 は 未だ 頭 唱 の 背面 に 附 
し て 居る が , 成就 被 幼虫 で は 頭 脱落 し て , に 
遊離 する を 認 む 。 一 の カゲ ッ の 虫 に て , 包 箇 
を 算 し 得 た 。 8 時間 の 実験 に 於 ける 平均 寄生 数 は ヵ ゲ ャ 
ツ の 幼 貝 一 尾 に 3, 4 弱 で あつ た 。 
第 2 殴 昭和 13 年 10 月 31 日 小 帳 ( え メカ x ェ ビ ) と の 
共 実験 
市 幡 宮下 (俗称 伊 池 ) より 採取 せる 小 
上 (メカ ェ エビ) Xiphocardina compressa (de Haan) 
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と 種 セル カリ ア 」 と 共 実験 し た 。 実験 前 何等 の 
貝類 の 被 國 幼虫 の 寄生 な き を 認め た る は 勿論 で ある 。 実 
験 結果 48 時 間 経過 に 於 て , ヌメ ヵ ェ エビ の 体内 及び 脚 肢 内 
に 多数 「 セ ル ヵ リア 」 が 侵入 し て , 被 相 形 成 を 認め た 。 
「 メ タ セ ルカ リア 」 は 未だ 幼虫 で あつ て , 虫 体 は 少し 混 
る も , 活 に 運動 し て 附 す 。 率 は 一 尾 
平均 10.2 箇 を し た 。 その 大 平均 ( 0.189 
短 0.128 日 吸盤 , 腹 吸盤 は 整然 と し た 形態 で 
あつ た 。 吸盤 の に 附 着 し て 居 て , 光 る 
を 明 視 する を 得 た 。 長 さ 0.036 幅 0.005 あ 
つた 。 排 Y 字形 の 抜い た 形状 で 僅 色 を 帯び 
内 に 粒 を 存 し た 。 大 さ 0.042 幅 径 0.097 を 


計測 し た 。 然 れ ど も この 共 午 実験 は 飼育 上 の 不備 に 因り 


数 日 を 出 で ず し て , メカ エビ が 死 せ る 為 め 成就 被 幼 虫 
こ 発育 する を 確 め る 事 が 出来 な か つた 。 後日 の 追試 に 供 
つも ゃ の で ある 。 

第 3 項 昭和 13 年 10 月 31 日, 前 記 メ カエ ェ エビ 挿 紅 の 
池 か ら 同 時 に 採集 し た 左記 水 楼 昆 虫 の 功 虫 と BB 種 「 セ ル 
リ ア 」 と の 共 は 

a) Ranatra chinensis Mayer.。 ミ ヅカ マキ リ 

b) Orthetrum japonicum Uhler,. ムギ ワラ トン ボ 

の 

c) Agrionidae sp. ヵ カワ トンボ の 

d) Anax parthenope. ヤ (タイ コム シ ) 

之 等 水棲 昆虫 は 実験 前 何れ も 吸虫 類 被 幼 虫 の 寄生 な 
き を 確 め た 。 

実験 結果 は 二 日 経過 に 於 て , BB 種 「 セ ルカ rz リア 」 は 上 
記 4 種 の 水棲 昆虫 の 幼虫 体内 に 能 く 侵入 し て 被 細 を 形成 
する を 認め た 。 殊 に と トンボ の 幼虫 は 最も 多数 の 幼 若 被 杏 
幼虫 を 寄生 する を 確認 し た 。 人 附 記 本 実験 た に 於 て 同時 に 行 
つた 次 の 二 種 動物 は 陰性 で あぁ つた 。 

a) Pseudorasbora parva (Temminck & Schlegel.) 

モッ 
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長径 径 幅 長径 幅 
1 0.363 0.209 0.110 0.154 0.033 
5 0.341 0.220 0.110 0.121 0.033 
10 0.385 0.231 0.099 0.154 0.039 
1 


昭和 29 年 9 月 


b) Notonecta triguttata Motshulsky. マツ ッ モ ムシ 
第 4 項 茂 辺 地産 「 そ ノア ラガ イ 」(BB 種 「 セ ェ ル カリ 
私 は 更に 為 念 , 辺 地 産 「 そ モノ アラ ガイ 」 の 十 
左記 水 楼 昆 虫 と を 共 楼 せしめ て A, B 二 種 「 セ ルカ リア 」 
共 状態 た 於 て 共 拓 験 を 数 度 繰 返 え し た 。 即ち 種 
「 セ ルカ リア 」 が 自然 的 に 選択 的 に 水 の 
体内 た 侵入 し て , 被 形 成 を な し 成就 する や 否や を 確 め 
ん が 為 め で ある 。 

共 験 た 使用 し た 水 昆虫 の 幼虫 は , 和信 幡 宮下 
の 池 よ ょ より その 都度 捕 た も の で , 吸虫 類 被 虫 無 寄 
生 の も の で ある 。 昭和 13 年 10 月 31 日 以後 同年 11 月 20 
日 迄 の 聞 数 度 の 実験 を 繰返し た 。 

共 実験 使用 水 名 は も の で ある 。 

1. ヵ ゲ ロウ ツ の 
2. ミ ヅ カマキリ 
4. ムギ ワラ トン ボ の 幼虫 
5 カワ トン ボ の 幼虫 

8。 モップ 

結果 は 6, 8 を 除く 他 は 何れ も 陽性 で あぁ つ た 。 但し ヌメ 
カエ ビ 外 一 , 二 の も の は 飼養 上 の 不備 に 因り , 成熟 被 
幼虫 に 迄 発育 する の を 確 め る 事 が 出来 な か つた 。 そ モッ ゴ ご 
に は 稀 に 被 思 形 成 を 認め た る も , その 形態 は B 種 と 異 り 
絆 内 に 頭 団 の 脱落 せる も の を 見 な いも の で あつ た 。 

B 種 被 虫 は 幼虫 な る 時 期 に は , 未だ 脱落 せ 
ず , 日 背面 に し , 体 部 僅 に 混濁 し 活 に 運動 
する も , 日 を 経る に 従い , 体 部 は 透明 に 傾き , 運動 は 微 
か と な り , 排 黒色 を 帯 ぶ る 様 に な る 。6~7 日 後 
に は 上 成 熟 の 時 期 に 達し , 運動 は 条 に 且つ 微か に し て 不 活 


た に 近 き 形 を , 色 を 帯び を 混在 する 。 く 


し て 77 日 以上 経過 する も の は 感染 力 を 有する も の と す 。 
被 幼 虫 の 寄 生 状 態 は ヤマ 及 び 其 他 の トン ボ の 幼虫 に 
多く , カゲ の 幼虫 , メカ エビ は ぎ , ミゾ カマ 
キリ は 移 ょ 劣る 様 に 思考 する 。 被 の 大 さ は 和 宿主 の 種類 
に 依り て , その 発育 に 大 小 が あり , カゲ ロッ の 幼虫 に 於 

ける も の は , 稽 ょ 小さ い 様 に 想わ れ た 。 
第 5 項 「 そ モノ アラ ガイ 」 池 の 小動物 に す 
る B 虫 の 検索 (昭和 13 年 10 月 30 日 の 
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実験 

そ ノア ラガ イィ 」 池 ょ り 水 動物 を 捕 て , B 
種 被 虫 の 寄生 如何 を 精査 し た 。 

1) ミツ カマ キリ 

鎌 状 前 脚 基部 の 肉質 内 , 其他 , 腹部 内 等 と て 
種 被 虫 の 寄生 を 認め た 。 被 虫 は その 発育 既に 
成就 期 に 達し , 鍵 頭 脱落 し て , に 遊離 す 。 

2) ヤゴ (タイ コム シ ) 

ャ ござ の 側 脚 , 体 自 , 殊 に 尾部 に 近く , 肉質 内 , 内 臓 内 
に 多数 の B 種 被 虫 を 認め た 。 鍵 頭 に 脱落 
し , 成就 せる を 認め た 。 

3) ヵ ゲ ロウ ツ の 

前 記 ヤ ざ に 於 ける 寄生 状態 よ り は 劣る も , 大 体 同様 の 
寄生 を 認め , その 率 は 1 尾平 均 0.7 箇 で あぁ つた 。 

4) Gyrinus curtus Motschulsky. ミツ マス マシ 
Gyrinus japonicus Scharp. ヒメ ミ ヅ ダス マシ 
Cybister japonicus Scharp. ゲン ツ 
Hydrophilus acuminatus Motschulsky. ガ が ムシ 
Notonecta tigruttata Motschulsky. マタ マタ モ ム シ 

上 記 の 昆虫 の 検索 の 結果 は , ガム シ の 外 は 陰性 で ぁ つ 
た 。 ガム シ の 一 に は 部 肉質 内 に 3 箇 の B 種 被 
を 認め た 。 

5) タ ガ メ Kirkaldiadeyrollii Vuillefroy. 昭和 14 年 
7 月 16 日 辺 地産 「 モノ アラ ガイ 」 の 集 タ ガ 
メ ぇ の 検索 で は その 貝 体内 殊 に 前 脚 肢 肉 質 内 に 多数 の B 種 
被 虫 の 寄生 を 確認 し た 。 て 7 月 28 日 タ ガ メ を 
肖 食 し , 9 月 12 日 撲殺 見 , その 小腸 に 成 虫 に 
発育 寄生 する を 確認 し た 。 

以上 の 実験 に 依り て BB 種 「 セ ルカ リア 」 は 実験 的 に 自 
然 的 た 前 記 水 棲 尾 虫 及び その 幼虫 , 並 に 水棲 小動物 に 侵 
入 し て , 甚だ 能 く 寄生 被 紅 す る も の で ある 。 カ ゲ ョ ロッツ の 
幼虫 の , 数 時 間 で 既に 被 成 を 認め た 。 て 
種 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 と し て 左 の 数 種 を 記載 する 。 


実験 的 自然 感染 
1) ゲ ロッ の 同 上 


4) ムギ ワラ トン ボ 
5) カワ ラ ト ン ボ の 


7) が 
8) ガメ 


自然 感染 状態 に 於 ける 第 二 中 間 宿 主体 内 の B 種 被 幼 
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虫 の 大 さ は , 各 和 宿主 を 異 に する に 従 つ て , その 発育 に 大 
小 を 認め , 日 , 腹 吸 等 に て も , 同様 張り 大 
小 を 認め た 。 索 より 夫々 「 セ ルカ リア 」 人 箇 体 に 於 て , 多 
少 の 征 揺 は 免れ 難い が , 叉 一 方 宿主 体内 に 侵入 せる 「 セ 
リア 」 の 発育 環境 の 相 其他 に る 処 も ある と 
われ る 。 


本 種 成 被 は , 第 二 中 間 宿 に 於 て , を 


帯 組織 に せら れ , その 内 に 正 円 形 の 包 
と し て 存 す 。 大 さ (平均 ) 径 0.142 幅 径 0.135 
で , 英 子 欄 無色 で ある 。 さ 約 0.004 


we 


ある 。 の は 長 軸 平行 し , ち つ 居 す る も , 基 
者 は 緩徐 な る 名 転 運動 を な す 。 体 表 に は 前 体 部 に 於 て 第 
細 な る 皮下 密生 す 。 

ロビ 吸盤 。 体 の 前 痢 面 に , 球状 の 中 吸盤 を 認 む 。 大 
さ 平 均 終 0.050 幅 径 0.062 ある 。 

よ り 小形 で 体 の 中 央 部 で 排 前 
位 し , 前 圧 平 せ られ , 大 平均 0.040 
幅 径 0.045 で ある 。 

前 は の 直下 部 に 在り て 短く , 直 に 
に 接続 す 。 そ の 大 平均 終 0.021 幅 0.025 
ある 。 

食道 は 極め て 短く 腹 吸 前 て , 堪 右 の 腹 管 

( ) に 分 す 。 腸 管 は 多少 総 れ , 未 端 は 
し , 排 両側 に 沿 つ て 下降 し に 終る 。 

腹 以下 の 体 部 を 領 し 。 太 形 V 形 と 
形 と の 中 間 形 を 呈 し , 暗黒 色 で ある 。 大 さ (平均 ) 縦 第 
0.044 幅 径 0.089 で ある 。 


< 
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成就 被 に 於 て は , 発生 部 位 に 現在 する も 
の く , 既に に 脱落 放 する を 認 む 。 大 き 長 0.030 
幅 径 0.005 ある 。「 セ ルカ リア 」 の 被 成 後 
間 も な き も の は , その 包 形 或 は 不正 で 
は 毅 に 有 し , 体 は 混 て 各部 の 分 
化 発 未だ 充分 で は な い が , 7 日 前 後に 至れ ば , 排 


内 に は 光 性 強 き 粗大 を , の 物質 
を 充満 に る に 至る 。 

陰 記 「 そ ノア ラガ イィ イ 」 を 第 一 中 聞 宿 主として 発育 する 
B 種 「 セ ルカ リア 」 が 自然 の 状態 に 於 て 更に 同人 巻 具 自体 
を 第 二 中 間 宿 主 と し て 被 襲 形成 を 行う や 杏 や に 就 て は , 
私 の 検索 に 於 て , 自然 棲息 池 ょ り 採 集 後 間 も 無 き 「 そ ノ 
テア ラガ イ 」 に は , その 「 レ デア 」 内 , そ クア ラガ 
ィ 」 の 体内 た 之 を 認 む る 事 が 出来 な か つた が , 其 後 3 適 
間 ( 了 昭和 13 年 11 月 13 日 より 同年 12 月 3 日 迄 ) 実験 宣 
内 に 飼育 せる 「 モ そ モノ アラ ガイ 」 に 於 て , B 種 「 セ ルカ リア 」 
が 同時 た に その 「 レ デア 」 内 , 乃至 「 そ モノ アラ ガイ 」 の 体 
肉 内 に 少数 の 成就 被 発育 する も の ある を 確認 す 
る 事 が 出来 た 。 

第 6 章 B 種 メ タ セ ルカ リア 」 を モ ル モ ッ 

ト に 与 食 し た る 実験 結果 

自然 感染 の 第 二 中 間 宿 主 の 被 を 白 , モル 
ッ ト に 与 食 感染 実験 を 行い た る に , 激 回 の 反 竹 実験 の 
結果 , B 種 成 虫 を 得 て , 種 吸 の 発育 を 及 す る 
誤 が 出来 た 。 供 試 動物 は 何れ も 実験 前 , 吸虫 類 の 寄生 無 
き を 確 め た る も の で ある 。 和 験 成績 は 下記 の 如 し 。 

B 種 被 幼 虫 の 動物 試食 実験 に 因 る 発育 状況 は 際 表 第 
4 記載 する 如く , 試食 後 14 時 間 経 た 号 ) 


表 B 種 の 大 き び 種 と の 


岡 か げ ろ 53 0.193 0.133 0.058 0.068 
み づ か まき 0.148 0.142 0.050 0.065 


0.022 0.025 
0.021 0.027 


0.030 0.005 
不 


0.041 0.078 
0.046 0.096 


06.044 0.044 
0.042 0.047 


4 や ど 0.140 0.131 0.043 0.058 0.019 0.024 0.034 0.045 0.045 0.092 0.034 0.004 
〒 均 0.142 0.135 0.050 0.062 0.021 0.025 0.040 0.045 0.044 0.089 0.032 0.005 

浅 も ぎわ ら と ん ば 0.153 0.128 0.056 0.089 —ー  — 0.043 0.040 0.043 0.080 

田 か ろ 3 9.1350.125 0.055 0.041 — 0.041 0.040 0.062 

えも の あら が い 0.170 0.160 0.060 0.061 0.027 0.028 0.056 0.058 0.080 0.072 類 円 形 


川 ぬか えび ( 小 ) 0.180 0.175 0.0i3 0.064 


0.029 0.030 


0.058 0.060 0*085 0.385 乃至 倒 三 角形 


(30 ) 


: 
E 
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第 3 表 B 種 幼虫 試食 実験 成績 
回 数 動物 種別 番号 。 試験 量 試食 月 日 検索 月 日 経過 日 時 成績 備 考 
白 ゃ ど 昭和 13.11.2. 昭和 13.11.3. 14 st. 急性 腸炎 
モル モ 多数 の 成虫 内 
や ゃ や ど 1 11.5. 6. 24 st. 部 に 存 す 委 腸炎 
み づ か ま き 下 
2 み づ か まき | 補 部 に 相当 
モル モ 部 に 多数 
の 小腸 内 に 寄生 し て 居 た 吸 は 形状 小判 で , 内 部 
第 4 表 B 種 吸虫 の 発育 状況 
の 発育 は 完全 で あつ て , に 
の 前 方 に , 題 粒 状 細胞 群 の 散在 する の を 認 む 。 日 吸盤 は 経過 時 
形 で , 前 咽頭 に 連 り , 更に 短い 食道 を 経て , 


ん ど 直 角 に 人 し て , 左右 の 腸管 に 移行 し , 排 後 
に 近く に 終る を 認 む る も , 未だ , 卵巣 等 の 発 
現 を 認め ず 。 

試食 後 24 時 間 経過 の 生 吸 排 Y 形 
に 近似 し 太 形 で あぁ る 。 生 殖 原 基 は 分 裂 進 行 し て 崇 丸 , 卵 
, 陰茎 初期 と 想わ れる も の を する 。 

試食 後 64 時 間 経 過 の 寄 生 幼 若 吸虫 は , 既に 消化 管 は 体 
部 の 後 端 に 近く 延長 し て , 排 両側 と 位 し 。 排 
は Y 形 の 太 形 を す 。 生 殖 器 は * 発育 し て , 前 後 
丸 , 卵巣 , 形状 整い , 加 う る に 子宮 を 
係 跡 状 管 状 様 物 を 認 む る が 未だ 卵 を 見 な い 。 

試食 後 7.5 日 間 経 過 の 「 そ ル そ モット 」(3 号 ) の 小腸 に 
寄生 する BB 種 吸虫 は 成 吸虫 の 形態 を 整え, 子宮 内 に は 黄 
褐色 の 貝 卵 を 多数 に 蔵 し , 既に 宿主 の 奏 便 内 に 排 九 す る 
の を 認め た 。 昭和 14 年 度 の 感染 実験 た 得 た 
る 寄生 吸虫 も 前 そ モルモット 」 に 於 ける と 同様 に, 
吸虫 に 発育 し て 居 た の を 認め た 。 

第 7 章 B 種 成 吸 虫 の 形態 及び 構造 並 に 其 卵 子 
試食 後 7.5 日 間 を 経過 し た モル モッ ト (3 号 ) の 小腸 内 
に 於 ける 寄生 成 吸虫 に 就 て 観察 する に , 其 の 形状 は 背 腹 
に 選 な る 長 で あぁ つ て , 生体 で は 灰 色 を , 
央 部 に 黄 褐 色 を 帯 ぶ る 塊状 部 を 認め , その 多く は 小腸 粘 


( 31 ) 


体 0.192 0.266 0.418 0.759 2.634 
\ 幅 径 0.119 0.144 0.198 0.242 0.779 


0.059 6.071 0.092 0.111 0.242 
幅 径 0.063 0.074 0.095 0.119 0.239 


ドー 0.020 0.029 0.044 0.053 0.104 
幅 径 0.024 0.030 0.053 0.050 0.107 


腹 0.048 0.054 0.072 0.089 0.222 
幅 径 0.047 0.054 0.089 0,089 0.218 


0.053 0.055 0.257 
卵 — 0.047 0.050 0.244 
= — 0.053 0.069 0.419 

— 0.053 0.055 0.281 


幅 


前 
 -— 0:050 0.055'0.475 
0.044 0.055 0.367 


0.044 0.044 0.106 0.180 
近 き 


後 


Y 形 に Y 形 字形 Y 字 形 
近 き 工 太 形 太 形 


面 に 頭 部 と を 差し 込ん で し て 居る る 。 
体 を 3 ォ ル マリ ン 滴 中 に 投じ , 「 デ 
ッ キ グラ ス 」 に て 圧 定 し 鏡 下 に 精 検 する に , 前 端 は 鈍 
円 で ぁ つ て 後 敵 は * 狭小 で ある 。 大 さ (平均 ) 終 
し , 後 体 部 に 繊 小 で ある 。 日 体 の 前 敵 に 
て 腹面 。 そ の 形状 略 * 正 円 で , 大 さ ( 平 均 ) 
径 0.242 幅 0.239 で ある 。 腹 吸 正 円 形 で 


本 

ガ 

周 

ハル 
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吸盤 より 小さ い 。 体 の 中 央 より 稽 * 前 方 に 位置 し , 体長 
3 分 の 1 の 第 一 境界 線 上 に 在 る 。 大 ささ (平均 ) 緩 径 0.242 
幅 径 0.239 ある 。 

消化 吸 下部 に は 短 き 前 咽頭 が あぁ り て に 
連 る 。 咽頭 は , 球状 乃至 子 状 で , 大 さ ( 平 均 ) 終 径 0.104 
幅 0.107 ある 。 食道 は 甚だ 短く 直 に 左右 の 両 
腸 脚 に 生 直角 に 分 訪 す 。 腸 管 は 体 の 両側 を 後 走 し 体 の 

排 排 卵巣 の 下端 に て 正中 線 位 し , 両 
の 背 聞 に 在 る 。 形 状 は 長 Y 宇 形 で , 其 前 端 は 前 加 丸 の 前 
の 位置 で 左右 に 分 て 居る 。 ょ り 更 に 前 後 両 


丸 の 間 を し て 体 の 後 端正 中 線上 に 開 し て 居る 


器 に は , 輪 精 , 陰 が ある 。 は の 後 
方 で , 排 て 前 後に 位 す 。 前 は 正中 線 
より 生 左 方 に , 後 は ょ り 方 に 偏在 する 。 
形状 は 両者 共に 球状 又は 形 で , 大 前 は ( 平 
均 終 径 0.419 幅 径 0.381 後 丸 は 平均 終 径 
0.419 幅 0.381 ある 。 輸 精 管 は 両 の 前 
より 起り て , 子宮 の 背 側 を 前 方 に 走り 陰茎 引 の 後 端 に 入 
る 。 細長 い 棒状 で 後 が 少し 膨大 し て 居る 。 
大 (平均 ) 長 0.385 幅 0.088 で ある 。 腹 吸 
の 右側 を 抱く 様 に 廻り , 腹 吸 監 の 前 に 接し て 稽 * 正 中 
, 子宮 及び 有 ある 。 は 腹 吸 の 後方 で 生 右 側 
に 偏 し , 腹 吸 前 と の 中 間 位 に 在 る 。 は 球状 
円 で 大 さ (平均 ) 径 0.257 幅 径 0.244 
ぁ ある 。 黄 腺 は 腸管 分 岐 部 の 位置 より 体 の 両側 に 密集 し 
部 に 及ぶ 。 ラ ウッ レル 管 は 体 の 中 央 に 位 し , 
は 卵巣 の 左下 際 に 於 て 正中 線上 に ある 。 子宮 は 卵巣 の 下 
際 前 と 後 と の 間 を S に 下行 し , 後 丸 
の 下端 , 更に 上 行 し て 前 の 前 部 より 左側 に 
し , 僅 に 曲折 し て 上 行 し 連続 する 。 は 腹 吸 の 
前 走 し , 隆 生 殆 と し て 左側 に す 。 
卵子 , 本 下 は 淡 黄 褐色 に て で ちる 。 大 
さ 長 径 0.033 幅 径 0.022 ある 。 は 二 の 
を し , 前 敵 に 狭小 で 小 有 す 。 小 の 接続 
は 微 に 隆起 状 を 号 する も の , 平滑 な る も の が ある 。 鉱 の 
後 端 は 豊 円 で 後 極 に は 小結 節 を 見 る 。 
第 8 考 

本 吸虫 は 其 形 態 及 び 構 造 並 に 卵子 の 形状 , 大 さ , 其他 
本 吸 貝 の 発育 実 た 依り て , 明 に 「 レ ポ デ ル マ ・ ム リス 』 


( 32 ) 


[寄生 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 2 号 


第 5 表 B 種 吸虫 の 大 さ の 


研 完 者 浅田 氏 田部 氏 岡 本 
吸虫 種別 及び Lep.muris Lep. muris Lep. muris 


宿 二 別 白 家 モル モッ ト 
体 の 2.320 2.200 2.634: 
大 き 1 0.680 0.800 0.779: 

( 0.220 0.220 0.242: 
\ 0.230 0.220 0.239 
0.110 0.083 0.104 

0.200 0.200 0.222 

腹 吸 0.200 0.218 
0:220 0:200 0.244 
0.350 0.433 0.385 

0.350 0.300 0.410 
後 1 0.300 0.280 0.367 


Lepoderma muris. に 最も 近似 する も の で , 私 は 実験 的 

求め 得 た る 成 は , その 大 さ が 先 人 の 記載 ょ 僅 
大 形 で ある が , 恐らく 動物 と し て 「 そ モルモット 
を 使用 し た る に 関係 大 な り と 想わ れる 。 此処 に 於 て 本 吸 


1922) Piagiorchis Tanabe, 1922。 に 一 致す る も の で あ 


る 。 

レポ デル マ ・ ム リス は 既に 諸 学 者 に 依り 攻 究 せら れ , 
幾多 の 発表 が ある が , 本 吸虫 の 分 布 上 , 北海 道産 「 そ ノ 
アラ ガイ 」 に 本 吸虫 の 「 セ ルカ リア 「 が 寄生 する の を 確 
認 し た 。 田部 氏 は 「 ヒ メモ ノア ラガ イ 4」Lymnaea 
pervia Martens を 本 吸虫 の 第 一 中 間 宿 主 と 決定 せら 
れ , 其 後 大 正 14 年 に 浅田 氏 は 「 そ ノア ラガ イィ 」Lymn- 
aea (Radix) japonica と 「 ヒ メモ ノア ラガ イィ イ 」 の 二 種 が 
第 一 中 間 宿 主 で ある と 発表 せら れ た 。 更 に 浅田 氏 は 特に 
興味 ある は , 第 一 中 間 和 宿主 で ある 「 そ モノ アラ ガイ 」 及 び 
「 ヒ メモ ノア ラガ イ 」 は 自然 の 指 息 状 態 た 於 て , 同時 に 
第 二 中 間 宿 主 と な る 特性 で あつ て , スポ ョ チ ス ト 内 に 既 
こ 被 苗 幼 虫 を 形成 する 事実 が ある 。 こ と は 本 吸虫 の 自然 
界 た 於 て 固有 宿主 動物 に 感染 分 布 上 多大 の 興味 ある 所 見 
で ある と べ られ , 
に 立証 せ られ た 。 

堂 て 田部 氏 は 「 ヒ メモ ノア ラガ イ 」 を 第 一 中 間 宿 主 と 
する Lepoderma muris の 研究 に , 同様 な る 事項 を 認 


め , 複 発育 の 一 で あつ て , 興味 深き 事柄 


| 
: 
| 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
8 
9 


] 
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第 6 表 第 二 中 間 宿 主 の 比較 


浅 田 兵 岡 本 
まき ん や ん や 
2 むぎ わら と ん ば ぼ むぎ わら と ん ぼ の 幼 虫 
3 3 ぉ は どろ と ん ば ぼ か わ と ん ぼぼ の 幼虫 
4 か げ び げ ろ る う 3 か げろ る う の 幼 虫 
が む し (上 H) 
み づ み か まき 
7 滴 虫 の 一 種 ぬか えび ? 
10 


で ある と 報告 され た 。 最近 黒川 氏 は 「 レ ポ デ ル マ ・ ム ふ ムリ 
え 」 類 似 の 一 新 「 セ ルカ リア 」 を 有する 「 そ モノ アラ ガイ 」 
に 同様 事実 を 認め , 第 一 中 間 宿 主 は 同時 に 第 二 中 間 和 宿主 
を 兼ね る と 発表 さ れ た 。 私 の 実験 た 於 て , 採集 後 3 週間 
以上 実験 室内 に , 比較 的 不適 当 な る 条件 下 に 飼育 し た 「 そ 
ノア ラガ イ 」 に は 組 種 セル も カリ ア が その レデ ア 内 モノ ア 
ラガ イ 体 肉 内 に 少数 ら 被 成 を 営む を 確認 し た 。 
之 複 殖 吸 虫 類 発育 宏 の 一 塁 例 を 確認 し た 。 

人 お 吸虫 が 「 レ ポ デ ル マ ・ ム リス 」 と 同定 する 
時 , その 第 二 中 間 宿 主 に 就 て , 浅田 氏 は 授 敗 外 8 種 を 挙 
げた が , 私 は 検索 が , 自然 感 於 て ミ マ カマ キリ , 
タガネ を 第 二 中 間 宿 主として 更に 新しく 追加 する 事 が 出 
来 た 。 実験 的 感 沙 を 試み た 。 「 ヌ カエ ェ ビ 」 に 関し て 更に 
後日 の 及 に が ある 。 

1. 私 は 嘆 館 近郊 ( 茂 辺 地 ) 産 「 そ モノ アラ ガイ 」 に 二 種 
(A・B) の 「 セ ルカ ヵ カリ ア 」 の 守 生 する 事 を 認め た 。 

2. BB 種 「 セ ルカ リア 」 の 発育 史 を 追及 し て , 「 レ ポ 
デル マ ・ ム リス Lepoderma muris Tanabe, 1922, 
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(Plagiorchis muris Tanabe, 1922.) に 発育 する 事 を 
認め た 。 

3.。 レポ デル マ ・ ム リス の 第 二 中 間 宿 主 に 「 ミ ヅカ マ 
キリ 」 及 び 「 タ ガメ 」 の 二 種 を 追加 する 。 

附 記 本 論 閉 は 昭和 13 年 11 月 品 館 医事 講 究 会 に 於 
て , 講演 し た 要 紳 に, 検索 追補 を 為 し た る も の で ある 。 
稿 を 終る に 及び 久留 米 医大 教授 岡部 博士 の 御 助 言 並び 
に 多く の 御 示 教 を 深謝 すず 。 

1) 小林 晴 治 郎 : 朝鮮 産 「 ツ ェ ル カ ヵ カリア 」 の 研究 . 
朝鮮 医学 会 雑誌 , 第 21 号 , 19 頁 , 大 正 7 年 . 2) 田 
部 浩 : 複 殖 吸 類 類 発育 吹 知 見 補 遣 , 一 新 吸虫 Lep- 
oderma muris n. sp. ノ 研 究 . 岡山 医学 会 雑誌 , 第 
385 号 , 別刷 . 大 正 11 年 . 3) 土 持 騰 次 : 台湾 産 
も の あら が ひ に 寄生 する 「 セ ルカ リア 」 に 就 て 台 潜 医 
学会 雑誌 , 第 257 号 , 733 頁 , 犬 正 15 年 . 4) 平沢 
ー , 順一 : Lepoderma muris の 発育 関 
する 研究 , 特に 本 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 並び に 基 終 末 
宿主 に 就 て . 東京 医事 新 誌 , 第 2614 号 ,19 頁 , 昭和 
4 年 , 5) 鈴木 外 男 : 台中 附近 に 棲息 する Lymn- 
aea に 宿る 種々 な る Cercaria に 台 学会 
誌 , 第 31 券 , 第 2 号 , 151 頁 , 昭和 7 年 . 6) 横川 
定 , 分 鳥 整 : 新竹 州 下 の 肺 ボ デス トマ 病 流行 地 の 河 
具 子 に 寄生 せる ケル カ ヵ カリア に 就 て . 東京 医事 新 誌 , 
第 2873 号 , 披 刷 , 昭和 9 年 . 7) 石井 信太 郎 : 展 
類 寄生 吸虫 類 の 研究 . 実験 医学 雑誌 , 第 19 巻 , 第 8 
号 , 1122 頁 , 昭和 10 年 . 8) 岡部 浩 洋 : Exorchis 
oviformis Kobayashi (Trematoda) の 発育 史 に 就 
て . 万 岡 医 科大 学 雑誌 , 第 29 巻 , 第 1 号 , 別刷 , 昭 
和 11 年 . 9) 一 : Loxogene liberum Seno の 
第 二 中 間 宿 主 た 就 て . 関西 医事 , 第 331 号 , 別刷 , 昭 
和 12 年. 10) 古賀 元 : た ど に むす 局 虫 に 
関す る 研究 . 医学 研究 , 第 12 巻 , 第 10 号 , 別刷 , 
昭和 13 11) 黒川 モノ アラ ガ ヒ と に 
せる 一 新 タ ェ ル カリ ア の 発育 史 に 関す る 研究 . 東京 
医事 新 誌 , 第 3100 号 , 16 頁 , 昭和 13 年 . 
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ひ むし ) 
実物 写真 ( 約 1/2 拡 
大 ) 


タ ガ メ ( 筑 二 中 間 宿 主 ) 模 
式 図 ( 約 実 物 大 ) 


BB 種 成 虫 (25 倍 約 ) 「 セ ルカ リア 」 模 式 図 
( 約 200 倍 ) 


ミツ カマ キリ ( 
二 中 間 宿 主 ) 模式 
図 (*/s 倍 拡 大 ) 


「 ス ポロ チ ス ト 」 及 び 「 セ ルカ リア 」 題 徴 鏡 写真 ( 約 30 倍 拡大 ) 


( 34 ) 
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N32 
| 
と 
ミ ヅ カマ キリ 体 内 の 被 虫 題 微 鏡 写 真 ( 約 70 倍 拡 大 ) 
3 
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症 の 了 臨床 的 研究 (3) 
各種 の 臨床 的 研究 


石 崎 
東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 教 宣 (主任 
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三沢 教授 ) 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
(昭和 29 年 3 月 16 日 受領 ) 


1. 言 

現在 沢 出 の 叉 虫 薬 が 出来 て 居 て , その 効果 も 様々 な の 
で 使用 に 際 し て 去就 に た 迷 ぅ 状態 で ある 。 

私 は 太平 洋 戦 応 て 中 民 国広 東 省 に し て 
居 た の で , 当時 苦 棟 皮 と 便 君 子 の 臨床 実験 の 機会 を 得 , 
叉 帰国 し て か ら 邦 産 苦 棟 皮 の 臨床 実験 を 行 つ た 。 又 皿 師 
三沢 教授 より 多数 の 新原 虫 薬 を 与 を られ 其 の 臨床 実験 を 
季 っ た 。 

実験 に 際 し て は 薬剤 の 服用 と 副作用 の 確認 , 虫 体 排 光 
の 有無 , 菊 便 内 虫 卵 数 の 定量 を 精 し くし ら べ た 。 

2. 生薬 駆虫 
A. (中 華 民 国 及 び 旦 本 の 比較 ) 

は 漢 薬 と し て 有名 で (1933), 中 村 , 川崎 
{1942) , 木谷 (1948) の 報告 で も その 効果 の 有る こと を 証 
明 し て いる 。 

し か し その 効果 は 一 様 で は な い 。 は 生薬 と 云 う も の 
が 一 般 的 に 生育 地 , 植物 の 老 若 , 間 燥 保存 の 方 法 等 に よ 
り 有 効 成分 の 含有 量 に 相当 大 きい 差 を も つも の で ある こ 
と が 原因 の 一 を な し て いる と 思う 。 

棟 の 有効 成分 は 苦味 に あり , Caius (1919-1923) 
は 印度 産 の 同属 植物 か ら 一 種 の Alkaloid を 抽出 し , 田 
(1931) は の 強い 性 物質 を 抽出 し た 。 私 の 知る 
範 囲 で は 有効 成分 と 毒 成 分 が 同一 で ある か , 又 有 効 成分 
が 如何 な る 物質 で ある か 決定 され て いな い 。 

生薬 的 な 考察 を 試み る と , 棟 の 植物 は 野 氏 の 
日 本 植物 総覧 (1931) た ょ れ ば で 主 に 熱帯 か ら 
に 産 す る 植物 , 即ち セン ダン 科 タ イワ ン セ ンダ ン Melia 
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Azedarach Linnaeus で あつ て , 日 本 産 の セン ダン は 
の 一 訟 種 Melia Azedarach L., var. japonica Maki- 
no で ある 。 形態 学 的 に 両者 に 若干 の 差異 が ある 。 日 本 
産 の セン ダン は 九州 四国 地方 で は 平地 の 河川 に 近い 條 に 
半 野 生 的 に 生育 し て 居る 。 そ の 生育 北限 は 関東 南部 で あ 
る 。 

この 根 皮 又は 樹皮 を し た も の が で ある 。 中 
国文 献 ( 民 宜 1934, 1939) に よれ ば コルク 層 は 
捨て 形成 層 ( ) を 用 いる , そし て が 芳香 を 
有 し 鮮 巧 の 濃 さ の 強い も の 程 効き 目 が ある と 逃 べ て い 
る 。 

使用 量 は 10~20g で 過量 で は 頭痛 , 下痢 , 肢 
繊維 起す と 。 印度 に 於 て は 果実 , 花 , も 使 
用 する (Kirtikar, 1918). 

実験 方 法 と 実験 成績 

a. - 作用 (第 1 表 参 照 ) 主として を つた 。 
根 皮 , 樹皮 の 皮 部 を 細 し て 保存 し 用 に 臨ん 
で 煎 剤 と し た 。 

は 大 塚 (1942) の 著書 に た べ て いる 薬 の 
に 従い , 1 日 量 20g を 500 cc の 水 で 煮沸 30 分 
乃至 1 時 間 後 , ダー ぞ で 演 過 し 濾液 を 日 本 産 は 1 回 に , 
中 国産 は 2 回 に 分 け て 就寝 前 に 頓服 させ た 。 

服用 者 は 中 国産 は 直接 で 卵 陽性 の 日 本 兵 
日 本 産 は 物 療 内 科 の 軽症 患者 と 戦 員 で ある 。 

責 虫 排出 の 有無 は 服薬 後 3 日 間 検便 し た 。 

了 剤 の 成績 を 示す と 第 1 表 の 様 に な る 。 

即ち 根 皮 で は 中 国産 も 日本 産 も 共に 約 80 祈 の 良好 な 
排 貝 者 率 を 示し た が , 楠 皮 の 成績 は 中 国産 が 約 80 に 
対し て 日 本 産 は 殆ど 無効 で あつ た 。 

落 棟 皮 は 中 国文 献 で は 株 別に も 有効 成分 量 の 差 が 甚 し 
いと いう ぅ ので, 中 国産 で は 年 数 の 若い 木の根 皮 で 試み た 
が その 排 貝 者 率 は 約 30 で あつ た 。 こう ある 
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1 表 棟 
使 製 用 人 排 同 一 作 用 
根 皮 前 20g 16 75 11 6 0 1 
樹皮 届 剤 20g 0 0 2 1 0 0 
根 皮 10g 相当 量 6 2 33 0 2 0 
中 根 皮 前 剤 20g 34 27 80 10 4 2 3 
樹皮 剤 20 g 20 16 80 16 13 12 5 
i 根 皮 水 = キ ュ ス 同相 当量 40 25 62 14 6 3 1 
同 幼 根 。 皮 剤 20g 24 29 16 10 8 
上 木 根 上 水 キュ ス 同相 当量 2 28 5 3 
本 根 皮 下 痢 有 7 7 3 0 0 
根 皮 下 無 20g 4 3 0 1 


の で 漢 薬 は 数 株 の 原料 を 混合 し て 質 を 平均 させ て 使用 す 
る 。 

了 煎 剤 服用 の 憧 日 に 硫 苦 20 g を 300 cc の 水 と 共に 内 上 服 
させ て , 下剤 併用 の 効果 を 検査 する と 第 1 表 下 段 の 様 に 
何等 の 効果 増強 を 認め な い 。 

苦 棟 上 反 は この 様 に 中 国産 と 日 本 産 の 聞 に 効力 の 差 が あ 
る 為 に , 薬理 的 に 有効 成分 を 比較 する 準備 と し て 了 廊 剤 か 
ら 法 に 従い 水 キス 藤 太 郎 1949) を 作り 
こ 相当 し た 量 を 飲ま せる と 第 1 様 に 中 国産 で は 
と 同 程度 の 排 由 成績 を 得 た 。 即ち 有効 成分 の 大 部 分 が そ 
の 燥 ェ キス 中 に 移行 し た 。 

日 本 産 で は 伝 研 北 野 研究 室 の 米 一 氏 が 作 つ た 粗 エ キス え 
の 原 皮 10 g 相当 量 を 使用 し て 33 22 の 排出 率 が あつ た 。 
双 ア ルコ ュー ル 中 に も 良く 有効 成分 が 移行 する が 水 エ キス 
より は 少 い 。 ° 

以上 の 所 見 に も と づい て 薬理 的 に 日 本 産 と 中 国産 の 有 
効 成分 比較 に は 水 キ エチ か ら に 稀 し て 濃度 を 定 
め て , 昔 中 実験 を 行 つ た 。 

b. 語 作 用 第 1 表 の 様 に 中 国産 と 日 本 産 の どちら も 
共に 半数 以上 に 下痢 軟便 , 腹 , 腹 等 の 腸管 刺 
戦 症状 が ぁ あつ た 。 小数 に , が あつ た 。 

副作用 は いずれ る も 24 時 間 以 内 に 以 復 し 日 常 業 務 に 支 
障 し た り 又は 就 床 し な けれ ば な ら な か つた 程 の 者 は な 
い 。 


効か な い 日 本 産 の 樹皮 で は 副作用 も 少く , 排 貝 効 昌 と 
副作用 は 或 程 度 比例 する と 思わ れる 。 

日 本 産 と 中 国産 で 副作用 は 本 質 的 に 相違 し な い 。 

災 に 日 本 産 根 皮 で 3 例 に つき 必中 urobilin 体 の 定量 
(鳥居 , 増山, 1942) を 行 つ た 結果 , 1 日 総量 で いずれ も 
正常 値 の 内 に あり , 前 後に を 認め な か つ 
た 。 この 使用 量 で は 臓 に し い 障 与え を な い 。 

c. る 中 試験 と 50 致死 量 測定 。 (50 22 
LD と 略記 す ) 先 た 逃 べ た 通り 了 煎 剤 の 有効 成分 は 大 部 分 
ェ ス 中 に 移行 する の で 効力 比較 の に 水 キ 
ス え ス を 使用 し た 。 

即ち ェ キ ス を 対数 等 分 の 聞 隔 で 稀 各種 の 
度 の 液 を 作る 。 

を 体重 10 g 前 後 の 廿 日 宛 一 と し た 各 
に 皮下 注射 し た 。 液 量 は つね に 0.2cc (小林 1935) と な 
る 様 に 測度 を 加減 し た 。 

その 成績 は 第 2 表 の 様 に 全部 死ぬ 群 と 全部 生き て いる 
群 と 中 間 の 群 と が 出来 る 。 中 毒 致死 量 の 頻度 分 布 は 正規 
分 布 (Gaddum & Hetrhigton, 1931) で ある か ら , 各 
種 の 稀 株 度 と 死亡 率 の 関係 より 50 2 LD を 知る 事 が 出 
来る 。 

稀釈 度 の 対数 を x と し , に 対応 する 黒 積 致死 率 を 
確率 積分 と 等 し い 置 に いて 確率 積分 の 表 ( 統 計 学 研究 会 , 
1943) か ら 引 数 t を 求め , x,t を 両 軸 に と つて 作図 を する 
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第 2 表 水 ェ キ ス 深 液 皮下 注射 廿 日 量 
含有) 同 対 数 生 死 生 死 時 F(t) 2% t 
本 9,7 0.43 0 5 0 12 100 + 
0.30 4 1 7 87.5 + 1.15 
27x (3/;)? =1.5 0,18 3 2 4 3 42.8 ー 0.18 
27x (3/4)3 =1.1 0.04 4 1 8 1 — 1.22 
27x 3/4)4 =0.8 —1.92 5 0 13 0 0 — oo 
本 38 1.59 ) 4 1 12 92 + 1.44 
38x (3/;) =28.5 1.45 0 5 1 88 
38X =21.5 3 2 4 43 — 0.18 
皮 =16. 1.20 4 8 11 — 1.23 
中 根 2 1 2 1 2 
国 
産 3 4 
3 表 502 LD 原 皮 即ち 廿 日 の 50 2 LD と 臨床 排 は 比例 し , 中 
2 Cr 成分 の 多少 が 原虫 効果 に 関係 を も つと 考え られ る 。 
502%% LD 502% LD に 日 中 症 を みる と , 注射 直後 に 毛 を 逆 だ 
本 産 根 皮 1.53 mg 13.9 mg 


中 国産 根 皮 


も 
| 
| 
0+ 50 を LD 
| 1.345=LO0g 22.1 


と x,t 関係 は 直線 と な る 事 か ら 作図 に ょ り 第 3 表 の よ 
うに 50.LD の 概 値 を 知る こと が 出来 た 。 

か くし て 日 本 産 苦 の と 根 の 有効 分 の 5022 
LD を 比較 する と 第 3 表 の 様 に 根 皮 原料 と し て 13.9mg, 
樹皮 原料 と し て 131.5 mg で あぁ つた 。 成 ち 両者 聞 に と 10 
倍 近い 中 毒 成分 含有 量 の 差 が ある 。 は 臨床 成績 で 樹皮 
が 無効 で あつ た こと と 対応 する 。 中 国 根 皮 は 使用 廿 削 数 
少く , 叉 当時 は 50 2 LD 測定 法 を 知ら な か つた の で 正 
確 に 50 22 LD は わか ら な い が 当 時 の 実験 か ら 箇 囲 を 推 
定 す る と 根 皮 原料 と し て 33~16 mg の 間 に あ り 日 本 産 
根 と 略 * 同値 で あり , 臨床 成績 も 同 程度 の 排 
た 。 


時 間 以 内 た に 死亡 し , 復 例 は が 消 退 し て 約 3 時 
間 後 に 元気 を 復 し て 来 た 。 は 全く 正常 で 遅れ 
て 死亡 し た 者 は な い 

本 中 で は スト リキ ニ =ー ネ 中 様 な 尾部 反応 は 
ら ず 中 枢 神経 考え る 。 

人 体 の 副作用 が 腸管 で て ある 事 と 比較 する と 
虫 有 効 成分 と と 中毒 成分 が 同一 物 で ある 様 な 感じ を 与え ら 
れる 。 

d. に 対す る 影響 排出 は 最高 16 令 最小 1 
日 本 根 で 平均 3.5 中 国産 根 皮 で 平均 2.6 
排出 を 見 た 。 に な い で も 相当 の 被害 を こ 
うむ つた で ある 。 投与 後 産卵 が 一 時 中 止 さ れる 
事 (宮川 , 1933) も 報告 され て いる 。 そ を そこ で 用 薬 前 2 日 
後に 排出 され た 菊 便 に つき 私 の 方 法 (石崎 , 1953) で 虫 
卵 数 を 計算 し 相 瓦 に 比較 する と 第 4 表 の 様 に 排 過 卵 の ょ 
い 日 本 産 根 皮 艶 剤 服用 例 で は 虫 体 排出 の な い 者 も 含め て 
全 例 虫 減 し, を (増山 , 1947) で 検定 
し て 1 以 下 の 危険 で 有意 で ある 。 

無 効 で あつ た 樹皮 で は 全 例 に の 増減 が は つ 
きり せ ず , 検定 し て も 有意 の 差 と な ら な か つた 。 


本 邦 産 樹皮 22.1 mg 131.5 mg 

| | 2~1 mg 33 ~16 mg あぁ る 。 最盛 期 は 30 分 乃至 1 時 間 後 で , 死亡 略 
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第 4 表 ょ る 便 内 卵 数 の 変化 


虫 の 日 本 産 と 中 国産 の 両者 を 臨床 的 に 主 と 
し て 油剤 で 比較 し , 更に 臨床 的 事実 の 裏付け に 若干 の 楽 
理 試験 法 を ここ ろ み , 生 薬学 上 の ここ ろ み 
た 。 

a. 原 植物 は 日 本 産 は 中 国産 の 一 変 策 で 形態 学 上 若干 
の 差異 が ぁ る 。 生薬 と し て は 中 国 で は 根 皮 を 販売 し , 日 
本 で は 樹皮 の こと が 多い 。 

有効 成分 は 中 国産 は 様 皮 , 樹皮 共に 多量 に 含ま れる が , 
日 本 産 で は 根 に は 中 国産 同様 に 含ま れ て 居る が , 樹皮 に 
は 基 だ 少く , 従 つ て 無効 で ある 。 一般 に 株 に ょ る 有効 成 
分 の 多少 ふも 言 x され る の で 使用 た に際し て は 原料 は 数 株 混 
合 が よい 。 


便 10 mg 内 虫 卵 数 作 用 
名 年 排 数 
前 3 後 鳴 痛 
12 24 1 + 
oO 2s 2 296 74 + + 
46$% 1 36 0 
26 0 21 11 
33.9 0 184 118 
© 22 9 0 32 30 
GG: . 0 55 49 
0 78 81 
20 0 62 
@) 30 9 0 218 248 
: 数 3 回 平均 値 
小 括 と 者 b. 作用 は 下痢 便 ・ 腹 鳴 腹痛 の 腸管 系 と 


頭痛 ・ で ちる 。 

日 中 試験 で は 中 枢 神 経 興 考え られ る 
が 起り , 50 22 LD は 臨床 的 出 効果 と 略 * 比 例 す る 
か ら 経 棟 皮 の 薬理 作用 の 本 質 と 考え る 。 

c. 便 内 虫 卵 増減 を 検査 し て , 日 本 産 根 皮 
は 全 例 共に し , 無効 の 樹皮 は 増減 が な い 。 棟 
皮 は 全部 に 障 を 与え る も の で ある 。 

BB. 使 姓 子 

(1) 序 言 

使 君子 は 服用 し 克 い た め 中 国 で は 昔 か ら 民 間 で 使用 さ 
れる 。 日 本 に も 輸入 され て いる 。 

頼 (1935), 南条 (1941), 木谷 (1948) 等 は 臨床 成績 


第 5 表 使 の 除 
用 量 総 員 排 者 
古 下剤 無 4 個 生 食 66 16 
品 下剤 併用 35 15 5 
新 下剤 無 同 9 8 - 
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を 報告 し , Lanson (1932) も 有効 性 を 認め て いる 。 
生薬 学 上 は シタ ンジ シ 料 シタ ン シ Quisqualis vilosa, 

Clarke (牧野 , 田 中 1944) の 果 茶 の 約 3cm 長 

さ の , 五 和 有する 中 に 約 1 cm 長 の 種子 が ある 。 

新鮮 品 は 淡 緑 で 古く な る と 黄 福 と な る 。 沙 花生 様 の 香 
り と 甘味 が ある 。 古く な つて 微 が 生え る と 効か な く な 
る 。 
漢方 文献 ( 宜 , 1934 1939) で は 生食 する と 
逆 が 起り, に は 抑制 する 作用 が ある と い 
5 。 私 の 臨床 実験 は 中 国 溢 在 中 行 つ た も の で ある 。 

2. 実験 方 法 と 実験 成績 

服用 者 は 直接 法 で 検便 し て 上 虫 卵 陽 日 本 兵 で 
ある 。 衛生 兵 の 協力 で 服用 させ た 。 

数 年 経 販 の 古い 市 販 品 と 採集 し た て の 新品 と を 比較 し 
た 。 又 一 部 は ラキ サト ー ル を 0.5 g を 併用 させ て 下剤 併用 
の 効果 も し ら べ た 。 

実験 成績 は 第 5 雪 の 様 に 古 品 と 新品 で は 若干 新品 の 方 
が 効く よう で ある が x 自 乗 検定 法 (増山 , 1949) で 検 
定 し て 有意 の 差 が な い 。 

し か し 古 品 で は 下剤 併用 効果 が 証明 出来 た 。 (5 2 以 
下 の 危険 で 有意 ) 

し か し 40 外 の 排 で ある 。 

副作用 は 第 5 表 の 様 に 叶 逆 ・ 嘱 気 ・ 不 快感 ・ 頭 痛 ・ 腹 
・ 下 痢 又は 軟便 等 の 神経 くに 腸管 系 刺 症状 が 
軽度 な が ら 起 つた 。 

特に は 大 部 分 後 1 時間 内 外 に 起り , 程度 は 数 
固 で 止む も の か ら 24 時 間 も 止 ちな い 者 まで ある 。 1 例 
は 12 時 間 に を 起 し た 。 そこ で 止み と くい 者 
3 名 に の の ませ た と ころ , 20 分 以内 た に が 消 
失 し た 。 新品 は を 起 し く ; その 差 は 5 下 の 
険 率 で 有意 で ある 。 

その 他 の 症状 は 新品 と 古 品 の 差 が あき ら か で な い 。 下 
剤 併用 で 副作用 が 増 張 され た の は 興 看 性 の ラキ サー トル 
の 作用 が 相 加 され た た めで は ある まい か 。 

(3) 小 括 

使 君子 は 内 服 し 易い が 尺 虫 効力 は 強く な い 。 生 の まま 
食べ る と 頭痛 その 他 の 腸管 症状 が 起 つ た 。 
は 使 君 子 特異 な も の で , を 止め る らし 

副作用 は 神経 を 興 春 させ る も の で ある 。 
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3. 生 藻 抽出 成分 駆虫 剤 (ハリ ス ア スミ ン ) 

(1) 序 言 

大 今泉 教授 (1949) の し た も の で 海 人 草 ・ 
・ ・ 当 有効 成分 を 抽出 配合 し て 薬 と し た も 
の で ある 。 1 回 使用 量 は 10~15 丸 で ある 。 三沢 教授 よ 
り 効 果 検 定 を 命ぜ られ 試験 し た 。 

と れ ら の 合 剤 が いか な る 相乗 作用 を 営 せ の か 不明 で あ 
る が , 漢方 処方 で は 同一 目的 に 数 種 の 薬 を 配合 し , 宮入 


第 6 表 ハリ ス ア スミ ン と サン トニ = ン 使 用 成績 


年 10 mg 便 
氏 名 性 虫 数 用 


会 ち 〇 84? 2 74 30。 な し レ 
O 子 ?35 68193 346 53 な し 
長 〇 仁 〇 836 8 3?5 239 65 な し 
五 十 O 清 〇 $845 0 89 45 な し 
な し 
Ov 953 6191 22 8 な し 
〇 〇 22 81? 2724 11 な し レ 
QO 子 925 8 248 186 な し 
12 121 119 な し 
13 草 〇 昇 823 0 52 12 な し レ 
0 
1 


O 
O 
cw 
© 
-0 
oo 
w 
to 


NY 


に ご 


15 O 沢 し OO ?38 32 37 な し 
16 正 〇 927 28 0 な し 


計 16 名 排 由 者 13 名 副作用 な し 
須 OO 1 3890 0 な し 
ン 2 良 〇 921 2 810 600 な し 
OM 740 40 な し 
ン 4 小 OO 代 223 2 720 940 な し 
0o 5 南 O を O919 0 660 250 な し 
ら 6 小 OO 江 922 0 2020 270 な し 
五 7 〇 ょ 0 1820 790 な し 
8 川 O 〇 0 48101680 な し 

9 〇 屋 〇 子 ?22 2 22402430 な し 

計 9 名 排 虫 者 5 名 画 作 用 な し 


備考 1) アス ミン 例 は 石崎 の 定量 法 に よる 
2) サン ト = ン 例 は アン チ ホ ルミ ン テ ー テ ル 
法 で 1 瓦 便 中 の 


後 


~, 


170 


氏 ツ ー ベ ラン (小林 , 1924, 布 上 , 1926) , が と 似 た 
配合 剤 で ある の で , 本 剤 の 有効 性 も 大 体 予 想 さ れる も の 
で ある 。 

(2) 実験 方 法 と 実験 成績 

夜間 就 床 時 10 丸 1 を 回 に 頓 用 させ, 後 3 日 間 排 便 を 検 
査 し て 興 虫 排出 の 有無 を し ら べ た 。 又 一 方 副作用 を 精査 
し , 便 内 消長 を 私 の 方 法 で 行い , 服薬 前 と 
3 日 後 と を 比較 し た 。 

被 検 者 は 16 名 で 入院 患者 と 銅 事 卵 陽性 の 看護 婦 で あ 

る 。 と 消化 器 障 は 避け た 。 

比較 対 周 と し て 8 名 に Santonin 0.05 g を 投与 し た 。 

その 結果 は 第 6 表 の 様 に 16 名 中 13 名 が 虫 を 排出 し 
た 。 は 服薬 後 1 日 2 日 間 に 多 か つた 。 

副作用 は ほとん ど 皆 無 で 1 例 た 腹痛 が あつ た だ け で あ 
る 。 

一 名 の 馴 者 に つき 服用 前 後 各 一 週間 に わた り 尿 中 Ur- 
obilin 体 の 定量 を 行 つ た が 何等 の 変化 を みな か つた 。 

対 貼 の Santonin 投与 例 で は 9 名 中 5 名 が 虫 を 排出 し 
た 。 副 作用 は な か つた 。 

ハリ ス ア スミ ン の 排 由 成績 を Santonin 0.05g の 排 
成績 と 比較 する と 前 者 が 排 率 が く 5 下 の 
率 で 有意 の 差 で ある 。 

に 10 mg 内 服用 前 と 服用 日 後 で 比 
較 る と 第 6 様 に に が 減少 し 法 で 検 
定 し て 5 2 以下 の 危険 素 で その 差 は 有意 で ある 。 

Santonin 例 は Antiformin Athel 集 卵 法 に ょ る る も の 
な の で 操作 誤差 に て 有意 の な い 。 

(3) 小 括 

ハリ ス ア ミン の は 良好 で Santonin 0.05 g 
頓 用 の 効果 より すぐ れ て いる 。 酸 作用 は 殆ど な いと 考 
よい 。 

4 合成 駆虫 

いずれ も 三沢 教授 より 検定 を 依頼 され た も の で ある 。 

(1) ペラ サン テ (P と 記す ) 

フェ ニル チオ カル バ ミ ン 酸 ェ チル ・ 同 ブチ ル ・ タ ン ニ = 
ン 酸 ベレ チェ リン の 3 種 配合 薬 で , 帯 黄 白 色 結 唱 性 欠 末 
で ある 。 水 に 難 流 で Alkohol と 脂 油 た 比較 的 良く と け 
る 。1 鏡 中 の ペラ サン テ 量 は 0.1g で ある 。 

就寝 前 に P , 早 朝 5 個 内 し て 後 5 時 間 で 硫 
苦 20 g を 投与 し た 。 
実験 成績 第 7 表 の 様 に 使用 者 8 名 中 排 過 者 な し , 本 
作用 は 1 名 に 胃 部 不快 感 が あつ た 。 
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便 1g 中 
前 後 
1 〇 な を O940 0 を し 
P 2 大 〇 方 O845 0  ※11※28 な し 
3 ふ 920 0 60 0 
4 神 〇 O833 0 73 80 な し 
5 滝 〇 ?21 0 25957600 な し 
10 6 池 〇 忠 〇 818 0 11801085 な し 
ンマ S438 1425 585 な し 
8 高 OmO 943 0 523 235 な し 
計 8 名 排 虫 者 〇 名 画 作 用 1 名 
1 川 〇 美 O 子 61 1180 334 
NP 2 〇 323 0 40 34 
3 川 O 市 0 822 30 44 な 
0 4 岡 OO 子 ?35 0 54 23 な し レ 
5 川 O 源 〇 812 10 192 181 な し 
OE 585 134 な し 
計 6 名 排 由 者 4 名 副作用 2 名 


備考 ミン ・ エ テル 法 
NP 虫 の 検査 法 に ょ る 10 mg 
内 卵 量 。 


(2) ネオ パラ サン テ (NP 

上 記 P に Santonin を 配合 

P 鏡 と 同様 に 服用 し た 。 但 し 下剤 は 服用 せ ず 。 
実験 成績 第 7 表 の 様 た に 6 名 中 4 名 に 排 貝 を 見 た 。 こ 
れ は 上 妥 用 後 3 日 以 内 た に 出 た も の で ある 。 副作用 は 1 名 に 
服用 30 分 後に 忠 吐 が あり 胆汁 様 の も の を 吐出 し , 1 名 は 
が あ つた 。 

工 便 内 虫 卵 の 変化 は 私 の 定量 法 で し ら べ て 減少 を 見 
た 。 検定 し て 5 以下 の 危険 有意 ある 。 

(3) タク ロー ナフトール と その アセ ター ト 
組成 は 白色 針 状 結晶 の 1 クロ ー ル 2 オキ シナ フタ リン 
( 結 方 , 金子 1648) で ある 。 

投与 方 法 は 早朝 空腹 時 1 群 に は 3g, 1 群 に は 4g を 
服用 させ た 。 

実験 成績 3g 例 で は 10 名 中 4 名 に 排 貝 あり 。 4g 例 

名 中 5 名 に 排 貝 あり 。 

副作用 は 3 g 例 で は 肢 腹痛 , 不快 感 。 4g 例 
で は 軽 頭痛 が あつ た 。 
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表 クロ ロール ナフトール と 其 の アセ タ 


ー ト 使用 成績 
年 便 1g の 
前 後 

1 寺 〇 2 480 1020 まい 
2 須 O OO ?18 0 3890 3860 な し 
3 千 ?22 0 1490 2720 不 
4 OOO 10 1060 1280 腹痛 
5 代 ?23 0 510 1720 な し 
ト 6 きゃ 56 1 185 105 な し 
7 き 2 2345 1580 な し 
655 1685 な し 

10 長 〇 玉 〇 922 0 2310 T1800 あま い 
1 池 O 〇 O857 4 790 582 頭痛 
の 517 434 な し 
〇 1 54 0 な し 
マー 25 25 な し 
有川 源 〇 8612 4 334 な し 
ル 6 J 川 O O?*9 134 141 な し 
本 7 歴 O し O $38 0 33 45 な し 
8 岡 〇 子 ?34 1 な 

1 川 〇 O818 1 1320 980 な し 

2 高 Om 951 0 1820 930 な し 
3 高 Q き 1 295 285 腹痛 
1 ア 4 望 〇 度 〇 ?22 0 1220 1325 あま い 
5 滝 〇 ?21 0 2600 1785 な し 
三 8 小 OO ?22 0 9260 2020 腹痛 
0 4310 4810 な し 

10 〇 ?23 0 1418010100 な し 


備考 前 後 2 者 の 虫 卵 数 は アン チ ホ ルミ ン ニ エー テル 
法 , 中 間 者 例 は 石崎 法 10 mg 内 忠 卵 数 


・ 例 つき 投与 前 後 各 1 週間 毎日 中 Urobilin 体 を 
定量 し た が 変化 が な か つた 。 

クロ ー ル ナフトール ・ セ ター ト は 水 に 難 深 で ある 。 泌 
を 早朝 時 3 g 投与 し て 2 後 硫 を 与え た 。 

実験 成績 は 8 名 中 2 名 に 排 虫 を みた 。 副作用 は 肢 量 ・ 
腹痛 で ある 。 

タロ ー ル ナフトール 4g 投与 例 の 内 卵 数 は 私 
の 定量 法 で 検定 し て 服用 3 日後 の 検査 で 減少 を 見 て い 


(4) 


第 9 表 り リス ター の 使用 成績 
数 前 3 日 後 
会 © 9 39 0 238 126 な 
五 〇 風 837 0 56 62 な し 
?42 0 83 65 な し 
〇 $52 0 な し 
秦 9 26 1 135 67 な し 
る @ 46 63 な し 
同 〇 $39 0 53 38 な し 
A 77 70 な し 
0 115 102 
182 73 な し 


る 。 こ れ は 検定 し て 5 下 の 率 で 有意 の で あ 

(4) リス ター 

組成 は ベン チル ・ ア セト アミ ドド フェニ ル ・ チ オカ ル メ バ 
ミド で ある 。 

投与 法 は 0.3 g を 2 包 に 分 け 夜 間 就 寝 前 と 翠 早 朝 に 分 
服 し た 。 服 用 者 は 軽症 患者 と 健康 児 で ちあ る 。 

服用 者 13 名 中 2 名 に 排 貝 あ ちり , 閥 便 内 虫 卵 は 排 貝 者 で 
閉 明 に 減少 し た 。 副作用 は な か つた 。 

(5) 小 括 と 考 接 

これ ら の 合成 薬 は 生体 外 実 験 で 良 効 な 殺虫 効果 が あつ 
た と 称す る も の が ある が , 臨床 試験 の 結果 いずれ る も 特記 
すべ き 効 果 が みとめ られ な か つた 。 

5. 全 総括 と 結論 

前 後 3 回 と 分 け て 報告 し た 3 種 の 論文 は 合 する と 次 
の 様 に な る 。 

症 の 研究 と の 効果 判定 に は 内 虫 
変化 を 確実 に 追及 する こと が 必要 で ある 。 そ こ で 私 は 直 
接 標本 に ょ る 内 卵 数 定量 を 創案 し た 。 

そし て この 方 法 を つて し ら べ た 結果 , 毎日 
の 排出 量 は 略 * 一定 で , 便 (50 量 を 標 量 と し て ) 
10 mg に つき の 排出 は 100 個 内 外 で ある 。 従 
つて 卵 ら 生 雌 虫 の 数 も * 推定 出来 る 可能 性 が 
あぁ る 。 

この 方 法 で 食塩 水 浮 と Antiformin Aethel 
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法 の 集 政 率 を し ら べ た と ころ , 低い 集 卵 率 で あつ た 。 

この 私 の 定量 法 を 利用 し て 銅 虫 寄生 と 腹痛 の 関係 を 体 
質 的 に と しらべ た 結果 , 功 年 者 は 感染 測度 が 高い よう で あ 
る 。 

体質 者 で は 寄生 ょ つて ヒス え スタ ミン 内 反応 
が 易く な る 。 

上 遇 虫 に ょ る 腹痛 と 判然 と 言え そる の は 下痢 を 伴わ な い 激 
痛 で ある 。 し か し 一 般 的 に 興 虫 寄生 者 に 起 つ た 腹痛 ( 了 原 
因 は 何 か わ か ら な い が ) は 長引く 傾向 が ある 。 和 寄 生 貝 数 
の 多い 者 (多数 虫 卵 排出 者 ) に は 腹痛 が 起り 克 い 。 

し か し 腹痛 を 主 に し て 考え る と その 原因 は 映 貝 以外 に 
あぁ ある こと が 多い 。 

各種 硫 虫薬 を 臨床 的 に 使用 し て 見 た 成績 は 浜 の 通り で 
ある 。 

昔 棟 皮 と 使 君 子 は 副作用 及び 動物 実験 等 か ら 考 えて 神 
経 興 ある 。 効果 は 苦 皮 は 使用 量 で 80 の 良 効 
な 排 率 で ある が , 使 君 子 は 40 劣る 。 は 日 
本 産 は 中 国産 の 変種 で 有効 成分 は 同一 と し い が 含 有 量 は 
日 本 産 樹皮 は 甚だ 少 い 。 根 皮 は 両者 共 よ く 効 く 。 克 便 内 
貝 卵 消長 に ょ り 出来 な か つた に も 強い 作用 
を 与え る こと を 知 つ た 。 

市 販 の 数 種 の 内 , ハリ ス ア スミ ン は 良好 な 
効果 を 示し , 工 便 内 虫 卵 数 も 減少 し た 。 他 の 原虫 剤 即ち 
スタ ー 等 は 効力 は 劣る 。 

稿 を る た に 臨み 御 指導 と 御 校 を 賜 わ つた を 
師 三 沢 教授 た 深い 感謝 を 捧げ , 同時 に 御 援助 下さ れ た 島 
居 助 教授 , 増山 博士 , 井上 学士 , 東邦 医大 久 内 教授 に 講 
意 を 表し ます 。 
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物質 に ょ る 腸 , 肺 及 び 皮 の アレ ルギー 性 反 の 


I. 養 に よる 生体 腸 アナ ラ シー 性 運動 


小宮 山 隆 三 


大 学 医学 部 寄生 学 教室 (主任 小泉 教 授 
(昭和 29 年 3 月 18 日 受領 ) 


言 

の つい て は 種々 挙げ られ て いる が , その 
中 の 胃腸 症状 特に 腹痛 或 は 病 痛 発作 の 発 来 機 転 に つい て 
は 器械 的 刺 た に ょ よる も の , 一 次 性 の 所 に 由来 す 
る も の , 或 は 二 次 的 の アレ ルギー 性 に 原因 する も の 等 古 
く か らい ろ い ろ 説 明 さ れ て いる 。 

私 は その 発 来 機 転 と し て アレ ルギー 性 反応 に 由 る も の 
が 存在 する か 償 か た に つい て 実験 を 行 つ た 。 

先 人 の みる と , の 症状 発現 に 示 与え る 
も の に は 次 の 様 な 報告 が あぁ る 。 

飯尾 (1927) は 体 液 を 家 腸管 に , Herrick 
& Emery (1929) は 液 を モル モッ ト , 
家 の に 作用 させ , 夫々 の 進 を 認め , 
田中 (1935) は 体 液 は 家 腸管 を 一 時 的 に し , 
運動 を 静止 させ る と て いる 。 は 何れ も Magnus 
法 に ょ る 太 出 超 生 腸管 に 就 い て 行 つ た 実験 で ある が , 生 
体 そ の の 観察 で は , 平 は 体 液 を 家 に 静 注 
する と 小 運動 は 共に 進 する と 言い , 仁科 
(1935) は 上 体 剤 の 静 注 に ょ つて 家 の 隆 又は 
陥 状態 動 不 認め た 。 以 上 の 実験 は 上 物 
質 に 一 次 性 の 毒 隆 を 認め ょ うと し た 企図 で ちあ つて, その 
アテ アレルゲン 性 を 証明 し ょ うぅ うと する 目的 で 行わ れ も た も の で 
は な い 。 Schultz (1909) 及 び Dale (1912) は 夫々 感 作 し 
た 動物 の 腸 又 は 子宮 を Magnus 法 に ょ つて 超 生 させ , 
に 感 作 に 用 いた の と 同一 の 抗原 物質 を 添加 する と 直 ち 
に 収縮 反応 を 起す こと に 成功 し て 以来 , 本 法 は 平滑 筋 の 


Takazo Komiyama ;: Experimental studies on al- 
lergic reactions of intestine, lung and skin due to 
ascaris substance. I. Anaphylactic responce of 
rat intestine evoked by the feeding of the fluid 
in which ascaris were kept alive. (Department 
of Parasitology, School of Medicine, Keio Uni- 
versity, Tokyo, Japan.) 
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アナ フィ ラキ シー 性 反応 を 証明 する 為 に 広く 応用 され て 
来 た 。 池田 (1952) は 食塩 又は で 体 より 得 た 
出 液 を 用 いて 家 モルモット を 感 作 し , これ の 
腸管 を 使用 し て Schultz-Dale 現 試験 し た 何れ 
も 腸管 の 緊張 上 昇 と 振幅 増大 と が 認め られ た 。 松本 等 . 
(1953) は 豚 体腔 液 を 使用 し て 腹腔 内 注射 で 感 
作 し , 同様 な 方 法 を 行 つ た 処 反応 陽 人 性 と な つた 。 成就 凡 . 
貝 卵 を 飼 食 させ て 感 作 し た モル モッ ト の 腸管 に つい て 
は , 酒井 等 (1950) は ス を 加え て 反応 を 起 さ 
せ , 森下 教授 (1952) は 更に 追及 し て この 反応 は 含水 炭素 
分 に ある と 説明 され て いる 。 松 村 教 授 は 既に 
十二指腸 症 の 場合 に 起 る の 原因 は 体 の 運動 に 
よる 器械 的 刺 戦 の み で な く , 主要 な 原因 と し て その アレ 
ルギー 性 に 由 る こと の 大 な る こと を 強調 され て いる 。 即 
ち 者 に 体腔 液 を 与 を た 痛 , を 
レン トゲ ン で は , 動 の 明 な 進 及び 
部 の 性 像 を 認め , 且つ の 症状 は ア レ 
ルギー 剤 を 用 いて 急速 に 消失 せしめ 得 た と 輝 べ て いる 。 
上 の 実験 は 体 抽 出 液 は 体 液 が 何れ も アレ ル 
ゲン 性 を 有 し , 腸管 に 対し て アレ ルギー 性 反応 を 呈し た 
こと を 証明 する も の で あり , この と り も 直さ 全 
英 性 アナ フィ ラキ シー 反応 を その 人 試 験 管内 に 反映 させ 
た 事実 で あぁ ある こと は 言う まで も な い が , 私 は 向 虫 寄生 者 
の 場合 に 実際 起り 得る 更に 自然 に 近い 条件 の 下 で , 即ち . 
上 液 を アレ ル ゲ ン と し , 腸管 は し た も の で は 
な く 生 体 そ の も の を 用 いて アレ ルギー 性 反応 出現 の 有無 : 
を 
実 験 材 

は 豚 の で 場 よ り 保 装 置 の 下 に 持 : 
参 し た 2 時 間 以 内 の も の で , 損傷 の な い 運 動 活 酸 な も の . 
を 撰 び , 直ちに 37°C の リン ゲル 液 で 数 回 丁寧 に 洗 浴 し . 
体 汚物 を 除去 し た 。 
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液 は Ringer-Daie 液 で 除き 食塩 を 0.95 
と し た も の で ある 。 こ の 液 を 駐 貝 1 匹 当 り 20 cc 宛 清 汐 
な シャ ー レ に 入れ , 37°C の 和解 卵 器 内 で 48 時 間 飼 養 し た 
後 , で し た 。 液 の は 40°C の 恒温 
で 扇 風 器 の 下 で 蒸発 させ その 量 を 夫々 リリ z, a』 又は 1/s 
と し た 。 こ の 時 間 は 擬 そ 2 乃至 4 時 間 を 要 し た 。 餅 養 液 
又は 飼養 液 は 使用 後 は 直ちに 氷室 た , 4 日 以上 
経た も の は 使用 し な か つた 。 

動物 は 元気 体重 60 乃至 160 g の も の を 
使用 し た 。 

感 作 方 法 と 試験 

感 作 方 法 と し て は 飼 養 液 の 腹 有 科 内 注射 と 注入 針 に ょ る 
置 直 経 与 と の 二 通 り を 行 つ た 。 瀬 (1939) は 
の 皮下 に 毎日 飼 養 液 を 注射 し 当 底 4.0cc 以上 で は 何れ 
も 死亡 し , 当 2.0cc で は 5 2 10 日 以内 に 
記し , 3 克 生存 し , 経 投与 で は リリ z 量 に し た 
も の を 毎日 1.0cc 前 後 の 10 日 以内 
の 死亡 率 は 46.5 対照 と の 26.5 あぁ つた こと 
を 報告 し て いる の で , 私 は それ ら の 点 を 直 染 し て 次 の 様 

I. 腹 注射 

1) 2 量 濃縮 液 毎日 2.5 cc 10 に 注射 , 9 は 
12 時 間 以 内 に, 1 克 は 3 日 後 死亡 。 

2) 液 毎日 当 6 匹 に 注射 1 乃至 7 
後 内 に 全部 全 亡 。 

3) 同 液 毎日 当 cc 宛 6 に 注射 , 4 3 日 
至 7 日 後 内 た 死亡 , 2 は 7 

4) 液 最初 5 日 間 当 1.0 cc, 後 5 日 間 当 2.0 cc 
16 匹 に 注射 , 1 は 8 日 後 死 亡 , 15 は 

5) 同 液 毎日 当 放 cc 宛 8 匹 に 注射, 10 全部 

II. 経 投 

1) 7』 量 濃縮 液 最初 5 日 間 4.0cc 宛 , 後 5 日 間 3.0 
cc 3 投与, 1 5 日後 死亡 , 2 は 

2) 量 縮 液 4.0 cc 宛 10 日 間 2 投与 , 1 
3 日 後 死 亡 , 1 は 耐 骨 

3) 液 5.0 cc 10 日 間 1 に 投与 , 。 

4) 体重 100g 以上 の も の に 同 液 第 1 日 2.0cc, 第 2 
日 3.0cc。 第 3 日 以降 10 日 上 月 まで 5,0cc 宛 10 底 に 投 
与 , 1 8 日 後 , 9 。 

5) 体重 100 g 以下 の も の に 同 液 第 1 日 2.0 cc, 第 2 
日 3.0cc, 第 3 日 10 日 まで 4.0 cc 宛 6 投 
1 6 日後 亡 , 5 は 耐 。 


( 44 ) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 2 号 


6) 同 液 最初 3 日 間 5.0 cc 宛 , 後 7 日 間 2.5 cc 宛 & 
投与 , 2 匹 は 1 日 乃至 4 日後 死亡 , 6 。 
以上 の 結果 よ ょ り 飼養 液 の 毒 力 を みる と , 測度 の 高い も 
の を 多量 に 与え る 程 強 いこ と が 判る 。 併 し 個体 に ょ る 抵 
抗力 の 差 が ぁ つ て 容易 た は 決定 し 兼ね る が , 腹腔 内 注射 
で は 4) の 場合 で 飼養 液 の 総量 当 攻 15.0 cc 位 , 経 日 投 
与 で は 4) 及び 5) の 場合 で 総量 37.0 cc 乃至 45.0 cc 
位 が 10 日 間 連 続投 与 の 際 の 耐容 量 と 思わ れる 。 

注射 で は より 元気 , 食欲 不振 と な り , 経口 投 
与 で は 殆 ん ど 全 例 た に 下痢 又は 軟便 を 来 し , 食欲 不振 , 残 
し , し いも の は 毛 , や せ を 来 し て 死亡 し , よ 
く 耐 過 し た も の は 投与 終了 後 数 日 で 元気 回 復 し た 。 

実験 方 法 と 成績 
実験 に は 前 漁 の 方 法 に ょ る 感 作 処 置 に た 耐 過 し , 投与 終 
了 ょ うり 10 日 乃至 26 日 を 経た 白 削 を 使用 し た 。 そ の 方 法 
は 12 乃至 18 時 間 絶 食 さ せ , 軽い エー テル 麻酔 の 下 に 固 
定 台 の 上 に 四肢 を 固 縛 , 2 乃至 3 時 間 後 体 動 安 静 と な る 
の を 待ち , 開腹 , 小腸 の 上 部 ょ り 全 長 の 約 /』 の 部 分 を 
宣 出 し , 約 2.0 cm の 間隔 で 腸管 と 腸 則 膜 と の 附 着 部 を 
2 個 の セル フィ ン で 吊り , 上 方 は キモ ダラ フィ オン 描画 
装置 へ 連絡 し , 下部 は 固定 し , 残余 の 腹 忌 は 縫合 し た も 
の を 38°C の 恒 癌 槽 内 の Tyrode 液 中 に 固定 台 共 入れ 
た 。 動物 は 以上 を 中 に , 呼吸 に 支障 な い 様 
装置 し 腸 運 動 の 整 守 す る の を 待ち 実験 に 移 つ た 。 誘発 投 
与 は 又は に し た 液 を 体 た 注 入 
針 を 用 いて , 体重 に 応じ て 1.0cc 宇 2.0 cc 経 唱 投 与 
し , セル フィ ン 部 に 到達 し た 際 の 腸管 の 運動 を 描画 させ 
た 。 個 体 に ょ つて は 投与 液 が セル フィ ン 部 に 達し な いも 
の が ある の で 光 等 の も の は 更に 道 加 投 与 し た 。 対照 と し 
て は 作 で は 夫々 』 又は 1/5 量 Ringer-Dale 
液 を , 非 感 作 で は 』 又は 量 液 を 与え た 。 
実験 は 白 に 到 る 5 群 に 分 け て 行 つ た 。 
に 就 て 行 つ た 処置 は 決 の 如く で ある 。 
A 腹 注射 で 感 作 し た も の に を 与え た 


場合 
B 群 与 で 作 し た も の に 液 を 与え た 場 


C 群 (対照 ) 腹 腔 内 注射 で 感 作 し た も の に Ringer- 
Dale 液 を 与え た 場合 
D 若 (対照 ) 経 品 投 与 で 感 作 し た も の に Ringer- 
液 を 与え た 場合 
E (対照 ) 非 感 作 の も の に を 与 を た 場合 
A 和 群 に 於 ける 代表 的 な 例 に つい て た 逃 べ る と 次 の 如く で 


F 
に 
に 
| 
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【 番 号 1] 

体重 164g の た 液 を 最初 5 日間 は 当 1.0 
cc, 後 の 5 日 間 は 当 了 2.0 cc 宛 連 日 腹 腕 内 注射 し , 最終 
注射 より 10 日後 体 192 g と な つた も の に 量 
飼 養 液 を 1.5 cc 経 日 授 与 し た 処 , 5 分 後に セル フィ ン 
部 に 達し , 直ちに 届 縮 及び 振幅 の 増加 が 見 られ , 何れ も 
強 陽 性 を 示し た 。( 第 1 図 ) 


第 1 図 


番 号 2 

8 体重 144g の に 番 号 と 同様 な 感 作 置 を 
施し , 最終 注射 より 18 日 後 , 体重 172g と な つた も の 
に 同 液 2.0 cc 経 唱 投 与 し た 処 , 30 秒 後 に セル フィ ン 部 
に , 直ちに 上 及び 振幅 の 増加 が 見 られ , 何れ も 強 
陽性 を 示し た 。( 第 2 図 ) 
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【 番 号 4 

9 体重 72g の 番 号 と 同様 な 感 作 を 
施し , 最終 注射 より 17 日 後 , 体重 114g と な つた も の 
こ リ 』 量 濃縮 飼 液 を 2.0 cc 経 投与 し た 5 分 後に 
セル フィ ォ ン 部 に 潤し , 直ちに 由 縮 及び 振幅 の 増加 が 見 ら 
れ , 収縮 反応 強 陽 M 性 , 振幅 増加 弱 陽 性 を 示し た 。( 第 3 
図 ) 


其他 の 例 た に 就 て は 第 1 表 に 表示 し た 。( 第 1 表 ) 
B 群 に 於 ける 代表 的 な 例 は 次 の 如く で ある 。 


1 表 A 
実験 動物 感 催 腸 管 反 

性 体重 の 収縮 振 

号 (g) cc 

5 8 188 21 4 
7 16 Xx 2 13 ー  — 
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【 番 号 14〕 

体 重 110g の 白 飼養 液 を 第 1 日 2.0, 第 2 日 
3.0. 第 3 日 以降 第 10 日 cc 宛 連 日 経 し , 最 
終 投 り 15 日 後 , 体重 126g と な つた も の に 量 
漠 液 を 1.8 cc 経 日 し た 4 分 後に セル フ 
ィ 部 に , 直ちに 振 増加 し 中 等 度 陽性 を 示し た 
が , 収縮 反応 は 陰性 で あつ た 。( 第 4 図 ) 


第 4 図 


[番号 15] 

体重 126 g の に 番 号 と 同様 な 感 作 置 
を 施し , 同期 間 後 体重 136 g と な つた も の に リ 』 量 濃縮 
液 1.8 cc 経 た 処 , 3 分 後 ヒ セル フィ ン 部 に 


寄 生 学 雑誌 ・ 3 ・ 2 


達し , 直ちに 由 縮 及び 振幅 の 増加 が 見 られ , 何れ も 中 等 
度 陽 性 を 示 | (第 5 図 ) 
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其他 の 例 は 第 2 表 に 示し た 。( 第 2 表 ) 

C 群 に 於 ける 代表 的 な 例 は 浜 の 如く で ある 。 

番 号 

9 体重 72g の 白 番 号 と 同様 な 感 作 処 置 を 
施し , 最終 注射 より 20 日 後 , 体重 104g と な つた も の 
に 量 縮 Ringer-Dale 液 1.6 cc 経 し た , 
1 分 後 セ ルフ ラッ ィ ン 部 に 洋 し , 直ちに 振幅 は 増加 し 弱 陽 性 
を 示し た が , 販 縮 反応 は 陰性 で ぁ あつ た 。( 第 6 図 ) 


第 表 B 
実験 動物 感 作 方 腸 管 反 
35.0 18 Xx 2.0 3 + 
12 $8 140 1/2 4.0 10 40.0 12 
2.0 1 
5.0 8 
2.0 
UW 37.0 1/s Xx 4.0 9 — 
4.0 
19 8 «104 16 X 5.0 10 十 


| | 

| 

に 

に - 
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第 6 図 , 5 分 後 セ ルフ ィ ン 部 に 達し た が 振幅 何れ も 反 
応 陰 性 で あぁ つた 。( 第 8 図 ) 


第 8 図 


号 24] 
8 体重 72g の 1] と 同様 な 作 処置 を 
施し , 最終 注射 より 19 日 後 , 体重 110g と な つた も の [番号 32) 
こ リ 量 濃縮 Ringer-Dale 液 2.0cc を 経口 投 た $ 体 箇 84g の 飼養 液 最初 3 日 間 5.0, あと 7 


処 , 14 分 後に セル フィ ン 部 に 達し た が , 振 何れ も 日 間 2.5 cc 日 投与 し , 最終 投与 より 21 日 後 , 
反応 陰性 で あつ た 。 第 7 図 で 直線 的 に 上 下 に 出 て いる の 体重 112g と な つた も の に リ 』 量 濃縮 Ringer-Dale 液 


は 体 動 に よる も の で 腸管 の 運動 を 示す も の で は な い 。 1.8 cc 経口 投与 し た 処 , 5 分 後 セ ルフ 4 ン 部 に 洋 し た が 
7 ) 何れ も 反応 陰 で あつ た 。( 第 9 図 ) 
第 9 図 


其他 の 例 は 第 3 表 た 示し た 。( 第 3 表 ) 其他 の 例 は 第 4 表 た に 示し た 。( 第 4 表 ) 

D 群 に 於 ける 代表 的 な 例 は 次 の 如く で ある 。 E 和 群 に 於 ける 代表 的 な 例 は 次 の 如く で ある 。 

【 番 号 27) 【 番 号 34] 

$ 体重 90 g の に 液 5.0 cc 10 日 間 連 日 体重 152 g の 感 作 処 置 を 施さ な い 削 リ s 


口 投 与 し , 最終 投与 より 19 日後, 体重 118 g と な つた 飼養 液 を 2.0 cc 経 唱 授与 し た 処 , 11 分 後 セ ルフ ィ ン 部 
る の に リリ 量 濃縮 Ringer-Dale 液 2.1 cc 経 日 投与 し た に 洋 し た が , 履 縮 , 振幅 何れ も 反応 陰性 で あつ た 。 第 10 


3 表 群 
実験 動物 感 作 方 反 
数 (濃縮 度 X 量 ) 間 ( 分 ) 


25 


26 $8 


2 5 12 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 2 号 


群 ( 対 


腸 反 


達 ま で の 縮 振幅 


後日 数 ( 縮 度 X ) 間 (分 ) 


Gg) 
1 
5.0 8 
4.0 
20 3.8 6 ー 


33 88 5 ー 
る. X38 5 ー — 
38 8 148 10 5 
39 8 160 12 
41 9 120 15 


の 運動 を 示す も の で は な い 。 (第 10 図 ) 


第 10 表 


番 号 40] 
8 体重 152 g の 感 作 を 施さ な い に 量 


図 で 直線 的 と 上 下 に 出 て いる の は 体 動 に よる も の で 腸管 


飼 養 液 を 2.0 cc 経 日 投与 し た 処 , 4 分 後に セル フィ ン 


部 に 達し , 直ちに 振幅 は 増大 し 弱 陽 隆 を 示し た が , 敢 繕 


11 図 


其他 の 例 は 第 5 表 に 示し た 。( 第 5 表 ) 


総括 と 考 技 

以上 の 実験 結果 を 線 合 す る と 第 6 及び 第 7 表 の 通り で 
あぁ つて, アナ フィ ラキ シー 性 反応 の 軍 要 な 症候 の 一 つ で 
ある 平滑 筋 の 即 腸管 の 反応 に い て 観 祭 
する と , 弦 陽 性 以上 の 反応 を 示す も の は 腹 腕 内 感 作 群 で 
は 60 経 感 作 群 で は 50 2 あり , に 反し て 対照 
を 見 る と 感 作 群 に Ringer-Dale 液 を 投与 し た も の は 全 
例 , 正常 群 に 飼養 液 を 与え を た も の は 1 例 を 除き 何れ る も 反 
応 陰 性 で あつ て , 明らか に 飼 差 液 の 感 作 に ょ る 影響 が 認 
め ら れる 。 (第 6 表 , 第 7 表 ) 

一 般 と に アレ ルギー 性 反応 に 於 て , 経 腸 感 作 (本 実験 で 


は 経 作 ) は 起 ら ず , た な どの 病 的 状態 ・ 


の 存在 する 時 の み に 可 能 と 言わ れ も て いる が , 堀田 (1937) 
は 体 腕 液 を そ モル モッ ト に 経 日 投与 し , 一 定期 間 後 再び 経 
日 投与 し て 過敏 症 シ ョ ッ ク を 起 さ せ , 宮川 (1650) は 上 螺 出 
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第 6 表 収縮 進 例 の 発現 


件 (2%) (2) (2%) 
A 群 60 50 40 
B 群 50 30 0 
C 群 ( 対 照 ) 0 0 0 
D 群 (対照 ) 0 0 0 
E 群 (対照 ) 10 10 10 


第 7 表 振幅 増加 例 の 発現 鹿 


年 (%) (% (%) 


A 50 20 20 
B 70 50 10 
(対照 ) 0 0 
D 群 (対照 ) 0 0 0 
E 群 ( 対 昭 ) 40 10 0 


体 齋 燥 粉末 を 経 日 投与 し 皮膚 反応 が 可能 と 逃 べ て いる 。 
本 実験 で は 強 陽 性 反応 は 腹 有 条 内 感 作 で は 実験 動物 の 40 
22 に 現われ , 経 日 感 作 で は 1 例 も 見 られ な か つた こと か 
ら 後 者 は 前 者 より 感 作 力 が 弱 か つ た こと は 確か で ある 
が , 人 千 感 作 力 を も つ こと は 上 逃 の 実験 成 病 が 示し て い 
る 2。 

次 に 振幅 増加 の 点 よ りみ る と , 妖 陽 性 の も の は 何れ の 
群 に も 表 わ れ て いる が , 乏 は 液体 が 腸管 内 を 流 過 する 際 
に る 生理 的 現 に よる も の で あつ て 本 実験 の 
目標 で は な い 。 副 陽性 以上 の 反応 は 正常 群 に 飼養 液 を 投 
与 し た 場合 は 40 密 で あぁ つて , 感 作 群 に Ringer-Dale 液 
を 与え た 場合 より も 多く の 反応 度 を 見 て いる の は 先 に の 
べた 物質 と し て の 一 次 性 の に ょ る 作用 
を 示す も の で あろ 5 う 5 。 併 し , この 2 和 群 に は 現われ ず 感 作 
群 に 飼養 液 を 投与 し た 場合 の み に 現われ て いる 20 錠 及 
び 10 2 の 強 陽性 例 は 飼養 液 の 感 作 に ょ る アレ ルギー 性 
反応 の 結果 を 示す も の と 想像 され る 。 

以上 の 結果 を 通 覧 し て 感 作 群 に 100 の 陽性 率 を 示さ 
な か つた こと は , そ モルモット は アナ フィ ラキ シー 反応 を 
起 し , は 起 し 難い と いわ れ て いる で も あり , 
個体 差 に ょ る 反応 能力 の 多少 , 或 は 実験 条件 , 特に 飼 状 
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液 の 条件 に ょ る も の で あろ う 5 。 

この 実験 の 結果 即ち , が アレ ル ゲ ン と な り 
腸管 の 政 縮 及び 振幅 の 増加 を 起 し た 事実 か ら 推 し て , 上 
寄生 者 に 於 て は 生 虫 よ り 産 生 さ れる 新 陳 代 衣 物 
が アレ ル ゲ ン と なり 和 宿主 に 吸 履 され , 一 定期 間 後 は 同 物 
質 に 対し て 感受 性 を 帯び た 状態 に な つて いる 処 へ , 同一 
物質 が 再び 排 江 され て 作用 し , 腸管 が これ に 対し て 販 縮 
反応 及び 進 を 起 し , その 腹痛 乃至 痛 を 来 す 
原因 と な る こと を 想像 する こと が 出来 る と 思う ぅ 。 東 に こ 
れ に 加え て , 前 逃 の 貞 虫 物質 の 一 次 性 に 腸管 に 及ぼ す 毒 
作用 も これ に 景 加 し , 一 層 腸 運動 に 刺 戦 的 作用 を 与え る 
も の で あろ 5 。 

し か し この 様 な 反応 の 現われ る こと は 個体 差 に と よる 処 
大 で , 最近 大 (1953) は と 両 自律 神経 の 
差 と の 間 に 大 な る 相関 性 あり と 言い , 小泉 教授 (1944) は 
遇 虫 症 の 発現 に は 宿主 側 の 要因 が 重要 な る こと を 常に 強 
され て 居る で ある 。 

合計 98 匹 の 削 使用 し て 結論 を 得 た 。 

1) 豚 遇 虫 飼養 液 を アレ ル ゲ ン と し て 腹腔 内 注射 及び 
経 日 投与 に ょ り 感 作 し た 生体 腸管 に アナ フィ ラキ 
シー 性 運動 を 起す こと が 出来 た 。 

2) 腹 有 条 内 感 作 で は 収縮 反応 は 特に 閉 明 で あり , 振幅 
の 増加 も 明らか に 見 られ た 。 経 日 感 作 で は 収 縮 反 応 は 腹 
府内 感 作 ょ り は 低 率 且つ 反応 度 は 低 か つ た が 振 輸 の 増加 
は ほ で 同様 に 見 られ た 。 

3) この こと か ら 経 日 感 作 も 可能 の 様 に 思わ れる 。 

4) 症 に 於 ける 腹痛 又は の 発 来 転 と し て , 
宿主 側 の 要因 に 基く 腸管 の アナ フィ ラキ シー 性 運動 の 結 
が 老 え られ る 。 

稿 を 終る に 当り , 始終 導 と 御 校 賜 つ た 小 
泉 教 授 並 びに 松林 教授 に 深 許 致 し ます 。 

本 論 要 昭和 28 年 4 月 筑 22 回 日 本 寄生 学会 
総会 に 於 て 発表 し た 。 
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ネズ ミミ マラ リア Plasmodium berghei Vincke et 


Lips, 1948 の 研究 (1) 
マッ ツ ス 及び ラッ テ に 対す る 血液 接種 の 経過 


田 中 寛 


田 錬 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (主任 佐々 学 助 教授 ) 
(昭和 29 年 3 月 30 日 受領 ) 


また がき 

Vincke et Lips (1948) は Anopheles dureni Edw. 
に 感染 し て いる Sporozoite を 研究 し , 途 に 1948 年 木 ネ 
ズミ の 一 種 Thamnomys surdaster に 感染 し て いる Pla- 
smodium の 新種 を 発見 し た 。 これ が _ Plasmodinm 
berghei Vincke et Lips, 1948 で あり , 次 で Vincke 
and Lips (1948), Schneider 等 (1949a) Thurston 
(1950), Schneider (19502 b), Mercado (1951) 等 は 
マッ ス へ の 感 染 に 成功 し , Vincke and Lips (1948) 
Vincke 等 (1949b) 及び Fabiani 等 (1952) は ラッ テー へ 
の 感染 た 成功 し , 父 Mercado (1951), Fabiani (1952) 
は その 感染 経過 る も 観 人 し た 。 筆 者 等 の 手元 に ある Pla- 
smodium berghei は Dr. Brig J. S. K. Boyd Burr- 
oughs Welcome Laboratory, London より Malaria 
Institute of India の 所 長 を 経て , W. HH. 0. の 周 介 腎 
博士 と ょ り 1953 年 8 月 18 日 佐々 学 助教 授 こ 寄贈 され た 
物 で あぁ あり, それ まで に すでに 74 代 を 経過 し て いた 。 こ 
の 原虫 は 従来 の マラ リア の 研究 に 用 いら れ た , 人 ・ 猿 ・ 
紅 ・ カ ナリ ア 等 の マラ リア 原虫 と 異 り , 最も 便利 に 入手 
し うる マウ ッ ウス , ラッ テ な ど に 感染 し , マラ リア 原虫 の 研 
究 を 甚だ 容 易 に し , 今後 利用 され る 可能 性 が 大 きい 。 

こ ょ に 日 本 に 初め て 輸入 され た 本 原虫 の 基礎 資料 に 供 
する 目的 を も つて , 先ず マウ ッ ウス 及 び ラ ッ テ に 血液 接種 を 
行 つ た 場合 の 経過 を 報告 する 。 

2.。 Plasmodinum berghei の 形態 の 要 

こと これ に つい て は 別に 詳報 する 予定 で ある が , Giemsa 

染色 で の 所 見 で は , 感染 初期 に 見 られ る 原虫 は 多く は 赤 


Studies on Plasmodium berghei Vincke et Lips, 
1948 (I) The pathogenicity of Plasmodium ber- 
ghei to laboratory white mice and rats. 
Hiroshi Tanaka & T6260 Kanda (Dept. of Para- 
sitol, Institute for Infectious Diseases, Uni- 
versity of Tokyo) 


血球 内 1 で , や の 周辺 に 見 られ , 環状 型 は 
染 る 核 の まわ り に 塞 胞 が あり , 塞 胞 の 一 番外 か くに 細い 
青色 に 染 る 部 分 が ある 。 こ の 青色 に 染 る 部 分 は , 細い 物 
か ら か な り 太 い 有 物 ま で 見 られ , 次 第 に この 青 当 部 の 中 に 
濃く る 粒 が は つき り 見 られ る 様 に な り , アメ ー 
に な る 。 大き さ は 種々 で , 赤 球 の から り 位 ま で 
の 変異 が あぁ ある 。 こ の 時 期 で は , 赤血球 は 全体 が 塩基 好 性 
に な り , 大 き さ る も 普通 血球 の 直径 の 1 倍 半 位 に な る 。 民 
感染 後日 が た つ に つれ , 1 血球 中 の 原虫 の 数 も 増え て 7 
ュ 位 い 入 つて いる の も 現れ , 2,3 = 入 つ て 居る の は 普 運 
に な る 。 叉 1 血球 中 の 各 原 貝 の 型 も , 種々 の 物 が ま ざ つ 
て いる こと が 多く な る 。 マ ウツ ス が 死亡 た 近づく 頃 た に な る 
と , し ば し ば アメ ー バ 型 の 中 で 核 が 非常 に 分 裂 し て いる 
の が 見 られ , 分 列 型 も 見 られ る 。 分 裂 型 の 大 き さ は 血球 
の 約 1/z を し め , Merozoite は 10 前 後 で ある 。 又 時 に 
Gamete も 見 られ , 大 き さ は 血球 の 約 /s を 占め , 椿 
円 型 で ある 。 時 に は 1 血球 中 に 2 a 入 つ て いる 事 が あ 
る 。 全体 と し て Plasmodium vivax に 似る が , Pl. vi- 
vax や Pl. malariae の 如く , 各 原 虫 が 揃 つ て 同期 的 に 
変型 する こと は 認め られ な い 。 又 環 状 型 , アメ ー バ 型 の 
比率 も 一 定 し た 経過 を た どら ぬ 。 その 例 を 第 1 表 に 示 
す 。 1 血球 中 の 原虫 数 は , 被 寄 生 血 球 率 が 高く な る 程 多 
く な る 個 向 に ちる 。 そ の 例 を 第 1 図 に 示す 。 
3. 実験 方 法 

本 実験 は 発症 動物 の 血液 を 他 の 動物 の 腹 有 条 内 に 接種 し 
て , 接種 され た 動物 の 発症 状態 を 観 祭 す る も の で ある 。 
実験 動物 は マッ ス 10 ラッ テ 4 で , マッ Mz よ 
り Ms まで と ラッ テ Ri Rs へ は , 75 代目 の 接種 後 9 日 
目 の ラ テラ ッ テ Ro より , Miz より Mis 迄 へ は , 76 代目 の 
接種 後 13 日 目 の マ ッ ウス Ms より 、 Rs Rs へ は 76 代目 , 
接種 後 17 日 目 の マ ッ ス Ms より 接種 を し た 。 

先ず 発症 動物 の 尾 を 消毒 し , は さ み で 切 つ て 出血 させ , 
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第 1 表 プ ラチ モウ 各 型 の 出現 率 


接種 数 
験 実 い フュ ャ ラ 12345678910 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
動物 \ デ ウ ム の 弄 


環 状 型 46 17 40 44 14 11 37 2 24 
ペー 54 77 58 54 82 84 60 89 75 
。 分 0 5 2 2 4 

が メート 0 2 


環 36 11 


型 


アメ ー 型 62 88 
No. 分 6 6 6 4 18 17 


ガ メー ト 0 


アメ 
No. 分 皿 型 0 0 0 0 3 Bg 1 
メート 


第 1 図 被 寄 生 血 球 率 と 血球 内 平均 原虫 数 置き に 血球 計算 を し , 赤血球 数 の 変化 を 論 べ 
た 
4. 実験 結果 
前 記 薄 層 標 本 を 油 浸 顕 徴 鏡 で 100 視野 を 見 
RO て 原虫 の 有無 を 検 し た 。 そ を の 結果 は 第 2 表 に 
20 示す 。 マ ス ・ ラ ッ テ と も 感染 率 は 100 で 
ある 。 マ ウス に 於 て は 潜伏 期間 は ほ 3 日 で 
平均 及 び 標準 は 3.30 1.05 日 で ある 。 
6 4 25 一 方 ラッ テ は , 被 寄生 接種 量 130.000 の 
が 共に 伏 期 3 日 で マッ ス に 比 し 感受 
A 赤血球 500 個 中 の 被 寄 生 球 率 性 は 低 様 で ある 。 ラッ テ の Rs 知 
B 1 被 寄 生 箇 球 中 の Plasmodium 平均 数 方 が 潜伏 期 は 短い が , 体重 1 g 当り の 接種 


減 堅 生理 的 食 堀 水 に た 約 1cc に 5~15 滴 の 割合 に 血液 を 量 は さして 差異 は な く , 総 接 種 量 に 倍 以 上 の 差 が ちあ る の 
混ぜ る 。 此 時 , 薄 層 標本 を 作 つ て 置く, この 般 釈 血液 で , 洪 伏 期 の 長短 は 総 接種 量 に 関係 ある と 思わ れる 。 又 
を マッ ス に は 0.2cc, ラッ テ に は 1cc を 腹 腕 内 に 注射 す 此 の 傾向 は マッ ス え に も 見 られ る 。 
る 。 残 つた 稀釈 血液 か ら Thoma 血 算 盤 に て 1 立方 mm B. 原虫 出現 期間 及び 死亡 迄 の 日 数 
中 の 赤血球 数 を 計り , 前 に 作 つ た 潤 層 標本 か ら 原 虫 寄生 結果 は 第 2 表 に 示し て ある 。 マ ウツ ス え の 血 中 原虫 出現 期 
. 血球 の 比率 を 調べ れ ば , 計算 た にょ り 動物 に 何 ュ の 原 貝 寄 間 は 平均 16.5 日 , ラッ テ の 方 は 9.8 日 で あり , マッ ス の 
生 血 球 ( 被 寄生 血球 ) が 接種 され た か さ 分 る 。 方 が 原虫 出現 期間 は 長い 。 双 この 原虫 出現 期間 は ラテ ラッテ 
観察 は 始め は 毎日 , 後に は 数 日 お さき に し た 。 検 血 と に は ・ マ ウッ ツ ス 共に 一 定 の 値 を 示さ ず , 特に ラテ ラッテ で は その 個 
尾 を 少し 切 つ て 出血 させ , これ を 薄 層 標本 に し , メチ ー 体 差 が 大 きい 。 又 致 命 率 は マッ ウス に 高く , この 実験 以外 
ル ア ル コー ルル 固定 1 分 , pH 6.3~6.4 の 水 1cc に 1.5 の 記 鉄 を 合わ せる と , マツ ウス で は 44 研 中 1 匹 の 生存 を 
滴 の 割合 に 薄め た ギー ム ザ 液 で 40 分 染色 し た 。 又 約 5 日 見 る の み で あり , 致命 率 は 97.8 祈 で ある 。 ラッ テ の 至 
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2 表 プア ラス モデ ウム の < ウス < ラッテ の 
マ ウツ ス Mi Mz Ms Mi Ms | Mii Mi2 Mis Mis Mis | 平 均 
江 - | 数 4 3 3 3 6 3 3 3 3 2 3.30 
被 
(体重 1 g wp) 1.450 1.5302.740 1.370 2.000 1.910 1.660 1.600 1.815 1.770 
原虫 出現 期間 13 23 12 22 12 20 1 14 18 15 16.50 
死亡 日 数 26 15 25 19 23 生存 2 17 18.0 
Ri | Rs Rs | Ro 平 
生 - 重 (g) 159 171 226 225 215 
数 3 3 2 2 2.5 
接 種 被 
130.000 264.800 1.000.000 
(体重 1g 当り ) 8.170 7.600 13.000 11.900 46.500 
原虫 出現 期間 6 13 14 6 9.8 
死亡 衛 の 日 数 9 16 生存 生存 生存 
に より , 10 70 に あ り , 被 寄生 
血球 率 と 死亡 と の 関係 を 認め る 事 は 出来 な か 
or" つた 。 一 方 ラッ テ は 例 数 は 少 い が 経過 は 渉 則 
a を 欠い て , 一 定 の 傾向 を つか み 得 な か つた 
: (第 3 表 )。 マ ウッ ウス ・ ラ ッ テ と も に 生 残 つた も 
YP の に つい て は , 必ず 途中 より 被 寄生 血球 率 の 
ト 下降 が 認め あら れ た 。 
3 上 ーー 方 被 寄生 血球 絶対 数 は , 1 立方 mm の 赤 
球 数 被 率 で 求め られ る が , これ 
は 人 が 起 る 為 , 被 血球 と の 平行 関係 
RE は 成立 せ ず , その 絶対 数 は 死亡 前 で , 1mm 
oe 立方 の 10 万 より 120 万 の 大 き な 変 動 を 示し , 


命 率 は 低く 5 底 中 2 匹 が 死亡 し た の み で あつ た 。 又 生 存 
し た 3 砲 は いずれ も 治療 し て いる 。 この 生死 は 接種 後 40 
日 後 の 判 定 で ある 。 

C. 原虫 数 の 変化 

被害 血球 率 ち 全 に 対す る 被 寄生 の 比率 
は , マウ ツウ ス に 於 て は 経過 中 に 不 規則 な 増減 が あぁ る が , (第 
2 図 ) 原 虫 接 種 後 2 週間 後 頃 に は 概ね 10~30 2 の 聞 に あ 
り , 多く は 死亡 直前 に 最高 率 を 示す 。 そ の 最高 率 は 個体 


(C53 ) 


死亡 と の 直接 関係 は 見 出さ れ な い 。 

D. 和 
は 必 発 で あり , 流血 に ご く 小 数 の 原虫 を ら 
れる 頃 で も すでに 赤血球 減少 を 始め , マッ え で は 接種 後 
10 日 目 に は 平均 50 祈 に な り , 16 日 後に は 平均 1 mm 立 
方 中 200 万 位 に な り , 死亡 前 に は 100 数 万 と 蓋 う 5 ひど い 
貧血 を 起す の も ある 。 そ し て 300 万 以下 に と な つた も の は 
必ず 死亡 し て いる 。 ラ ッ テ で る も 共 血 は 閉 明 で ある 。 一 方 
生存 し た マツ ッ ス で は 経過 の 途中 より 穫 血 は 回 復 し て 来 て 
いる 。 ラッ テ で も は ほ き ヾ 同様 で , 生存 し た Rs の 観察 後半 
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生 血球 率 の 経過 (2) 


数 1 2 3 4 5 6 8 


3.2 

2 6.2 3.0 9.2 31.5 71.0 

3 0.4 5.4 2.6 6.2 7.2 14.4 49.0 58.0 0 

4 1.0 7.0 2.2 G2 0 
D: 


マウ ス の 赤 球 数 の 変化 


第 3 


き 


cw 
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期 的 変化 は な いと 思わ れる 。 こ の 事 は Fabiani 等 
(1952) の ラッ テ に 関す る 観察 で も 同様 の 結果 が 現 
れ て いる 。 双 この 原虫 の 形態 は 環状 型 と アメ ー バ 
型 と の 区 別 が む づ か し く , 筆者 ら は 題 粒 の 有無 を 
も つて 判定 し た 。Fabiani 等 (1952) は 形態 の 分 類 
を Trophozoite trés jeunes, Trophozoites mo- 
yens, Trophozoite trés gros, Schizontes, Ro- 
saces, と 五 段 に 分 け て 記載 し て いる が , 確か に そ 


れ に 当て は まる 形態 の も の は ある が , これ だ け は . 


つき うり 判定 分 類する こと は 困難 で ある 。 Fabiani 
等 (1952) は ラッ テ に お ける 観察 で , 符 血 と 被 寄生 
血球 率 が 必ず し も 関係 し な い 事 を 図示 し て いる 
が , 筆者 等 の 観察 で も ラッ テ に お ける 経過 は まち 
まち で あつ た 。 Mercado (1951) は 90 克 の マッ 
ス で 和 し , 被 生 血 4000 を し , 感染 97.8 
2 致命 率 100 芝 と し て 居る が , 本 実験 も この 結果 
に 似 て いて , 44 の マッ ウス に つい て , 率 100 


で は 和 飼 血 の 進み 方 が ゆる や か に な つて いる 。 死亡 前 に は 
ラッ テ ・ マ ッ ツ ス 共に , 月 ・ 尾 ・ 手 足 が 黄 色 味 を 帯び た 准 
白 に と なり, 高度 の 筆 血 が 認め られ る 。 そ れ に 伴 な い 尾 端 
より の 採血 が 困難 に な り , し ぼり 出し た 血液 は 殆ど が 
で 薄 層 標本 作製 及び 観察 に 非常 な 困 を 伴う 5。 こ の 
貧血 は 死亡 と 密接 に 関係 が あ り , 死亡 前 に は 必ず 義 し い 
を 伴う ぅ (第 3 図 )。 

Plasmodium berghei を マウ ツ ス , ラッ テ に 感染 させ て 
その 経過 を 追 つ た の で ある が , マツ ッ ス の 方 が ラッ テ よ り 
扱い が 楽 で ある ば か り で な く , いく つか の 経過 が か な り 
一 定 し て 現れ , 実験 動物 と し て 適し て 居る 様 に 思わ れ 
る 。 Plasmodium bergher の 各 原 虫 が 同様 に 生長 する 周 
期 的 な 型 態 の 変化 が ある か ど お か , これ だ け の 結果 で は 
断定 出来 な い が , 少く と も 有 PZ. vivax の 如き きれ いな 周 
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22, 致命 率 97.8 2 で あつ た 。 併 し な が ら , 各 マ ッ ウツ 
ス に より , 被 寄 生 血 球 率 等 か な り 大 き な 変 異 の ある こと 
は 注目 すべ き で ある 。 
ラッ テ ・ マ ッ ウッ ツ ス 共に 一 定 の 被 寄 生 血 球 数 を 接種 し た 場 
合 , ほ ヾ 一 定 の 潜伏 期 で ある 事 は 注目 すべ き で あろ うぅ 。 
又 こ の 原虫 を , マッ ス の 腹 受 内 に 接種 する と , 3~7 日 の 
洪 伏 期 を お いて , 末 桁 血 中 に 原虫 が 出現 し , 接種 後 ほ は ヾ 
10~20 日 の 聞 に 死亡 する の で , この 株 の 保存 に は , マツ 
ス 3~5 用 いて , 10~14 日 目 毎 に 心臓 で 得 た 
液 を 次 代 腹 腕 内 に 接種 し て いけ ば 確 央 で ある 。 ラ ッ テ に 
慢性 に 感染 させ て 保存 する の も 良い と 思う が , 上 逃 の 尋 : 
く 一 定 の 経過 を 取ら な いこ と を も あり , 原虫 保存 た 適当 か 
ど お か 確実 で な い 。 
6. まとめ 
1. Plasmodium berghei の 腹腔 内 血液 接種 で は , マ 
ッ ス 44 で は 感染 率 100 致命 率 97.8 あり , 
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ッ テ は 5 例 で ある が 全部 感染 し , その 中 2 克 が 死亡 し 
た 。( 感 染 率 100 22, 致命 率 40 22) 
2. 原虫 の 各 型 は , PZ. vivax の 如く , 各 原 虫 個 体 が 


そろ つて 変化 する 有 様 を 見 る こと は 出来 な か つた 。 

3. 被 寄 生 血 球 率 の 変動 に た と も な い , 赤血球 1 = 当り 
の 原虫 数 は これ と ほ さ 平行 し て 増減 する 様 で あぁ る 。 

4. 血液 接種 後 , 被 接種 動物 の 流 面 中 に 原虫 の 出現 す 
る 迄 の 潜伏 期 は , 一 定 接種 量 で は ほ ヾ 一 定 に と に なり, マ 
ッ ス で 26,000 と 31,600 = の 被 寄 生 血 球 を 接種 し た 10 
旋 の 平均 は 3.30 土 1.05 日 で , ラッ テ で は 130,000 と 
294,800 コ を 接種 し た 5 例 で , 平均 3.5 日 で あつ た 。 

5. 原虫 出現 期間 , 及び 死亡 迄 の 日 数 は , 潜伏 期 の 如 
き 一 定 値 を 示さ な い が , マツ ッ ス え で は 死亡 迄 の 日 数 は 平均 
18 日 で ある 。 又 生 存 し た 1 例 を 除き 死亡 迄 , 原虫 は 消 減 
し な い 。 

6. 被 寄 生 血 球 率 は , マッ ス に 於 て は 接種 後 ほ ヾ 2 週 
間 迄 は 一 様 に 増す が , 基 後 は 個体 差 ひ どく , 死亡 前 に は 
10~70 2 の 範囲 と ぁ つ て, 変動 が 大 きく , 死亡 と の 直接 
関係 は 認め られ な か つた 。 

7. 偶 血 は マッ ウス, ラッ テ 共 必 発 で 死亡 前 に 高度 で あ 
り , マツ ウス で は 1 mm 立方 中 , 赤血球 数 300 万 以下 に な 
る と 死亡 する 。 

8.。 マッ ス で 10 日 な いし 2 週間 間隔 で 次 代 へ 血液 を 
接種 すれ ば , 株 の 保存 が 出来 る 。 

終り に 臨み 種々 御 指導 項 い た 佐々 学 助 教授 に 深く 感謝 
し , 論 交 を 検討 , 校正 し て 頂い た 林 滋 生 氏 に 深く 謝意 を 
表す 
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~416. 7) Vincke, I. H. and Lips, M. (1948): 
Un noveau Plasmodium d'un rongeur sauvage du 
Congo, Plasmodium berghei, n. sp. Ann. Socc. 
Belge. Méd. Trod. 28: 97~104. 8) Vincke, 
I. H. and Van Den Bulcke. M. A.(1949 a) Obs- 
ervation sur Il’'entreitien de la souche K 173 du 
Plasmodium berghei, Vincke et Lips. Ann. Soc. 
Belge. Méd. Trop. 29: 525~536. 9) Vincke, 
I. and Van Den Bulcke. M. A. (1949 b) Réact- 
ion des Rattus rattus vis-a-vis du Plasmodium ber- 
ghei, Vincke et Lips. Ann. Soc. Belge. Méd. 
Trop. 29: 537~544. 


寄 生 虫 学 雑誌 第 2 巻 第 3・4 号 正 誤 表 
アメ リカ ザリガニ 分 布 前 後に 於 ける 肝 吸 虫 の 淫 度 に て 


誤植 訂正 
37 真 第 19 表 6 行 調査 数 1 
37 頁 第 22 表 7 行 一 尾平 均 寄 生 数 0.3 
37 頁 最 下 行 1953 年 
38 真 8 行 195 年 
38 頁 27 行 滋賀 県 え 課 生 課 
38 献 7 行 1395 
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正 
Sarcocheilichthys 
調査 数 6 
一 尾平 均 寄生 数 0.5 
1935 年 
152 年 
滋賀 県 え 生 課 
Pseudcrasbora 
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46. 


・ 北 村 精 一 , 


・ 大 助 , 山崎 豊 吉田 郎 (1952): 


・ 宮崎 一 郎 , 石井 洋一 , 菊池 正 (1954): 大 平 肺 吸虫 の 


新しい 終 宿 主 ( 肺 吸虫 33). 寄生 虫 学 雑誌 , 2(3,4), 
177~179. 


・ 太田 和 年 (1954) : 大 平 肺 吸虫 の 第 1 一 中 間 宿主 に 関 


する 研究 ( 肺 吸虫 34). 医学 研究 , 24(1) , 148~162. 
宮崎 一 郎 , 菊池 正 (1954) : 有 口 第 二 中 間 宿 
の 二 次 感 染 と つい て ( 30). 医学 と 生物 学 , 
30(3), 108~111. 

北村 精 一 (1953) : フォイ ラリ ア 研 究 . 28 年 度 文部 省 
研究 報告 集録 , (医学 及び 編 ), 439~450. 
北村 精 一 , 片 峰 大 助 , 大 原 良 薄 , 有 時 実行 , 上 田 穂 
(1953) : 高知 県 た お ける フイ ラリ ア 症 に つい て 。 
日 本 医事 新報 , 1505 号 , 825827. 

大 助 , 田村 (1953): 入 島 の 
属 島 小島 に お ける マレ イ 糸 状 虫 症 に つい て 。 日 本 医 
事 新 報 , 1527 号 , 2939~2941. 

北村 精 一 , 片 助 (1953) : バン クロ フト 症 
に つい て 。 日 本 医 会 雑誌 , 30(3), 120~124. 

森 唱 (1953): バン タロ フト 状 の 的 
研究 祥 遣 ( 基 の 一 大 江村 に お ける 弥 状 虫 症 ). 長崎 医 
学会 雑誌 , 28(9): 964~671. 

田村 (1953) : バン タロ フト 状 仔 の 定期 
出現 性 た 関す る 研究 ( 其 の 1 定期 出現 性 の 臨床 的 観 
宗 ). 長崎 医学 会 雑誌 , 28(9), 972~977. 
山崎 豊 (1953) : フイ ォ イラ リア 症 に お ける 様 
発作 に 関す る 実験 的 研究 (第 1 報 フイ ラリ ア と 拡 
淫 因子). 長崎 医学 会 雑誌 , 28(9), 978~984. 
北村 精 一 , 大 島 正 治 , 片 峰 大 助 , 山崎 豊 閣 (1952): 
対 島 に ける フイ ラリ ア 症 及び 分 布 , 臨床 と 研 
29(5), 411~412. 

北村 精 一 , 片 峰 大 助 (1952): フィラ リア 症 に 於 け 
る 三 の 知見 。 東京 医事 新 , 96(1), 11~14. 
長崎 県 
下 離 島 に 於 ける 「 フ イィ イラ リア 」 淫 浸 状 況 と その 臨床 
的 観 祭 。 長 崎 医 学会 雑誌 , 27(4), 185~194. 

峰 大 助 (1952): フ ライ ラリ ア 」 乳 の 発生 病 
理 に 関す る 研究 補 遣 ( 其 の 1 乳 譜 尿 排 出 の 源泉 に 就 
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・ 片 峰 大 助 (1952): 


・ 峰 大 助 , 吉田 郎 (1952): 


・ 津 吉 


・ 財 津 吉 (1953): 


. 杉原 弘人 (1953) : 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 2 号 


いて )。 長 崎 医 学会 雑誌 , 27 (4), 195~200. 

大 助 (1952) : 「 フ ラ リア 」 性 乳 尿 の 発生 病 

理 に 関す る 研究 ( 基 の 2 フイ ラリ ア 者 
の 二 三 の 牧 理 化学 的 性 状 ). 長崎 医学 会 雑誌 , 27(4), 

201~212. 

「 フ ライ ォ イラ リア 」 性 乳 の 発生 

理 に 関す る 研究 ( 基 の 3 発 生 機 序 に 関す 
る 考察 ). 長崎 医学 会 雑誌 , 27(4), 213~218. 

峰 大 助 (1952): ス スペ ト ニ = ニン 」 に 依る フイ ラリ テ 

定 の 治療 . 長崎 医学 会 雑誌 , 27 (4), 219~225. 

「 フ イラ リア 」 の 抗 

原 性 の 研究 ( 基 の 1 友 盲 反応 ). 長崎 医学 会 雑誌 , 

27(4), 226~231. 

峰 大 助 , 田村 , 森 春 (1951): 二 三 の 薬 

に よる バン クロフト 上 書 内 出 (予報 )・ 

長崎 医学 会 雑誌 , 27(4), 232~234. 

に 関す る 二 三 の 臨床 
43(3), 210~224. 

雄 寄生 に つい て 。 臨床 


究 , 福岡 医学 雑誌 , 


2(5), 570~571,. 

財津 吉 憲 (1954): サン トニ = ニン と へ キシ ー ル ・ レ ゾ ビル 
シン 末 オ プラ ー ト の 続 用 た よる 除 成 
臨 床 , 3(3), 463~466. 

財津 吉 (1954): 症 に お ける 腹痛 と 腹部 圧 
点 に つい て 。 治療 , 36(4), 512~513. 

杉原 弘人 (1953): 久留 米 産 ヒ モメ マル マメ ター ニシ の 
研究 。 医学 と 生物 学 , 29(5), 190~193. 
杉原 弘人 (1952): 日 本 産 メ マタ = シ の 種別 に こい 
て 。 第 1 報 螺 脈 , 医学 と 生物 学 , 25(2), 96~99. 


杉原 避 人 (1952): 日 本 産 マメ タニ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 2 報 勝 孔 と 帝 口 の 角度 。 医 学 と 生物 学 , 25 
(4), 205~208. 

杉原 弘人 (1553): 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 


て 。 第 3 報 帝 の 測定 。 医 学 と 生物 学 , 25(6), 278 
~280. 

日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 4 報 宮城 県 産 マ メタ = シ 。 医 学 と 生物 学 , 26 
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(4), 137~140. 

61.。 杉原 弘人 (1953): 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 6 報 螺 頂 より の 角度 増加 と 螺 層 に 幅 の 増加 
と の 関係 に つい て 。 医学 と 生物 学 , 28(3), 104108. 

62。 杉 原 弘 人 (1953) : 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 7 報 歯 医 学 と 生物 学 , 28(6), 

63. 杉原 弘人 (1953) : 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て . 第 8 報 九州 産 マ メタ = シ の 歯 天 。 医学 と 生物 
学 , 29(3), 105~108. 

64.。 杉原 弘人 (1953) : 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 9 報 遠賀 産 マ メタ = シ 。 医 学 と 生物 学 , 29 
(6), 259~262. 

65.。 杉原 弘人 (1954) : 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て . 第 10 報 久留 米 産 マメ タ = シ 。 医 学 と 生物 学 , 
30(2), 79~83. 

66. 杉原 弘人 (1954) : 日 本 産 マ メタ = シ の 種別 に つい 
て 。 第 11 報 秋田 , 岡山 産 マ メタ = シ の 歯 天 。 医 学 
と 生物 学 , 30(5), 199~202. 

67. 岡本 (1954) : 片 山 病 ( 日 本 住 血 吸 虫 病 ) 行 
地 の 地 びそ の 的 考察 並び に 気候 に っ つい て 。 
医学 と 生物 学 , 30(4), 175~179. 

68. 岡本 (1954) : 片山 地方 に お ける 宮入 中 状 況 
に つい て 。 I 宮入 の 。 医 学 と 生物 学 , 30 
(5), 235~238. 

69. 岡本 坦 (1954) : 片山 地方 に お ける 宮入 中 棲息 状況 
こつ いて 。 1I 宮入 中 場所 及び 拓 状況 並び に 
cercaria 寄生 率 . 医学 と 生物 学 , 30(5), 238~242. 

70. 川本 億 二 (1954) : Oncomelania quadrasi の 介 吉 
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お よび 歯 吾 と つい て 。 医 学 と 生物 学 , 30(3), 111~ 
114. 

71. 川本 二 (1953) : 宮入 超 性 III. 地 性 II. 
医学 と 生物 学 , 28(3), 131~134. 

72. 川本 直 一 , 川本 俺 二 (1952) : 暁 虫 治療 薬 再 検討 と 
し て の 一 観察 。 東京 医事 新 誌 , 69(7), 

73. ト 部 昭 , 川本 二 , 渡辺 (1952) : 京都 地方 に け 
る 腸管 寄生 原虫 に つい て 。 京都 医学 会 雑誌 , 31), 
476~481. 

74. 川本 二 (1953) : 監察 解剖 尿 の 腸管 に お ける 
及び の 観察 。 京都 医学 会 雑誌 4(1), 14 
19. 

75. 川本 , 下部 昭 , 吉田 幸雄 (1954) : の 感染 
並 に 集団 に関する 研究 (宇治 市 小学 稚 園 に 
お ける 観察 )。 京都 医学 会 雑誌 , 5(1), 25~30. 

76. 川本 俺 二 , 三谷 和合 , 飯田 孝雄 , 松村 真 三 (  ): 
山口 県 一 炭鉱 た に 於 ける 多 虫 症 に 関す る 一 観察 , 公衆 
衛生 , 39~41. 

77. 栗林 海 男 , ト 部 昭 , 飯田 孝雄 (1953) : 兵庫 県 に お 
ける 腸管 内 寄生 調査 (第 1 報 )。 兵庫 県 医 雑 
誌 , 1(2), 

78. 男 (1954) : 兵庫 県 た ける 腸管 内 生 虫 調 
査 ( 第 4 報 ), 神戸 市 内 一 工場 従業 者 の 多 虫 調査 ( 基 
の 二 ), 兵庫 県 医師 会 雑誌 , 4 号 , 236240. 

79. 蒲 正寿 (1953) : 福知山 地方 に 於 ける 若 茶 病 の 研究 
京都 医学 会 雑誌 , 4(2), 67~70. 

80. ト 部 昭 , 三谷 和合 (1954) : 京都 市 内 某 茂 稚 園 に お 
ける 凌 虫 観察 。 京都 医学 会 雑誌 , 4(7) , 317~320. 
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会 記 1. 比 の 度 編 集 会 の 申 合 せ より 寄生 
学 に 関す る 各位 の 業績 目 鉄 を 逐次 速報 する 事 た な り ま し 
た 。 就き まし て は 各位 の 原 閉 報 文 等 1 部 当 学会 事務 所 宛 


御 寄 進 きま し て その 到 順に 作成 し , 本 誌 各 号 . 


に 掲載 し た いと 存じ ます 。 ま し た 原著 報 永く 
学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 終 覧 の 便 た に 供し た いと 存じ 
ます 。 昭和 28 年 (1953) の 分 か ら 始め て お り ま す が , 上 
記 の 主旨 を お り の 上 御 力 下 さる 様 願い ます 。 
の 際 揚 載 誌 名 , 巻 号 真 発行 年 月 等 が 別刷 た 明記 な きも の 
は , 目録 作成 の 関係 上 特に 明記 下さ る 様 願い ます 。 


会 記 2. 一 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ ク ナ ン バー を 
販売 致し ます の で 希望 者 は お 申込 下さ い 。 
日 本 寄生 虫 学会 記事 1 年 一 21 年 
但し 1~9 年 は 各 冊 100 円 , 10~21 年 は 各 冊 220 
円 。2,4,6 年 は 欠 本 , 8, 13, 14, 15 の 各 年 は 残 僅 
少 , 16, 17, 18 は 合 本 で 目 鉄 だ けた に な つて 居り を ま 
す 。 
寄生 虫 学 雑 誌 第 1 巻 ・ 第 1 号 ( 昭 和 26 年 10 月 発行 ) 
1 部 150 円 。 
寄生 貝 学 雑誌 2 巻 以降 各 号 200 円 
日 本 寄生 虫 学 文 献 集 吸 虫 稀 (山口 左 仲 縛 士 編 , 昭和 
15 年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 
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れ ま すか ら 御 入会 下さ い 。 
な お 宿舎 , 参観 遊覧 等 の 準備 の , 都合 が あり ます か ら で き る だ け 王 く 御 申込 下さ い 。 
昭和 29 年 6 月 


]. 総会 旦 程 

第 1 日 (4 月 1 日 ) 午前 (総会 会 式 ) 午 後 ( 総 会 特 
別 講演 ) 

第 2 日 (4 月 2 日 ) 午前 ( 各 分 科 会 ) 午 後 ( 各 分 科 
会 特別 講演 ) 

第 3 日 (4 月 3 日 ) 午前 ( 各 分 科 会 ) 午 後 ( 総 会 特 
別 講演 ) (懇親 会 ) 

第 4 日 (4 月 4 日 ) 午前 ( 各 分 科 会 ) 午後 (総会 特 
別 講 演 ) 


第 5 日 (4 月 5 日 ) 午前 ( 各 分 科 会 ) 午 後 (閉会 式 ) 
2. 総会 参加 会 費 

A. 会 員 600 円 (第 14 回 日 本 医学 会 会 誌 配 布 ) 

会 員 300 円 ( 同 右 会 誌 配布 な し ) 

\ 会 御 申込 は 本 年 7 月 1 日 が ら 受 付け ます か ら 前 記 会 
, 連絡 先 , 所 分 科 会 名 ( 主 な 
も ぁ の 1 つ ) 附 記 の 上 京都 市 (左京 局 区 内 ) 京都 大 学 医学 
部 附属 病院 内 第 14 回 日 本 医学 会 総会 事務 所 宛 御 送金 下 
さい 。 

本 会 の 振替 貯金 日 座 は 京都 3354 番 。 取引 銀行 は 公 友 
銀行 京都 支店 (口座 名 第 14 回 日 本 医学 会 総会 準備 委員 
会 で す 。 銀行 経由 御 遂 金 願う 5 の が 何かと 御 便 利 で すか ら 
精々 御 利 用 下さ い 。 用紙 は 総会 事務 所 た に あり ます か ら 入 
用 枚数 御 通知 下さ いま し た ら 早 速 お 送り 致し ます 。 

3. 

1. 会 員 微 章 , 演 感 総 目録 , 第 14 回 日本 医学 会 会 誌 ( 但 

し A 会 員 の み ), 及び 京都 名 所 名 物 案 内 書 賠 早 。 

2. 京都 国立 博物 館 入 場 券 ( 医 学 関係 美 術 展 ) 

. 

3. 国有 鉄道 で 特別 列車 (急行 ) を 編成 し , これ に 坪 車 

の 場合 は , 械 車 賃 割引 , 急行 料 不要 , 序 席 確保 

な お ぉ 国鉄 普通 乗車 の 場合 の 割引 を 交渉 中 。 

4. 京都 市 電 市 バス 優待 乗車 ( 交 ). 

5. 懇親 会 , 参観 , 及び 遊覧 参加 資格 , 宿舎 並び に 喘 

展示 会 入場 な お , 会 , 参観 , 宿 


, 遊覧 に つい 、 て の 詳細 は 入会 御 申込 後 直 ち に 御 
す 。 
6. 総会 特別 講演 優先 入場 権 
4. 総会 特別 講演 及び シン ポジ ウム 
内 外人 講師 に ょ る 各種 演 題 27 


別 紙 の 通 ) 


第 14 回 日 本 医学 会 


昭和 30 年 4 月 京都 市 に な いて 第 14 回 日 本 医学 会 総会 が 左記 に ょ うり 開催 & 


第 14 回 日 本 医学 会 総会 会 頭 松 
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総会 会 員 募 集 


総会 特別 講演 演題 

視覚 の 生理 本 
神経 路 の 解剖 平沢 興 
我国 に お ける 再生 不良 性 河北 夫 
最近 の 固 論 と 各 因 子 加藤 勝治 兵 
日 本 に お ける 心臓 外科 の 小沢 夫 
先天 性 心臓 疾患 の 外科 木 本 誠二 氏 
後天 性 心臓 疾患 の 外科 治療 原 
喘息 の 本 態 及 び 冶 療 辻 寛治 兵 
トレ ルギー 反応 の 病理 鈴江 
ア レル ギー 三沢 氏 
病 の 疫学 * 学 氏 
電子 顕 に よる 性 ウィ ー ル スネ 増殖 の 研究 

東 昇 


2, 3 の 向 肺 性 及び その 他 の ウッ イー ルス 性 疾 悪 の 
診断 と 予防 操 坦 氏 
2, 3 の 向 神経 性 及び その 他 の ツィ イー ルス ネス 性 疾患 
の 診断 と 予 北岡 正見 
ステ ロイド ホル モン 代 障 の 病理 


樹 
ビタ ミン と 肝臓 井上 硬 氏 
抗生 物質 佐々 兵 
薬物 静 注 に た ょ る ショ ッ ク の 発現 機 序 に 

NT 真崎 健夫 
ジギタリス と その 応用 美 革 義夫 氏 
日 本 人 の 栄次 ポジ ウツ ム ) 

1. 日 本 人 の 栄次 の 現況 

2. わが 国 に 於 ける 最近 の 食糧 事情 尾崎 浴 一 氏 

3. 総括 (日 本 人 の 栄次 現況 将来 ) 座 
肺結核 の 外科 的 療 柳 安 誠 氏 
化学 療法 杉浦 松 
冶 の 放射 線 療 中 泉 正徳 
前 態 久留 勝 
外 に 外国 学者 の 講演 予定 以上 (順序 不同 ) 
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